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　こぽ。こぽ。くぐもった音が、静かな室内に反はん響きようしている。

　温度と湿しつ度どが意図的に高められた、人間にとっての快適さを度外視した部屋だ。

　間取りの広さは、照明が弱いせいで摑つかめない。

　この薄うす暗ぐらい空間でまともに明かりと呼べるものは、薬品の臭においがツンと鼻を突つくコンクリートの床ゆかに描えがかれた儀ぎ式しき魔ま法ほう陣じん。それがぼんやりと放つ青い光だけだ。

　魔法陣の上には、試験管を巨きよ大だい化させたような、分厚いガラス製の筒つつが直立に置かれている。サイズは人がひとり入れるほど。筒の内部には粘ねばり気けのある透とう明めいの液体がたっぷりと溜ためられていて、気き泡ほうが下から上に浮うかぶごとに水面で弾はじけ、こぽ、こぽと小さな音を立てている。

　液中には、驚おどろくほど造形の整った少女が、頭まで浸ひたっている。

　閉じた瞼まぶたから伸びる睫毛まつげは、白銀色で長い。

　鼻はすらっと筋が通って高い。

　唇くちびるは淡あわい桜色で薄うすい。

　睫毛と同じく白銀の髪かみは首までの長さで、泡あわの動きに合わせて蠱こ惑わく的に踊おどっている。

　肌はだは血行がよいとは言えず、色素に乏とぼしいが、それが逆に神秘性を増してもいる。血を必要とせず、紫し外がい線をも遮しや断だんする、超ちよう常じよう的な天使と言われれば、そうも見えてくる。

　惜おしむらくは、瞼の下にある、美しいであろう瞳ひとみの色を確かく認にんできないことか──

　そんな神秘的な少女が入った容器の周囲を、数名の人間が囲んでいる。

　黒いローブを一様に羽織った姿は少女と対照的で、悪あく魔ま的な教団にも見える。

　彼らは皆みな、額に汗あせを滲にじませながらも恍こう惚こつとした表情で、ガラス越ごしの少女を見つめている。

　そのうちのひとりが口を開き、しわがれた低い声で、祈いのるように漏もらす。

「ああ、偉い大だいなる叡えい智ちよ。我々人類を、救いに満ちた世界へと導きたまえ……」

　その呼びかけに応こたえるように、筒の中からまた、こぽ、と泡の弾ける音がした。
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　物語は夢を与あたえるものだというけれど、そんなのは噓うそっぱちだと千ち潮しお有ゆう斗とは思う。

　もちろん誰だれもが人生で一度くらいは主人公に憧あこがれた覚えがあるだろう。最強の力でヒロインを窮きゆう地ちから救ってみせる姿は格好よくて、そこに自分を重ねて空想するのは快感だ。

　ただ、いつか誰もが気づく。期待していたほど、自分は世界の主人公じゃない。

　命を狙ねらわれるヒロインはいつまでも目の前に現れないし、拳こぶしを握にぎりこんでも、そこから不思議な光が溢あふれることもない。夢は信じれば叶かなうものだと聞いていたのに。

　なら、物語が与えるそれは夢じゃなくて、なんだろう？

　きっと、子供だましのまやかしに過ぎないのだ。

　中二病と言い換かえてもいい。普ふ通つうなら中学三年生あたりで、現実を知ってまやかしを諦あきらめるものだし、実際諦めたほうが幸福だろう。いずれ黒歴史になることがわかっているのだから、そんな歴史は短いほどいい。

　でも、千潮有斗が中三でその現実に気づいたときには既すでに、有斗の人格は出来上がってしまっていた。だって中二病という言葉もあるけれど、三つ子の魂たましい百までという言葉もある。頭では無理だと理解していても、まやかしを諦めることを心が拒こばんでいた。

　有斗は高校二年生になった今でも、いじめられている同級生がいれば反射的に主人公精神を発揮し、止めに入ってしまう。電車内で痴ち漢かんを見つけたなら、無意識に、いつのまにか大声で注意している。とはいえ有斗は別に腕うでっぷしが強いわけではないので、いじめっ子や痴漢の犯人を取り押さえるどころか、一方的に殴なぐられるだけなのだが。

　散々だ。損な性格だとは自覚している。ただ、かといって反射なのでどうしようもない。

　主人公に憧れる生き方は、千潮有斗という魂にすっかり染みついて消えてくれない。

　だから、もちろん、あのときも迷わなかった。

　高校からの帰り道だ。有斗はビルから降ってきた鉄骨の、真下にいた女の子を助けようと、とっさに突き飛ばし、代わりに下した敷じきになって、打ち所が悪くて死んだ。

　そう、笑えるくらいに呆あつ気けなく、千潮有斗は死んだのだ。

　女の子を守れた達成感と同時に思ったのは、やっぱり自分はどんなに真ま似ね事ごとをしても強い主人公にはなれないんだな、ということ。自じ嘲ちよう的な苦く笑しようを浮かべながら、千潮有斗の人生は、名もなき脇わき役やくのように、あっさり終わった。そのはず、だった。

「なのに、どうして、こんなことになってるんだ？」

　千潮有斗は今、自分の胸に開いた血まみれの穴が、不思議な光を帯びて、みるみる塞ふさがってゆく過程を、ただ茫ぼう然ぜんと見下ろしている──





２






　運命のその日、ツクバの天候は気持ちいいくらいに晴れ渡わたっていた。

　錬れん金きん工場からのスモッグはなく、お天気魔ま術じゆつ師したちが大気洗せん浄じようのために空を飛ぶこともない、ラピスラズリのように鮮あざやかなブルーに染まった快晴だ。雀すずめのさえずりだって聞こえてきそうな爽さわやかな昼下がりに、だが鳥たちは街の外へと、とっくに逃にげ去っていた。

　鳥から遅おくれて数分後、人間たちも慌あわてて動き出す。街の外へと伸びる車道では錬金モービルたちが息も詰つまりそうな渋じゆう滞たいを起こしている。飛び交かうのはクラクションと怒ど号ごうだ。

「おい、早く行け！　なにノロノロしてるんだ！」

「すぐ後ろまで来てるんだぞ!?　死にたいのか！」

「だめよ……こんなのじゃ間に合わない。私は降りて走るわ！」

　彼らは街の中心から一刻も早く遠ざかろうとしている。その原因は渋滞の後方、街の中央区画に建つランドマークタワーの上層にある。そこには、頂上から下二〇ｍほどをまとめて吞のみこむように、ブラックホールに似た黒く巨大な『球体』が浮かんでいる。

《天使の繭シエルター》。そう呼ばれる超常災害だ。

　発生原因不明。対たい抗こう手段不明。ただわかっているのは、それに触ふれたものは万ばん事じ一いつ切さいが原子レベルで分解され、消え去るということ。ビルはもちろん、空にわずかに浮かぶ雲や、家や看板、街路樹さえも──

　しかも球体は街を侵しん食しよくするように、ズズズ……と、ゆっくりと拡大・移動している。

「くそ、このままじゃ一三年前の二にの舞まいになるぞ！　なんとしても止めないと──」

　と、その黒い球体を勇ゆう敢かんにも取り囲んでいるのは、まだ幼さの残る少年少女たちだ。彼らは一様に、白を基調に赤を差した、どことなく日本国旗を彷ほう彿ふつとさせる制服を着ている。

　そんな中のひとりが、携帯無線機からの連絡を受けたのちに大声で知らせた。

「周囲の市民、避ひ難なん完かん了りようしたわ！」

「やっとか。よし！　ここから先は、加減の必要は一切ない。奴やつを殺すんだ！」

　その言葉を待っていたとばかりに、少年少女の顔が明るくなり、各おの々おのが答えた。

「ああ、殺すぞ！」「殺せ！」「殺すのよ！」「殺せ！」「殺すんだ！」「殺せ！」「殺せ！」「殺せ！」「殺せ！」「《天使》を──」「「「殺せ！」」」

　球体への攻こう撃げきが一いつ斉せいに敢かん行こうされる。放たれるのは掌てのひらからのエネルギー弾だんや錬金弩ど弓きゆうでの狙そ撃げき。そのすべてが軍事兵器級の猛もう攻こうだ。しかし、それに球体は、

〝ゾゾゾゾゾオオォオオォオオ……!!〟

　と、慟どう哭こくとも振しん動どうともつかない奇き怪かいな音を発すると、攻撃の悉ことごとくを容易たやすく吞みこむ。

「な!?　そんな……！」

　少年少女は優ゆう秀しゆうだ。だからこそ自分たちの力が、ここまで無益なことに震える。

「くっそ、化物がぁ……！」

「や、やっぱり人間は《天使》には敵かなわないの……!?」

「く、だめだ、もう退ひくしかない！　撤てつ退たいだ、下がれ、下がれえ！」

　そうして、やがて少年少女は苦く渋じゆうの表情で球体から遠のいてゆく。

　もはや街は、このまま滅ほろびる運命に思えた。少なくとも誰もが、そう諦めかけていた。

　──ただひとり、事態を遠くで見守り、腕うで組ぐみをしていた小こ柄がらな少女を除いては。




「ふっふっふ……ようやく、この時が来たわね」

　と、カノン・フラメルは、人々が逃とう走そうしてゆくのとは反対車線の、がらんとした車道の真ん中に立って、ふんぞり返っていた。長く美しいブロンドと、白のセーラー服とを風に靡なびかせる堂々たる態度が、身長一四五cmの彼女をそれ以上に大きく見せる。

「気温、湿度ともに良好。星の配置は祝福を意味している。なにより今日は私の一七歳の誕生日。一七は一と一七でしか割れない素数……今回こそ失敗するはずがないのよ」

　ぶつぶつとひとり言を呟つぶやくカノンは、表情筋を緊きん張ちようで震ふるわせつつも、薄い唇の端はしはクイッと上げている。まるで戦いくさの勝利を確信し、武む者しや震ぶるいする女君主かのように。

　澄すんだ青い双そう眸ぼうが眺ながめる先は、世界を滅ぼす超常災害《天使の繭シエルター》だ。

「さあ、行くわよ私の大傑けつ作さく……！」

　カノンは腹に力を込こめると、背負っていた縦長のケースを地面にドンッと立てた。

　表面は金管楽器を入れるトランクに近いエナメル。サイズは彼女の身体からだよりも、ふた回りは大きい。その威い圧あつ的な重量で、砂すな埃ぼこりがもわっと舞まう。カノンが細い指先に力を入れてケースの封ふうを解くと、ゴムパッキンがぐぱっと音を立てて口を開く。高級そうな、起毛した紅くれない色の裏地が現れる。中に包まれるように入っているのは『人の肉体』だ。

　ただし、形と質感は明らかに人間そのものだが、造形は淡たん白ぱくで、完成していないマネキンを思わせる。髪の長さも、目鼻立ちも、身体の凹おう凸とつも、曖あい昧まいで男女の判別がつかない。

　生々しいマネキンは休きゆう眠みんするかのように瞼を閉じている。
















　カノンはマネキンの前方に立つと、指先をその頰ほおへと添そえる。

　そして唾つばを一度ごくりと吞みこむと、意を決したように勢いづけて、

「人類を救いなさい──最強の救世主ホムンクルスッ!!」

　自らの唇をマネキンの唇へと重ねた。

　直後、真っ赤な光がふたりを包み、マネキンが造形をメコメコと変質させていき──
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　ぷにゅんっと、唇くちびるに柔やわらかい感かん触しよく。鼻び孔こうには優やさしく甘い、花のような匂におい。

　千潮有斗は、その心地ここちよさで深い眠ねむりの底から意識を引き上げられた。

　脳を目覚めさせた血流が、重力に従って足先へと落ちる感覚がある。どうやら直立の姿勢で眠っていたらしい。だが、まだ意識が朦もう朧ろうとしているせいで気には留めなかった。

　それよりも、瞼まぶたをゆっくり開けると視界に飛び込んできたものが、有斗を硬こう直ちよくさせた。

「ん……」

　人の顔だった。鼻先にある、人の顔──だった。

「ん？」

　キスである。千潮有斗は目覚めて早々、誰かにファーストキスを奪うばわれていた。

「んん──!?」

　不意打ちすぎてわけがわからない。有斗が呻うめくと、それに合わせて唇から柔らかな感触が、ぱっと離はなれる。と同時に、キスの相手と目が合う。

　なっ……と、有斗は思わず息を吞んだ。

　そこには、あまりにも完全無欠に可愛かわいい、ブロンド少女が立っていた。

　啞あ然ぜんとする有斗の目の前で、彼女のぷるんとした唇が動く。

「わ、目覚めたっ？　本当に!?　やった！　私の理論は間ま違ちがっていなかったんだわ！」

　その瑞みず々みずしい口元から発せられる声こわ音ねは、陶とう器きを優しく叩たたいて響ひびかせたみたいに耳みみ触ざわりがいい。彼女は、ごくりと唾を吞みこんでから、有斗を上目づかいに窺うかがいつつ尋たずねる。

「そ、それで気分は、どうかしら……？」

「っ……………………？」

　いや、どうと言われても。もちろん混乱しかない。

　この状じよう況きようで「わあ、美少女のキスで目覚めるとか最高～！」だなんて、すんなり受け入れられたらラブコメの主人公っぽいのかもしれないが、生あい憎にく、有斗はそこまでネジの外れた人格をしていない。だから普ふ通つうに、こう思った。

（あ……ああ、なんだ夢か）と。

（こんな美少女にキスされる夢を見るなんて、俺は相当疲つかれてるんだな……）と。

　そうして有斗は、この変な夢から今度こそ本当に目覚めようと、スゥと再び目を瞑つぶる。

　が、そんな有斗に少女は、

「え？　あれ。おかしいわね。また寝ねちゃった？」

　なんて言って、困ったように首を傾かしげる。

「…………（夢だ、夢だ）」

「ハッ、ひょっとして、まだ人格データが固着しきっていないのかしら？」

「………………（夢だ、夢だ、夢だ）」

「まさか触しよく媒ばいが不足して……？　くっ、なら仕方ないわね。手て遅おくれになる前に、もう一度儀ぎ式しきを──」

　少女はよくわからないことを呟きながら、柔らかな指先で有斗の頰を摑つかむ。

　そして両手で顔面を引き寄せ、再び口づけをしようと……

「ってうおおい！　待て待てっ、いきなり何をしてるんだ君は！」

　さすがに堪たまらず、有斗は目を開け、少女のほっぺたを両手で摑んで寸前で止めた。

　すると少女はビクッと驚おどろいた表情で、有斗を泣きそうな目で見つめてから言った。

「きゃっ！　ち、痴漢っ!?」

「いや、どっちが!?」

　完全な濡ぬれ衣ぎぬである。困こん惑わくする有斗に、少女は「あっ」と頰を紅潮させる。

「な、なんだ。ちゃんと起きてたのね。ならそう言いなさいよ、紛まぎらわしいわね」

「はあ？　知らないよ……」

　少女に手を払はらわれながら、有斗は頰を引き攣つらせる。

　ともあれ、どうやら夢ではないらしい。でも、だとしたら何だよ、この状況は。

「いきなり知らない子からキスって」

「うっ、ち、違うわよ？　これはキスだけどキスじゃないから！　あくまで必要な儀式だっただけで、その……他意はなくて……だから勘かん違ちがいしないでよねっ！」

「儀式？　よくわからないけど、なんで自分からしておいて動どう揺ようしてるんだ」

「はああ動揺!?　しししししてないから！　ぜんっぜん余よ裕ゆうだから！　私、こういうの慣れっこだし！　超ちようビッチだし！」

「………………へえ？」

　ビッチは普通、自分でビッチと言わないものだと思うのだが。

　有斗が疑わしげに少女を見み据すえると、やがて彼女は騙だましきれないと悟ったのか、気まずそうに俯うつむいた。

「う……ごめんなさい、噓うそつきました。本当は初めてでした、すごく緊きん張ちようしました……」

「だよな。わかってた」

　少女が案外、素直に認めたので、その可愛らしさに有斗は苦笑する。

　と同時に、しかし逆に困りもする。有斗は、この美少女と互たがいにファーストキスを奪い合ってしまったということらしい。そう言われるとこちらまで緊張してきたし、なんでそんな大事なキスを、彼女が有斗なんかに捧ささげたのか謎なぞだ。儀式って何だ？

　いや、待て、違ちがう。やはり有斗も緊張しているようだ。疑問の順序がおかしい。そんなことよりも先に、もっと根本的に訊きかなきゃならないことがある。

　有斗は「えっと」と頭を搔かいてから、少女に尋ねる。

「そもそも、君は誰だれ？　それに、ここは──どこなんだ？」

　周囲を確認すれば、街並みも有斗の知らないものだった。不自然に瓦が礫れきや木もく片へんが散乱していて、人通りは全然なく、音といえば遠くで鳴るクラクションと、誰かの怒号くらいだ。まるで天災にでも遭あったみたいな惨さん状じようである。

　さっぱりわけがわからない。

「ああ、そうね……目覚めたばかりのあなたには理解できないわよね。でも今は細かく説明している暇ひまがないの。あなたには早さつ速そくやってもらわなきゃならない使命があるから──」

「使命？」

　有斗が少女に視線を戻もどすと、彼女は気持ちを切り替えるように、こほんと咳せき払ばらいをする。

「まずはちょっと、こっちに来てくれるかしら」

　ん？　と、それで有斗は言われるがまま少女に手を握にぎられ、引き寄せられる。

　彼女に近づくと、長い髪かみから甘い香かおりが漂ただよって、有斗はちょっとドキッとする。女の子と手を触ふれ合ったのなんて遠い昔に妹の手を握って以来だ。

「な、なにをするつもりだ？　まさか、またキスを──」

「ばっ、ち、違うわよ！　いいから、もう一歩右に……うん、そこでいいわ。そのまま、じっとしててね」

　そう言って、少女は有斗の肩かたを強く摑み、固定する。

　有斗が少女の不思議な要求に首を傾げた──その直後だった。

　まったく警けい戒かいしていない背後から、ヒュンヒュンヒュン！　と風切り音を立てながら、何かが迫せまってきたことに遅おくれて気づいた。

「ん、なんだ？」

　などと有斗が悠ゆう長ちように振ふり向いた途と端たん、そこには突とつ風ぷうで飛んできた巨きよ大だいな木片が見えて、

「──ぐぼぉうっ!?」

　木片は有斗の背中から思いきり突つき刺ささり、ものの見事に心臓を射貫いた。

「な、なん……だと!?」有斗の胸からは血が溢あふれ、それが木片を伝い、尖とがった先せん端たんからドクドクと垂れる。「っ、そんな、突とつ然ぜんなんでッ……し、死ぬ……助け──！」

　思わず縋すがるように呻く有斗に、しかし一部始終を見ていたカノンは平然と言う。

「さて、じゃあ改めて、今あなたにしてもらわないといけないことを伝えるわね」

「普通に会話を進めてるっ!?」ごぱぁっ！　と、有斗は勢いよく吐と血けつした。

「へ？　なにが？」

「いや、なにがじゃなくてッ……ていうか君の角度からなら見えてただろ、なんで何も言ってくれな──」

「え？　だから、危なかったから、ちゃんとあなたに動線上に来てもらったじゃない。私を守る肉にく壁へきになること──それがあなたの使命のひとつめよ」

「君は悪あく魔まかッ!?」

「ひどい言いようね。まあ《天使》よりはマシでしょう？」

　天使？　意味がわからない。

　ともかく、少女は先ほど口づけには緊張していたくせに、目の前の瀕ひん死し人にんにはまったく動じず言ってのける。

「あ、あまり大声で喚わめかないでね。血が散るから」

「唾が散るからみたいな軽いノリで言うことかっ!?」

　有斗は思わず突っ込み、その勢いで自分の胸に刺さっていた木片を力いっぱい引き抜いた。それを彼方かなたへと投げ捨て、はあ、はあ、と肩で息をして──そこで、はたと気づく。

「あれ？　ちょっと待って…………俺、なんでまだ生きてるの？」

　心臓を射貫かれたのに、元気にツッコミをしている千潮有斗が、そこにいた。




「いや、それ以前にそもそもおかしいだろ。俺は確か下した敷じきになったはず……だよな？」

　有斗は、そこでようやく冷静になって、ほんの数分前の出来事を回想した。

　そう、記き憶おくが正しければ、有斗は鉄骨の下敷きになって死んだ。高校からの帰り道、女の子を助けようと、とっさに突き飛ばして、その子の代わりに、呆あつ気けなく死んだのだ。

「なのに、どうして、こんなことになってるんだ？」

　有斗は言いながら、初めて後ろを振り返り、自分が寝ていた『入れ物』を見た。金管楽器を保管するような謎なぞのケースだった。担たん架か？　いやいや、そんなわけはない。

「な、なんだこれ。人間が入れられていい容器じゃないぞ……」

　得体の知れない状況への恐きよう怖ふが今さらになって、有斗を震ふるえ上がらせる。

　有斗が一筋の冷たい汗あせを流して唾を吞のみこむと、美少女が、

「そりゃ、あなたはもはや『普通の人間』じゃないんだから当然でしょう？」

　そう言って、顎あごでくいっと有斗の胸を指した。

　それで有斗が自分の胸むな元もとへ視線を下ろすと、

「え」

　さっき胸に開いたはずの大穴が、なんとみるみる再生していた。

　決して美しいとは言えない鉛なまり色いろの光。それを帯びた傷口は、まるで時間を巻き戻したみたいに肉と皮ひ膚ふを物もの凄すごいスピードで回復し、血も止まってゆく。

「はあ!?　ま、待って。マジで何なんだ……俺の身体からだは一体どうなっちゃったんだ」

　さらに身体をよく見れば、着ている服も有斗の私物じゃない。入院患かん者じやが着させられるような、薄うすくて白い手術着である。有斗は、いよいよ本当に怖こわくなり、血まみれの手術着を触さわりながら少女を見つめて答えを求めた。それに少女は柔らかく微笑ほほえんで、

「おめでとう。あなたは無事、ホムンクルスに生まれ変わりました」

「っ、ホム……？」

「じゃ、改めて、今あなたにしてもらわないといけないことを伝えるわね」

　なんて、彼女はまっすぐな瞳ひとみで有斗を見つめて、さっきと同じ言葉を繰くり返す。

「あなたの使命のふたつめ──あなたを今日呼び出した一番の目的は、あの《天使の繭シエルター》の中に突っ込んで、内部を調査して来てもらうことよ」

　そうして少女が指をさした先を見れば、浮うかんでいるのは巨大な黒い球体である。それは徐じよ々じよにこちらへと移動しつつ、あらゆるものを消失させている。

「えッ……ええええ、なんだよあれっ」

「なーに、怖がらなくていいのよ。あなたの肉体なら多少死んでも大だい丈じよう夫ぶだから」

「死!?　いや、ちょっと言ってる意味がわからな──」

　嫌いやな予感がして、後ずさろうとした有斗の手を、少女がすかさず摑んで言う。

「ではでは、いってらっしゃーい♪」

　尻しりを蹴けられた。

「痛いてえっ!?」

　有斗はふらつきながら、ととっと足を踏ふみ出す。直後、球体の周囲を渦うず巻まくように突風が荒ぶる。大気が球体へと逆流し、有斗はそれに吸い寄せられる。踏みとどまろうとするが叶かなわない。有斗の肉体はふわりと浮かび、あっという間に上空の球体に吞みこまれる。

　球体が肌はだに触れた途端、有斗を襲おそったのは、まさに死ぬほどの激痛だった。

　触れるだけで、さっき再生したばかりの肉体が今度は粉々に分解されていく。皮膚が削そげ、血が吸い取られ、骨が軋きしむ。眼球の水分すらも蒸発していく感覚。たまらず言葉にならない叫さけびをあげる。

「ッ──!!　ぎぁッ……くぁｗせｄｒｆｇｔッッ──!?」

（死ぬ！　マジで死ぬッってコレ!?）

　そう思った。だが、所しよ詮せんは思っただけだった。

　死なないのだ。やはり次から次に肉体が再生してしまう。ゆえに死んだ方がマシな苦痛を受けても、なお死ねない。激痛から逃のがれる術すべがない。まさに地じ獄ごくだった。

　そして有斗は、その地獄の中で──朽くちては再生する眼球の先に──信じられないものを目もく撃げきした。

（っ、ん……？）

　闇やみの中なかに、たったひとり立ち尽つくしている──少女を。

　明かりが乏とぼしくて彼女の全容は確認できない。ただ、首ほどまでの髪と、目元だけがちらりと見えた。血みたいに──真っ赤な、瞳だった。

　その妖あやしくも神秘的な姿に、有斗は視線を逸そらせなかった。そして、

（な……あの子、どうして──）

　──どうして、こんな場所にいるんだろう？　どうして、この中で平気なんだろう？

　そんな疑問が、いくつも生まれたが、なによりも有斗の気にかかったのは、もっと単純に彼女の表情だった。

（あの子、どうして──あんなに寂しそうな目をしているんだ？）

　わからない。わからないが……ただその瞬しゆん間かん、有斗には、なぜかその子が、救わなければならないヒロインのように見えた。

　しかし、彼女に言葉をかける間もなく、今度は前方から吹く突風に煽あおられて、有斗は黒い球体から勢いよく弾はじき出された。





４






　これは、少しだけ未来の物語だ。

　かつて二一世紀の、とある日、世界は一度、滅ほろんだ。

　日本に突とつ如じよとして現れた《天使》と、それが振りまいた《堕だ天てん病》の蔓まん延えんによって。

《堕天病》は細さい胞ぼうを侵おかす。脳から順番に、身体の機能を狂くるわせてゆく。細胞の生まれ変わりが早い十代までの子供だけが生存率が高く、逆に大人たちは次々と死んでいった。

　結果、世界中の成人の88％が死んだ人類滅めつ亡ぼうの水みず際ぎわで、ようやく特効薬が開発された。通つう称しよう《救済の剣けん》と呼ばれるそれは、二つの術を奇き跡せき的に掛かけ合わせたことで生まれた。

《天使》と《堕天病》に襲われた人類が生き残るために身につけた、二大超ちよう常じよう能力。

　その名は──「魔ま術じゆつ」と「錬れん金きん術じゆつ」である。






魔術


《天使》に抗あらがおうとした人々の一部が、精神力をもとに開花させた「才能」。




以下三つの特性を持つ。




・精神主義　自身の「感情」を、魔ま力りよくという概がい念ねん力りきに変へん換かんし、世界へ干かん渉しようする。

・抽ちゆう象しよう干渉　熱、言語概念、ベクトルなど「コト」に干渉する能力が多い。

・血統修得　血筋で受け継つがれる。そのため、自身の能力を任意には選べない。












錬金術


《天使》に抗おうとした人々の一部が、物質的な研究によって開発した「科学技術」。




以下三つの特性を持つ。




・物質主義　専用の道具「錬れん器き」を通じて、世界へ干渉する。

・具体干渉　金属、肉体、水など「モノ」に干渉する能力が多い。

・学習修得　勉学と訓練によって修める。そのため、能力を選べる（ただし個人ごとの適性は存在する。自分に合わない分野を選べば、努力に見合わない結果になる）。










　そして現在は《救済の剣》散布による人類絶ぜつ滅めつ回かい避ひから、一三年後。

　ここは日本の関東圏けん。魔術と錬金術という二大超常をもって「人類復興」を掲かかげる、人口たった二三万人にして世界有数の大都市ツクバである──




　……という一連の情報を有斗が聞いたのは、次に目覚めたあとだった。

　いま有斗がいるのは、少女の部屋だ。学生寮りようの小さな一室。どうやら黒い球体から弾き出されて気を失っている間に、またケースに入れられて引きずってこられたらしい。まるで物みたいな、ひどい扱いである。

　件くだんのブロンド少女は二段ベッドの一段目に座り、怪あやしい組織のボスみたいに腕うで組ぐみをして、無む駄だに不敵なオーラを放ちながら言う。

「ふっふっふ。では改めて、おはよう。よくぞ目覚めてくれたわね、実験体番号13モデル・サーテイーン」

「モデル……何だって？」

　六畳じよう間まの床ゆかに正座させられた有斗は、少女を見上げて返す。

「苦節一七年。ようやくこの日が来てうれしいわ、実験体番号13モデル・サーテイーン」

「いや、俺の名前は、千潮有斗だけど……」

「実験体番号13モデル・サーテイーン」

「千潮有斗……」

「っ～～ああもう、うるさいわねっ。せっかく念願の実験が成功したんだから、格好くらいつけさせてよね！　ったく、ノリが悪いんだから」

「えぇ？　なんだかめちゃくちゃだな、君……」

　有斗が頰ほおをかくと、少女は唇くちびるを尖らせる。

「ふん、まぁいいわ。ちょっとダサいけれどチシオ・ユウトってことで渋しぶ々しぶ了りよう承しようしてあげる。人体の構成要素・血に、作用を固定する三原質・塩。錬金術的には良い名前だしね」

「はあ、どうも」

「私はカノン・フラメルよ。カノンでいいわ、よろしく！」

　彼女が差し出す手を、有斗は握にぎり返す。

　カノンは小学生みたいに小こ柄がらだが、これでも有斗と同じ一七歳だという。

　いわく、フラメルという苗みよう字じはフランスの血が入っている父に由来していて、でも母は日本人なのでカノンという名前には一応漢字表記もあって、ただ普ふ段だんはなんとなく可愛かわいいからという理由でカタカナ表記で通していて──などと詳くわしく説明されたが、そんなことは正直、有斗にとって重要ではない。

　それよりも、もっと気になることが数えきれないほどあった。なによりは、

「えーと、それで？　俺は結局……どうなっちゃったんだ？」

　曖あい昧まいだが、まずはそうとしか質問できない。なにせすべてが理解の範はん疇ちゆうを超こえているのだ。それにカノンは、肩かたをすくめて返す。

「だーかーら、あなたは錬金術で作った『最強の肉体』に、魔術で召しよう喚かんした『最強の精神』を兼かね備えた、ホムンクルスとして蘇よみがえったんだってば」

「ホムンクルス……」

「そう。別名、フラスコの中の小人」

　その名めい称しようには、聞き覚えがあった。正確には昔、物語で読んだことがある。

「それって……人工的な生命っていうあれ？」

「へえ？　よく知ってるじゃない。えらいえらい」

「っ、頭を撫なでるなっ」

「？　なによ。褒ほめてあげてるんじゃない。人工物のくせに創造主に逆らうの？」

　そう、まさに。ホムンクルスとは、受精なくして作りだされる人工生命のことだ。一六世紀頃ごろには、まっとうな科学と信じられて大真ま面じ目めに研究されていたらしいが……

「ああ、でもホムンクルスと言っても、大昔に流は行やったアレとは違ちがうわよ？」とカノンが注ちゆう釈しやくを入れる。「──あの時代の人体錬れん成せいは男性主義的な思想を立証するために研究されていた節があったけれど、今こん日にちのホムンクルスは完全な人工の命じゃなくて人格のダウンロード。つまり大気中を漂ただよう情エ報ー因テ子ルから採取した人格データを、人工の肉体に定着させた存在──って言って、伝わるかしら？」

　矢や継つぎ早ばやに繰り出された説明に、有斗はたまらず顎を引く。

「そんな、ファンタジーなことをいきなり言われても」

「信じられない？」

「そりゃ、だって」

「でも、あなたは自分の身に起こったことを覚えていないわけじゃないでしょう？」

「っ、それは……」

　言われて、有斗は自分の胸むな元もとを、無意識に摩さする。

　もちろん普ふ通つうなら、ホムンクルスなんて信じられないと言い張るところだ。

　しかし有斗は既すでに超常的な体験をしていた。あの不気味な黒い球体に突つっ込こんだとき、肉体はぼろぼろに破は壊かいされたはずだったが、今はこうして傷が再生している。被ひ害がいといえば、服がパンツ一丁寸前の細切れになって着き替がえを貰もらったことくらいだ（ちなみに、ここには部屋がひとつしかないので着替えには当然バスルームを使わせてもらった。女子のシャンプーのいい香かおりにドキドキしたけれど、まぁそれは今は重要じゃない）。

　要するに大事なのは、あの瀕ひん死しのリアルを体験したら、信じるしかないということだ。

　千潮有斗は確かに転生したのだ。人工の生命ホムンクルスとして。

「……っ、だけど洗面所の鏡で見たら、見た目は俺そのままだったよ。普通ホムンクルスなんてものは、それこそもっとファンタジーな容姿をしているんじゃないのか？」

　大体は、人間の理想みたいな美形だったりだとか、そういうのがパターンだろう。

「ああ、それは、呼ばれた人格のデータに合わせて肉体が組織を組み替かえて外見を再現するからよ。まあ、あなたの時代で言えばｉＰＳ細胞みたいなものね」

「…………本当だとしたら、凄すごい技術だな」

　そして少し残念でもある。有斗はイケメンではない。でも、それもこの際どうでもいい。

「でしょ？　私って天才美少女なのよね」なんて軽口を叩たたくカノンに、

「自分で言うなよ……」そう返しながら、有斗は頰を搔かく。

　いやまあ、確かにカノンは常識から外れた美少女ではある。

　あるのだが……でも、だからこそ訊きいておきたい疑問がもうひとつあった。

「ところで……なんでキス？」

　儀ぎ式しきだとか言っていたけれど、詳しくはまだ教えてもらっていない。

　思い切って尋たずねると、カノンは少し頰を紅潮させて視線を泳がせた。

「うっ!?　そ、そりゃあ、あれよ。呼び出すために」

「呼び出す？」

「ホムンクルスを起動するには……人間の体液を、混入させる必要があるのよ」

　体液って。有斗は思わず苦く笑しようする。

「女の子の口からそんな生々しい台詞せりふは、あまり聞きたくなかったけど」

「っ、あ、あなたが教えろって言ったんでしょう!?　そういうものなんだから仕方ないじゃない！」

「いや、まぁ、うん。なんというか、ごめん……」

「謝らないで!?　私がやましいことをしたみたいな空気になるじゃないっ！　ただの儀式的行程なんだからねっ、私はなにも気にしてないんだからね……！」

　必死にそう主張するということは、気にしている証しよう拠こである。

　なのに彼女は有斗をキスで呼び出したのだ。そこには、何かやむを得ない事情があったのだろう、と思っているとカノンが顔を真っ赤にして手をぶんぶんと振ふってから続けた。

「と、とにかくキスのことは忘れなさい！　それよりも、あなたには使命があるのよ！」

「なに？」

「世界を救って」

「………………………………は？」

　間ま抜ぬけに大口を開ける有斗に、カノンは真しん剣けんな目で続ける。

「《天使》が今日なぜか一三年ぶりに現れたのよ。あなたも見たでしょう？　あの球体を」

「天使」

「そう。かつて成人の88％を死し滅めつさせた、人類史上最悪の絶望」

　それについて、わかっていることは少ないという。


・一三年前、天空に突とつ然ぜん、ひとりの人ひと影かげが現れた。

・その人影は巨きよ大だいな闇やみを顕けん現げん。周囲を破壊した後、天へと飛び立ち、一度姿を眩くらました。

・七日後にまた現れたときに「大爆ばく発はつ」を起こし、跡あと形かたもなく完全に消しよう滅めつした。

・爆発時に《堕天病》が一気に蔓まん延えんした。



　それくらい。

「まだ理解できないことの方が多い超ちよう常じようだけれど、人類の敵だってことは間ま違ちがいないわ。今回の出現では、一三年前に四歳だった私だってあの頃ころの恐きよう怖ふを思い出した。一三年のうちに成人してツクバを動かしている若い政治家たちも同じ気持ちよ。つまり街の全員が思ったの。このままでは今度こそ人類が滅ほろんでしまう──アレを殺さなければ、と」

「こ、殺す……？」唐とう突とつに出てきた暴力的な言葉に気け圧おされる。

　あの黒い球体は、有斗が弾はじき出された後、上空へと流れていき、そして見えなくなった。

　その後は行方ゆくえ不明だとカノンは言う。

「それを捜さがし出すのよ。一三年前どおりだとしたらタイムリミットは七日間。その間に見つけて、なんとか殺すの」

「…………七日間で、殺す」

　言われて有斗の頭には《天使》と呼ばれた少女の横顔が蘇る。その赤い瞳ひとみは寂さびしそうで、孤こ独どくな様子は、まるで囚とらわれのお姫ひめ様さまのようにさえ思えた。

「そんな悪い子には、見えなかったけど……？」

　窺うかがうように返すと、カノンはハッと思い出したように有斗の顔を覗のぞき込んだ。

「ああ、そうだったわ。あなた、《天使》の姿を見たのよね？　すっかり忘れてたけど」

「っ、おい。俺がどんなに痛い目に遭あったか──」

「ごめんごめん、つい錬成成功でテンション上がっちゃって。でもそういうことなら、あなたは《天使》の姿をちゃんと目もく撃げきした、たったひとりの存在になるわけね」

「ん？　たったひとりって？」

「だって《天使の繭シエルター》の性質上、生きて出てくるなんてできるわけないでしょ、普通は」

「……生きて出すつもりなく、俺を放ほうり込んだのかよ」

　やっぱり、この子悪あく魔まなんじゃないかな、と疑う有斗だったが、それにカノンは返す。

「普通は、と言ったでしょう。あなただけは例外よ。実際あなたは、あの中から無事に帰ってきた……ということは、あなたなら《天使》を殺さずに捕獲できる可能性も出てきたってこと。みんなは殺したがっているけれど、生かして話を聞けるなら、その方が人類の、今後のためにもなるはずだしね」

　そうしてカノンは、改めて有斗の手を握ると、真剣な表情で見つめて言った。

「だから、お願い。私と一いつ緒しよに《天使》を止めて、世界を救ってくれる？」

「っ…………」

　それはあまりに唐突な、非日常への誘さそいだった。

　有斗は頭痛がして、は、はあ……と、こめかみを押さえる。

「事情は一応、わかったけど」

「そう、よかった！　じゃあ一緒に戦ってくれるのね？」

「いや早い早い。待って。ひとつだけ質問させてくれ」

「ちっ。なによ？」

「おい今舌打ちを……」

「なによ？」

「ああ、いや──」有斗は頭を搔いて訊く。「あのさ、なんで、よりによって俺なんだ？」

「？　なんでって何が？」

「だって、人格をダウンロードできるなら、警官でも軍人でも、もっと強そうな人を呼べばよかっただろう。それとも、もしかして呼べる人格は選べなかったのか？　俺みたいな普通の高校生を呼び出すなんて……」

　そこだけが気にかかっていた。

　もしもランダムで決まった役やく柄がらだと言われたら断るつもりだった。

　そりゃ、有斗ごときがそんな大役に責任を持てるはずがないと思ったから。

　しかし、その質問にカノンは一いつ瞬しゆんぽかんと口を開けて、それから、ふっと微笑ほほえむ。

「あはは、ばかね。警官？　軍人？　そんな腕うでっぷしごときで人材を選ばないわよ」

「え？」

「いい？　ホムンクルスは出力を上げれば鉄を拳こぶしで粉ふん砕さいできるくらいには怪かい力りきになれるし、ほとんどの怪け我がで死なないしっていう『最強の肉体』を持つの。でも、その肉体も中身が臆おく病びよう者ものじゃ意味がないでしょう？　だから大事なのは『心』──言ったわよね、あなたは『最強の精神』も兼かねてるって」

「最強の、精神……？」

「自己犠ぎ牲せい心よ」

　カノンは指先をずびしっと有斗の、すっかり穴の塞ふさがった胸に向ける。

「情エ報ー因テ子ルから人格データを選別するときには、その人の記き憶おくも覗き見できるのだけれど、あなたを見つけたときには正直驚おどろいたわ。絵本の中の王子様ならまだしも、まさか現実に、あそこまで他人のために動ける人がいるなんてね」

「？　いや、何の話だか……」

　カノンは念を押すように、細い爪つめを有斗の胸むな元もとに食い込ませる。

「自覚がないのなら、私が保証してあげるわ。あなたは絶対に普通じゃない──だって、警官や軍人どころか、ただの高校生のくせに、とっさの判断で見ず知らずの女の子の身代わりになって死ぬなんて、普通の神経でできるわけがないでしょう？」

「…………、ぁ」

「《天使》には常人では近づけない。けれど、あなたの『最強の精神』と『最強の肉体』なら、きっとその懐ふところまで到とう達たつできる。たとえ何度死ぬ思いをしても、決して諦あきらめなければね」

　だから、と。

　カノンは優やさしい微び笑しようを有斗に向け、改めて、はっきりと告げた。

「お願い。《天使》を止めて。世界を絶望から救ってみせて、最強の救世主チシオユウト」

「っ…………」

　そこで有斗は、ごくり、と唾つばを吞のむ。

　そして今さらながら、やっと理解した。

　闇の中で見た《天使》。それは全人類から殺害を望まれている、世界の敵だ。

　だが同時に、その境きよう遇ぐうは、いつか想像したヒロインと、はっきり重なる。

　つまりは──思っていたのと少し違うけれど確かに──命を狙われる少女。

　千潮有斗。一七歳。

　どうやら遅おくればせながら、少女と世界をまとめて救う、主人公に抜ばつ擢てきされたらしい。
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　現代の日本全域を上空から見下ろしたならば、国土の八割以上が復興の行き届いていない、緑と茶色で構成された土地とわかるだろう。それらはかつて人類が絶ぜつ滅めつ危機に瀕ひんしたのちに、大自然に吞みこまれたコンクリートジャングルの成れの果てだ。

　アスファルトを下からの圧力で裂れつ開かいさせるように育った雑草、無人駅の外がい壁へきを蜘く蛛もの巣のように覆おおうツタ、地下鉄のホームに湧わいた水が地上まで噴ふき上げてできた川などが目立ち、視界の悪い茂しげみからは鳥なのか獣けものなのかわからない奇き声せいが聞こえてくる──人工物と自然物の混ざった歪いびつなダンジョンが広がっている。

　そんな地図上にぽつぽつと肩かた身み狭せまく建設されているのが、鋼はがねと錬れん金きん石せつ灰かい岩がんを織り交ぜた防ぼう護ご壁へきに囲まれた、人類最後の居住空間、復興都市である。

　中でも世界最大規模の復興都市と称しようされるツクバの、防護壁内の街並みは一見、二一世紀の栄えい華がを取り戻もどしたかのように錯覚する程度には平和だ。

　上空からだとＹの形に似た区分けがなされており、もっとも栄えた中央区画から北にいけばオフィス街、南東にいけば繁はん華か街がい、南西にいけば学園エリアが設けられている。その道々には、ハンカチで汗あせを拭ぬぐうスーツのサラリーマンや、エコバッグに食品を詰つめ込んだ主婦、ワイシャツを風にはためかせながら自転車をこぐ中高生も普ふ通つうに見受けられる。

　ただ、そんな街中に少しずつ、二一世紀とは違う箇か所しよがある。

　電気やガソリンが貴重なエネルギー源となった今では、サラリーマンが乗る車や電車は、錬れん成せい管と呼ばれる乾かん電でん池ちに似た筒つつで走る。また、主婦が買う食品には、錬金的遺伝子操作で作られた魚や野菜が多い。学生の必ひつ需じゆ品である携けい帯たい端たん末まつもスマートフォンではなく、ＰＤＡと呼ばれる錬金機器だ。さらに道路標識や看板に使われる光源は、持続式映写魔術によって賄まかなわれ、その上空には大気洗浄のためのお天気魔術師が飛ぶこともある。

　そしてなにより、一三年前の《堕だ天てん病》蔓まん延えん以降、もしものときのための避ひ難なん用シェルターへの下り階段が、街の至るところに、地下鉄の入口のごとく設置されている。

　二一世紀から地続きでありながら、しかし確実に、人々の生活が変化した復興都市ツクバ──

　そんなツクバ市の市庁舎は、今回の《天使》襲しゆう撃げきで半はん壊かいした、中央区画の「復興記念ランドマークタワー」付近から、少しだけオフィス街にずれた北部に、ロの字形の水路に囲まれて建っている。その庁舎内の三階隅すみ、南向き窓側に位置する部屋が、街の安全を守る第一機関──市民安全保障理事会・通つう称しよう「市安保」の会長室だ。

　白を基調とした八畳じようの個室。入ると、まず三人にん掛がけの革張りソファが、客人と顔を突つき合わせて話すために、低い机を挟はさんで二セット置かれている。

　脇わきの壁かべには、船せん舶ぱくを描えがいたアール・デコ調のポスター──人類の復興と新たな船出を意味する絵──が飾かざられている。さらに奥には、会長が仕事をする際に使う机と椅い子す。

　今、市安保の会長は、その椅子に座っている。

　背後の壁はガラス張りだが、ブラインドが閉じられているため光は入らない。天てん井じようの照明も電源が点ついておらず室内は暗い。

　唯ゆい一いつの明かりは、机に置かれているプラネタリウムのような、球状の錬金機器──映像通信機器シルバームーン・ヴィデオチャット・システム──ＳＭＶＳである。

　ＳＭＶＳが壁へき面めんに投射しているのは、横長の四角形に切りとられた映像だ。

　そこに浮うかんでいる人物は、右半分に魔ま術じゆつ師し会、左半分に錬れん金きん術じゆつ師し会の面々。それぞれが別の場所からのライブ通信映像である。

　彼らの中では年配に含ふくまれる、三〇歳前後の男性魔術師が言った。

『いま現場に立てこもっている誘ゆう拐かい犯は精神異常をきたし、力も増している。《堕天病》に罹かかっている証しよう拠こだ。感染の危険を考えるなら我らの師団を派は遣けんするのは得策ではない』

　その男を、筋骨隆りゆう々りゆうの、同じく三〇代の錬金術師がモニター越ごしに睨にらみつけて返す。

『ふん、なにを馬ば鹿かなことを。かといって奴やつを放置していても事態は悪化するばかりだ。対応は迅じん速そくになされるべきだろう。そもそも今回の件は犯人が魔術師なのだから、お前たち魔術師側が動くのが筋だ』

　これに鼻を鳴らしたのは、まだ二〇代なかばといった年とし頃ごろの青年魔術師。

『ハッ、立場をわきまえろよ錬金術師。貴様らは所しよ詮せん量産型だ。道具がなければ何もできない凡ぼん才さいは、せめてこういう時こそ拾って駒こまとなって働くべきだ』

　それには、さらに二〇代前半の錬金術師が鼻息荒あらく叫さけぶ。

『なんだとテメエ！　理論もテクノロジーも持たない前時代的なオカルト集団どもが、いつまでも選民思想に浸ひたってんじゃねえぞ！』

『なに？　貴様、口には気をつけろよ。控ひかえねば貴様など、今すぐにでも魔術で灰に……』

『おうおう上等だ、やれるもんならやってみろ！　その魔術が、偉い大だいな発明ＳＭＶＳ越しにでも届くっつーんだったらだがなぁ！』

　わあわあ、がやがや、と。

　彼らは、二〇分前から延々と終わらない議論を展開している。

　人類の復興や安全を語るうえでは絶対に外せない勇士たち、魔術師と錬金術師。この二者は人並み外れた超ちよう常じよう能力者という意味では同志だが、しかし絶望的に仲が悪い。

　理由は、いくつかある。

　ひとつは、魔術師会が街の政治家・官かん僚りよう系を中心に構成されているのに対して、錬金術師会は大だい企き業ぎようの会長などの資産家が中心だから。単純に、守ろうとしているものが違う。

　街を守ると一言で表せば一いつ緒しよだが、前者は街が街として動くためのシステムを、後者はもっと身近な自分たちの生活を守ろうとする。

　もうひとつは、超常のメカニズムが完全に真逆だから。

　魔術は精神主義にして抽ちゆう象しよう干かん渉しよう──「感情」で「コト」を操あやつる。

　錬金術は物質主義にして具体干渉──「錬器」で「モノ」を操る。

　超常の「基き礎そメカニズム」と「できること」が違うため、意見がぶつかる。

　そんな彼らの進展しない言い合いに、中立の立場であるべき若き市安保会長・葛かつ城らぎハヤト（二〇歳）は、

（はあ……世界の危機だっていうのに、相変わらずだね、この人たちは）

　と、ひっそりため息を漏もらしていた。

（──いや、危機だからこそ……なのかもだけどね）

　まあ、当然といえば当然だった。

　なによりも大きい三つめの、仲なか違たがいの理由が、そこにはあるからだ。

　一三年前には未み曽ぞ有うの危機に瀕したことで特効薬開発のために一度は手を取り合った魔術師と錬金術師だが、その開発に携たずさわった技術者たちは既すでにほぼ死に絶え──そして、事態が落ち着いて以降は、むしろ《救済の剣けん》の利権を主張し合う血みどろの戦いが、両者の組合間で勃ぼつ発ぱつした経けい緯いがある。

　どちらが悪いということではない。互たがいに守りたいものを守るために、資金が必要だったのだ。だからこそ今は共有財産に落ち着いたが、ただ、どちらにとっても「一度は歩み寄ったのに結局裏切られた」という苦い思い出が残ったのも、また事実。

　ましてや今この場で街を動かしている世代は、一三年前にはまだ一〇代の子供だった。他の子より少し先せん輩ぱいだったから、死に物狂ぐるいで民たみを導くリーダーになっただけで。

　そんな幼少期の心に、頼たよれる大人たちがいなくなったあとに植え付けられた仲違いのトラウマは、今となっても消えはしない。以来、二者はいつまでも水と油の関係だ。

　かくいう葛城ハヤトも、あの地じ獄ごくを生き抜ぬいたひとりなので、気持ちはわからないではないのだが──

（とはいえ、自分たちのことだけを考えていては治安維い持じは務まらないのも、また事実だからねえ……多少は既き得とく権益を度外視してでも、いち早く明確な対応策を提示してほしいところだけど……）

　と、そこで通信画面の端はしにピピッと吹き出しのようなアイコンがポップアップした。キャッチが入ったようだ。

　ホストである葛城が追加接続を許可すると、自動的にスクリーンが二分割から三分割に切り替かわる。新たな通信者の映像は、魔術師会と錬金術師会に挟まれるように、中央に映し出された。

　現れたのは鋭するどい目つきの、鷹たかを彷ほう彿ふつとさせる女性の顔だった。

『昔から変わらんな、貴様らは』

　一言めに、彼女は言った。女性にしては少し低めの、中性的な良く通る声で。

『具体策を提示する気がないのなら引っ込んでいろ。ＳＭＶＳの機材費も、今この瞬しゆん間かんの通信費も、市民の血税から出ていることを忘れるな。無能どもが』

　その横暴な言い方に、しかし市安保会長は、わかりやすく安あん堵どを浮かべて迎むかえた。

「おお、劉りゆう。やっと来てくれたんだね！」

『申し訳ございません、会長。別件に手間取っておりました』

　二人のやりとりに、魔術師会の面々が苦々しげに顔を歪ゆがめる。『劉ツィエン……』

　錬金術師会も、不快感を隠かくそうともしない。『くっ、なぜお前が……！』

　しかし、それらに対し女性は平然と返す。

『市安保会長直じき々じきのご用命だ。不満があるなら貴様ら自身の怠たい惰だを悔くいろ、駄だ馬ばが』

「ああっと、劉、そういう棘とげの立つ言い方はやめてよね？　取りまとめるのは僕なんだから……はは、皆みなさんごめんなさいね！　迅速な対応が求められていると判断したので彼女を頼らせてもらいました！」

　街の犯罪対策における事実上の最終決定者である葛城ハヤトがそう告げると、魔術師会と錬金術師会の面々は言い返せない。不満げではあるが、口を噤つぐんだ。

　それを確かく認にんしてから葛城が言う。

「さて。そういうわけで、ただ今から本件の現場指揮権を錬れん魔ま学園に譲ゆずります──劉、任せていいね？」

　劉は淡たん々たんと頷うなずく。

『了りよう解かいいたしました。人員は既に配備済み。いつでも動き出せる状態です』

　それから手早く、スーツの襟えりもとに付けた携けい帯たい無線機を口元に近づけて操作すると、発信先の女子生徒へと声を飛ばした。

『──カノン、聞こえるか』




「了解。ただちにコードＢ２へ移行するわ」

　夜のツクバ市南部にある総合病院は今、炎ほのおに包まれて蠟ろう燭そくのように浮かび上がっている。消防車が放水を開始してから五分。まだ火の勢いは収まらない。

　カノンと有ゆう斗とは、声を上げあう消防隊員と救急隊員の経路を邪じや魔ましないように脇に控えている。劉からの通信が切れたのち、カノンは無線機を通じて建物の反対側にいる同どう胞ほうへと確認をとった。

「火星マルスから木星ユピテルへ。避ひ難なん状じよう況きようは？」

『木星ユピテルから火星マルスへ。非常口が瓦が礫れきでふさがっていたため、二番出口と三番出口とを使って進行中。完かん了りようまで残り二分を予定』

「了解。同時進行で犯人の確保に向かう──有斗、二分以内にポイントＣ２に到とう着ちやく。市民の安全確保を確認したのちに突とつ入にゆうするわ。質問は？」

「ないよ」

「ＯＫ。多少手て荒あらになっても構わない。急ぐわよ」

　言って、カノンは一階通路の窓ガラスを銃のグリップエンドで破は壊かい。サッシに足をかけて、そこから病院内に侵しん入にゆう。その後ろを有斗が追つい尾びした。




　三階の集中治ち療りよう室しつ前。

　割れたガラス窓から地上の喧けん騒そうを眺ながめている男がいる。三〇代前半。

　男の足元には怯おびえた様子の女の子が座り込んでいる。こちらはまだ小学二、三年生といったところだ。

　カノンは廊ろう下かの曲がり角から顔を覗のぞかせて、ふたりの様子を確認する。

　男と少女がこちらに気づいている素そ振ぶりはない。背後の有斗に向けて囁ささやいた。

（目標は二人。男と少女。男が犯人と思われる。少女は……人ひと質じちのつもりでしょうね。次の通信を合図に私が気を引く。あなたは《gear：Mercury水銀》で極力音を殺して男に接近。身み柄がら確保。その隙すきに私が少女の安全を確保する）

（了解）

　言い終わった直後にちょうど、カノンの無線機に再びの連れん絡らくがあった。

『木星ユピテルから全バースへ。市民の避難完了。繰くり返す、避難完了』

　と、その声を耳が拾ったのだろう、男が視線を廊下の先、カノンの方へ向けた。

「誰だれだ！」

　同時にカノンは柱の陰から姿を現し、その小さな両手をハンズアップする。

「錬魔学園よ。もう逃にげ場はないわ、諦あきらめてお縄なわを頂ちよう戴だいしなさい」

「ハッ。なんだ、ガキどもの警察ごっこか……笑わせるな。一三年前の地獄を生き残ったオレの魔術はそう簡単には破られねえよ……」

「このままだと、あなたも火災に巻き込まれて窒ちつ息そくするしかないと思うけど？」

「ハン、お前、錬金術師だな？　火が特性の魔術師なら、これくらいの熱と煙けむりはぬるま湯みてえなもんなんだよ」

「目的は何？」

「あ？　目的？　目的だと……？」

　カノンが尋たずねると、それを合図にしたかのように突とつ然ぜん、男の目が据すわった。

「それを……聞きたいのカ？　ほんとウニ？　キキタイ？　ソれハ、ナァ……ッ！」

　男の口調が不気味に変わり、顔がメコメコと変形を始める。左右の眼球はギョロリと飛びだし、それぞれ別の方を向く。

　直後、男がカノンへと右手を伸のばして構える。その先に橙だいだい色いろの魔法陣が浮うかび上がる。

「オマエら人間ニ、裁きヲ与あたえルこトダヨォオオオオッ！」

　男は指先をパチンと弾はじく。同時に熱線が、レーザーのように宙を走った。

　ちっ、とカノンは舌打ちする。

「完全に堕おちたか……哀あわれな男」

　精神と肉体、両方に異常を来した特とく徴ちようから見ても《堕だ天てん病》に間違いなかった。一三年前に《堕天病》が一気に蔓まん延えんしたのは爆ばく発はつ時だが、それ以前に《天使》が現れたときから、患かん者じやはちらほらと現れてはいた。今回も同じだ。

　なお《堕天病》患者は、こうして人類に裁きだとか天てん罰ばつだとかを下す意思を見せる場合がなぜか多い。《堕天病》という名前の由来だ。

　カノンは素す早ばやく右手を下ろし、太ふと腿もものホルダーから筒つつを取り出して投げ、熱線にぶつけた。瞬間、ジュボワッ！　と水蒸気が爆発。男が、自分へと逆流してくる熱気に顔を庇かばう。

「水ノ錬れん成せい管カッ……！　ダガ言ったハズダ、コの程度ノ熱──」

「有斗！」

「ああ」

　間かん髪はつ入れぬカノンの呼びかけに、声が答える。

「ナッ、仲間ガ──!?」

　直後、男が水蒸気の煙えん幕まくの中に見たのは、目の前に突とつ如じよとして現れた少年の姿だった。さっきまでは間違いなくいなかったはず──少なくとも男の目には映っていなかった。なのに、まるで空気から色素がじわりと浮かび上がるように、少年は現れた。

「──コイツッ、ドコかラ……コレも錬れん金きん術じゆつカッ!?」

　男はとっさに足元の少女へと腕うでを伸ばそうとする。しかし、その手首を有斗が右足で蹴けり上げる。続けて有斗は、着いた右足を軸じくに、腰こしを回転させて左の蹴りを男の腹部へと打ち込む。男がガハッと呻うめいて一歩、二歩、後退する。その隙に、有斗は少女の背中を掌てのひらで押して廊下の先へと走らせた。迎えるカノンが座り込んで、少女の身体を胸に受け止めると同時、庇うように、自分の背中を男へ向ける。

　男は後ずさった勢いで、集中治療室の扉とびらに背中と頭を打ちつける。脳の揺れた頭部をぶるぶると振ふってから有斗を睨にらむと、歯は嚙がみしながら叫さけぶ。

「マダだ！　コんなガキどモニ負けラレるカ──《炎ヨ》ォオオオオ！」

　詠えい唱しよう。感情の起き伏ふくに出力の高低を左右される魔術において、発声による感情の昂ぶりブーストは意味が大きい。先ほどまでとは比べ物にならない熱量が男から発せられ、炎の龍りゆうとも言うべきうねりが宙を躍おどる──龍の牙きばが狙ねらっているのは有斗だ。

　有斗の背後にはカノンと少女がいる。回かい避ひは許されない。

　しかし有斗に焦あせりはなかった。右手の親指を軽く嚙かむ。血が滲にじむ。途と端たん、その拳こぶしに黄金こがね色いろの光が灯ともる。かと思うと次の瞬間には、拳から全身へと、まるで首都高の光こう跡せき撮さつ影えいかのようにケーブル状の煌きらめきが走る。有斗はむしろ炎へと前進し、右手を開いて突つき出だす。その掌てで龍の頭を摑つかむと──いとも容易たやすく、炎えん龍りゆうを握にぎり潰つぶした。

「なッ!?　ば、バカナ……魔術ノ炎だゾ!?　ソンナことガあリ得るワケ──」

「有り得ないのはあんただよ」

　驚きよう愕がくに啞あ然ぜんとする男へと有斗は走り、その首筋に、振りかぶった拳に握った注射器を突き刺さした。

「いい大人が、幼女をいじめるんじゃない」

　直後、男は大きくブルブルッと痙けい攣れんしてから、フッと力を抜いてその場に倒れこんだ。




　ツクバの治安を維持するのは、主に四つの機関だ。

　もっとも古い機関が、市民安全保障理事会。一三年前の「《天使》降臨」以降、街の復興のために建てられたＮＰＯを前身とし、今ではその名の通り市民の安全が危機に晒さらされた際の対処について、あらゆる最終決定権を持つ。

　ただし市安保それ自体は、決定をするだけで実務を担になわない。言うなれば対策機関の中でも「頭部」であり、「手足」となって動くのは他の機関だ。

　第二の機関、魔術師会。第三の機関、錬金術師会。

　市安保と時をほぼ同じくして発足し、その超ちよう常じよう能力で街の復興のために貢こう献けんした、少数精せい鋭えいの勇士の集まりで、それぞれが『師団』を抱かかえ、自警団的な戦せん闘とう能力も有する。

　ただし彼らが活かつ躍やくしたのは復興初期までだった。その後は両者の抗こう争そうが勃ぼつ発ぱつしたため、「第四の機関」として新たな法規維い持じ集団が設立された。

　錬魔学園──ツクバにおいて、街のあらゆる事件の捜そう査さと容疑者逮たい捕ほを担当する、かつての警察のような権限を持つ。

　彼らの最たる特徴は、ふたつだ。


　一、日本唯ゆい一いつの奇き跡せきの部隊と呼ばれる、魔術師と錬金術師の複合部隊を有すること。

　二、複合部隊を育てる教育機関を兼かねており、その部隊員すべてが一〇代であること。



　つまり、いつか《天使》が再臨し、《堕天病》が再蔓延したときにこそ真価を発揮するようにと、未来を見み据すえて設けられた、人類最後の牙が城じようである。




　病院の消火は滞とどこおりなく進み、完全に火が潰ついえるまであと数分というところ。

　負傷者は数名出たものの死者はゼロ。まずまず迅じん速そくかつ優ゆう秀しゆうな対処だったと言えよう。

　保護された少女の身体からだには異常がなかった。この先、警察と魔術師会から質問を何度か受けることになるのは辛つらいだろうが、ともあれひとまず今夜は、自宅に帰らせてもらえるという。有斗とカノンは安あん堵どの息を吐はいた。

　作戦に参加した同胞たちのうち何名かが病院での後始末に奔ほん走そうしている中、カノンは沈火されたものの壁かべの黒ずんでしまった病院を見上げる。

「まったく《堕天病》患者あいつらは……ただでさえ人員が足りていないのに手間をかけさせないでよね、子供じゃないんだから」

「子供じゃないから、だろ」

　と、横に立つ有斗は返した。つい最近に得た知識を復習するように言う。

「《堕天病》は成人にばかり発はつ症しようする。だからこそ逆に、対処は子供俺たちじゃないとできない」

　有斗がホムンクルスとして第二の人生を送り始めてから、三日目の夜である。すでに有斗は《天使》の行方を追うために錬魔学園に所属して、いくつかの任務をこなしている。

「まあ……そうだけどね」とカノンが頷く。「といっても、これだけ《堕天病》患者が次々に現れたら、肝かん心じんの《天使》を捜さがし出す時間がどんどん奪うばわれちゃうわ」

　錬魔学園緒しよ生徒は《天使》以外に《堕天病》患者にも対応しなければならない。

　今はまだ、患者の人数は少ないから何とかなっているが──ただ、これが七日目にはどうなっているかわからない。一三年前の繰り返しなら、七日後はここから爆発的に患者が増える。そうなれば、数に限りのある《救済の剣けん》は不足し、そもそも対処に当たる人員も足りなくなって、瞬またたく間に人類は再び、絶ぜつ滅めつ間ま際ぎわまで追い詰つめられるだろう。

「神は七日間で世界を創つくったというけれど、天使は七日目に世界を滅ほろぼす──あと四日のうちに《天使》を見つけないとね」

「ああ。それも《天使》を殺そうとする他の誰よりも早くな」

　有斗は返しながら、黒い球体の中にいた少女を思い出していた。

　彼女の寂さみしげな顔をどうしても忘れられない。あの子を、殺させたくはないと思った。

　それが千ち潮しお有斗という、主人公を諦めきれない人格に刻まれた呪じゆ縛ばくだ。

「《天使》の捜そう索さくは、三年生の先せん輩ぱいたちがやってるんだっけ？」とカノンに訊きく。

「ええ。だから私たち二年生の仕事は、三年生が《天使》の所在を明らかにしたときに、いつでも出られるようにスタンバイしておくこと」

　錬魔学園で授業の一いつ環かんとして行われる「対犯罪実務」。この役割は学年ごとに異なる。

　一年生は、二～三年生に従う見習い。

　二年生は、犯人逮捕、避ひ難なん誘ゆう導どう、被ひ災さい地復興などでの現場活動。

　三年生は、資料調査、鑑かん識しきなどの内部活動（および例外的に特とく殊しゆ部隊活動）。

　現在《天使》と《堕天病》に関する情報収集は三年生がおこなっているが、その情報をもとに実戦部隊として出動するのが有斗たち、二年生だ。

「──闇やみ雲くもに動いても仕方ないのはわかってるつもりだけど、なんだ歯がゆいな」

「ま、気持ちはわかるけれどね」

　とカノンは笑う。

「でも、身近にある滅めつ亡ぼうの芽を摘つんでいく今回のような任務も、人類を守るための大事な使命よ。世界を救いたいなら、まずは、すぐそばの命を救えないとね？」

　カノンが、くいっと顎あごで遠方を指す。

　ん？　と視線を向ければ、そこには有斗が助けた少女がいた。

　学園の生徒に優やさしく背中を押され、送そう迎げい用の車の後部座席に乗せられる直前で、少女がこちらに気づいて笑え顔がおでぺこりと頭を下げる。その様子は、可愛かわいらしくて微笑ほほえましい。

　有斗は、車に乗り込んで遠くなってゆく少女を、手を振って見送りながら、

「……ま、そのとおりかもな」と、気き恥はずかしさに眉を八の字にしつつカノンに返した。

《天使》について悠ゆう長ちように考えているわけではないけれど、差し当たっては、あの子の笑顔を取り戻もどせた功績を誇ほこってもいいのかもしれない。それもまた、ひとつの主人公像だ。




　そうして車を見送っているときに、有斗を見つめる者が、ふたりいた。

　少女を送る車と入れ違ちがいで門から入ってきた黒くろ塗ぬりのセダン。それは魔術師会の送迎車だ。ツクバで超常犯罪を起こした者の身み柄がらは、その術師の組合に引き渡わたされる。

　車から出てきたのは、作りもののような糸目の笑顔を貼はりつけた黒スーツの男だった。

　男は意識が朦もう朧ろうとしている犯罪者を車に乗せた後、その細い目でちらりとだけ有斗を一いち瞥べつした。しかし、それに有斗は気づかない。男も別段コンタクトを取る気はないようで、すぐにドアを開けて車に戻ると、スムーズに走り去った。




　もうひとりは、病院の上空を風に乗って飛んでいる人ひと影かげ。

　月明かりと炎ほのおの揺ゆらめきに照らされて、銀ぎん髪ぱつを薄うすぼんやりと発光させるその影は、有斗をじっと見下ろした後、誰だれにも聞こえないくらいの声で、

「チシオ・ユウト……あなたには、負けない」

　そう呟つぶやいて、すぐに踵きびすを返し、夜の闇やみに消えていった。





２






　夜が明けて、病院襲しゆう撃げきの翌朝。有斗が疲ひ労ろうにかまけてベッドで爆ばく睡すいしていると、その鼻を羽はね箒ぼうきで撫なでるような、くすぐったい感かん触しよくと甘い香かおりが刺し激げきした。

　仰あお向むけに姿勢よく寝ねていた有斗が瞼まぶたを開くと、鼻先にカノンの頭頂部があった。

「…………え？」

「すぴー、すぴー」

　彼女は有斗の右半身に抱だきつくようにして寝息を立てている。片手は有斗の胸に優しく添そえられ、片かた脚あしは有斗の両脚に覆おおいかぶさるようにのっている。

　カノンのパジャマは可愛いお菓か子しみたいにふわふわ起毛していて、オーバーサイズだ。そのため、ブラジャーを着けていない胸むな元もとが絶ぜつ妙みようなアングルで覗のぞいている。さらに下は短パンなので、太ふと腿ももから先は露ろ出しゆつしている。その柔やわらかな感触と熱が、有斗の脚と触ふれ合って、密着部位にはしっとりと寝ね汗あせをかいている。

「──ッ、ッ……!?」

　有斗は目覚めと同時に、叫びを上げそうになって、ぎりぎりで耐たえた。

　ふたりが寝ているのは学生寮りようの二段ベッドで、有斗はその二段目。カノンは一段目と、ふたりで決めたはずだ。だから一いつ緒しよに寝るなんてことは有り得ない。普ふ通つうなら。

　しかし現に、こんな風になってしまっている以上は脱だつ出しゆつ策を考えねばならない。

（こいつはまたっ、こんな無防備な格好で人の寝ね床どこに侵しん入にゆうして……！）
















　有斗はカノンの腕うでを握り、そーっと、そーっと、自分の上から外そうとする。

　しかしその作業をしているだけでも、有斗の心臓は、思春期の女子特有の匂においと感触に刺激され、バクバクと高鳴る。すると、その爆ばく音おんが皮ひ膚ふごしに伝わってしまったのか、カノンが「んんっ……」と甘い声を漏もらしながら、ゆっくりと目を開ける。

　彼女が見上げれば、すぐ近く、唇くちびるが触れ合いそうな位置にある有斗の顔と目が合う。

「……………………ふぇっ!?」

　と、カノンは目を真ん丸にする。

「いやいやいや、待て、違うよ？　これは朝起きたら、君が勝手に──」

　有斗は慌あわてて弁明したが、

「きゃあああああああああああああああああ痴ち漢かんんんんんんんんんんんんんんっ!?」

「それはどっちかというと俺の台詞せりふだああああああああああああああああああっ！」

　有斗はカノンが悲鳴とともに繰くり出すパンチを顔面に受け、涙なみだを散らしながら、二段ベッドの二階から転げ落ちた。

　床ゆかに頭を殴おう打だしてできたたんこぶが、ホムンクルスの力で無む駄だに超ちよう回復した。




　有斗は現在、錬魔学園の学生寮にカノンと一緒に暮らしている。

　部屋は一階の角にある。１Ｋ。三た和た土きをあがってすぐ右に、小さな台所と錬金冷蔵庫と錬金洗せん濯たく機き、トイレと風ふ呂ろがまとめてある。直進するとワンルーム。中は六畳じよう。ふたりで済むには広くない。中央には背の低いテーブル。左に書しよ棚だなと、持ち主のカノンに似た小ぶりなテレビ。右の壁に接するように木製の二段ベッド。ベッド手前の壁に埋うめ込まれたクローゼットに、衣服・装備の類たぐいが収納できる。

　本来、寮は男女別室が原則だが、カノンが有斗を「錬れん成せい品：武器」として登録したせいで部屋の割り当てがなかったことが、そもそもの原因だ。

　すぐさま発覚して有斗は部屋を追い出されかけたが、劉学園長が身寄りのない有斗の事情を加味して、容認の姿勢を示したおかげで最終的には同どう棲せいの運びとなった。

　とはいえ劉学園長からは「もし不純なことをすれば厳げん罰ばつを下す」と言われている。

　厳罰とは、肉体の完全なる滅めつ却きやくを意味する。

　要するに、死だ。

　ほぼ不死のホムンクルスを相手に「殺す」と断言するのだから、劉学園長がどれほど残ざん虐ぎやくな手段を取るつもりなのかは想像するのも恐おそろしい。美少女と同じ部屋に住んでいい代わりに、あくまで人権のない「物」として過ごすべし、という筋の通し方だった。

（……まぁ、あちらとしても最大限の譲じよう歩ほだろうから、それはいいんだけど）

　厄やつ介かいなのは、カノンがたまに布ふ団とんの中に入ってくることである。カノンの両親は幼い頃ころに亡なくなっているらしい。そのせいでカノンは寂さびしい夢をたまに見ると、発作的に、寝ぼけて人の温ぬくもりを求めてさまよってしまうようだった。事実上カノンの親代わりを務めている劉学園長が、そのことを知らないはずがないのだが──

　有斗が劉を問いただすと「だからベッドを二段に分けてやったろう？」と、にやけ顔で返された。もちろん、それくらいの措置でカノンが布団に入ってこないなら苦労はしない。そのときになって有斗はやっと、劉学園長に思春期の男心を遊ばれているのだと理解した。……絶対に許さない、絶対にだ。




　ふたりは目覚めたあと、朝ごはん用のパンをキッチンのトースターにセットした。

　待ち時間のリビングでは、テレビから特別番組が流れている。

　先日の《天使》について、スタジオにゲストを招いての議論だった。

　魔ま術じゆつ師し会の末まつ端たんだという派手なスーツの政治家が、したり顔で発言する。

『《天使》の再臨は、最優先で処理されるべき一大事です。我々魔術師会は決してひるまず、積極的に《天使》へ立ち向かってゆくことを誓ちかいます』

　対して錬れん金きん術じゆつ師し会の、血気盛んそうな筋骨隆りゆう々りゆうの男性が返す。

『フン、気持ちでは負けないってか？　スポーツ選手のコメントじゃあるまいし。もっと具体性を示せよ。街では他にも犯罪が起こってるんだ、手が足りないのは事実だろう。これだから感情でしか物事を操作できない魔術師は話にならねえな』

『なに？　後発の錬金術ごときが偉えらそうに──』

『ああ？　なんだその言い方は。今や錬金術は古ふる臭くさい魔術よりよほど先進的な──』

　ここ数日で何度も見たのと同じ、大人げのない言い合いが始まり、有斗は辟へき易えきする。

　このふたりのコメントは、どちらも間違いじゃない。《天使》が現れた今、強い気持ちで立ち向かうことが大事なのはそのとおり。一方、現在のツクバに《天使》以外にも《堕だ天てん病》による超ちよう常じよう犯罪が増えていて対処に手を取られているのもそのとおり。

《堕天病》にかかった犯罪者が起こした事件は、この三日間で八件にも上る。

　死者は幸いにもゼロだが、負傷者は最初の「黒い球体」による被ひ害がい者しやも含ふくめると三桁けたを超こえていて、今後もまだ数は増すとみられる。なにより、あと四日で堕天病が爆ばく発はつ的に蔓まん延えんすると言われている。猶ゆう予よはほぼない。

　だが、だからこそ協力してこの状じよう況きようを打破していかないといけない、と有斗は思うのだけれど──そんな現状でも、二者はやはり水と油。あくまで相あい容いれない情勢だった。

　画面中央に立っていた新人女性アナウンサーが少し慌てながらもマイクの主導権を握にぎり、

『さ、さて、《天使》の出現は、このように両組合の関係にさらなる波は紋もんを呼ぶ結果となっています。今後の対応はどのようになっていくのでしょうか？　このあとも引き続き《天使》についてお伝えしてゆきます──』

　そうまとめたところで、テレビはＣＭに入った。

「…………」

　有斗は真しん剣けんに細めていた目をテレビから外して、疲つかれた目め頭がしらを揉もむ。

　ちなみに今朝の件を反省する意味でカーペットに正座させられているので足も痺しびれていたが、立場上、文句は言えない。モノ扱あつかいのホムンクルスの肩かた身みは狭せまい。

　一方のカノンはベッドの一段目に座ってリラックスしている。毎日恒こう例れいのヨガで、足の筋を伸のばしながら言う。

「こんな状況だけど《天使》についてわかっているのは、赤い目の少女の姿をしていたってことだけらしいわ。その他は、生物なのかそれとも本当に天使の名前どおり非生物なのか不明で、行方ゆくえもわからない、というのが公おおやけの発表みたいよ」

　錬魔学園は今回の「《天使》降臨」について捜そう査さの指揮権を市安保から委ゆだねられた。その学園が誇る三年生の、特別調査部隊からの報告内容がそういうものだった。

　有斗が真顔のまま、痺れた足を揉みながら返す。

「あの子の目的は？」

「それもよくわからないまま。《堕天病》に罹かかった犯罪者は一様に『人間に裁きを』って言っているけれど」

「裁き、ね」

「あなたは納なつ得とくいっていないみたいね？」

「そりゃね。あの寂しそうな目には、なにかもっと別のメッセージがあるように思える」

「寂しそう、ねえ。直じかに《天使》を目もく撃げきしたのはあなただけだから、その感覚には一理あるんだろうけれど。でも、それだけで《天使》に感情移入するのは根こん拠きよ薄うすじゃない？」

「けど──」

「あ、でも別に、だから率そつ先せんして殺そうって言っているわけじゃないわよ」

　カノンは、なだめるように手のひらを見せる。

「もちろん生きたまま捕ほ獲かくできた方が人類のためにもなるから、それに越こしたことはないと私も思う──ただ、それと《天使》に人間性があるかとは別って話。なにせ人類は過去にアレとのコミュニケーションに成功した事例を持たないから」

「…………」

　有斗も子供ではないので、カノンの意見が常識的なものだとは理解できた。

　実際、学園の生徒たちは有斗からの報告を知っても概おおむね《天使》は殺すべきだという意見で一いつ致ちしたままだ。その点では、むしろカノンは捕獲に肯こう定てい的なぶん、まだしも有斗の味方と言えるほどだろう。

　カノンは太腿の付け根が見えそうな、きわどいストレッチポーズに切り替かえて、太腿の筋を伸ばしながら続ける。

「──ま、そのへんについては、このあと樂らく園えんに行けばある程度わかるでしょう」

「樂園？」

「天から災さい厄やくが落ちてきた土地。《天使》が残した汚お染せん区域のことよ」

《天使》が《堕天病》で侵おかすのは、なにも人間だけじゃない。

《天使》が通った土地の一部は、ダンジョンへとその姿を変質させる。

　そこには、天使の情報に関する手がかりが残されているという。

「今、劉が調査隊派は遣けんの許可を市安保に打だ診しんしてる。安全面の問題で時間をとっているけれど、午後までには意地でも取り付けるって言っていたわ。それで動くとなったら、私たち二年生の仕事だから、それまではこうして少しでも肉体の疲ひ労ろうをほぐしておいた方がいいわよ……、んん……はうっ」

　カノンが脚あしを抱かかえるようにすると、控ひかえめながらも柔やわらかそうな胸の膨ふくらみが強調されて扇せん情じよう的だった。喘あえぐような彼女の声に有斗は妙みような背徳感を覚え、聞かないふりをする。

　そんな気まずさから救うように、キッチンから胚はい芽がの香かおりが漂ただよって来たかと思うと、トースターがチンッと焼きあがりを報告した。





３






　錬魔学園の学科は「魔術科」と「錬金術科」のふたつに分かれる。

　それぞれのメイン校舎がＡ棟とうとＢ棟に分かれているため「１年Ａ組」とか「２年Ｂ組」とか呼ばれるが、一いつ般ぱん的な高校生みたく「自分のクラス」があるわけではない。

　授業体制は大学カレツジに近い。生徒たちは授業コマごとにいろいろな教室を行き来し、休み時間はおのおの食堂や中庭のベンチ、図書館や屋上など、自由な場所でとる。

　この体制の理由はいくつかあるが、一番大きなところでは授業のバリエーションが多た岐きに亘わたりすぎるから、という点が挙げられる──座学なら映像観賞、弁論、資料調査など。実技演習では錬器作成、錬器の取り扱い、魔ま法ほう陣じん脳内描びよう写しや訓練、呪じゆ文もん詠えい唱しよう、一般人の避ひ難なん誘ゆう導どう、応急処置、戦せん闘とう実技──数えればきりがない。教科書を持って黒板と向かい合えばいいだけの授業が少ない以上、わざわざ教室に戻もどって荷物をとるというステップは必要性が低い。連れん絡らく事じ項こうを伝えるだけならＨＲがなくても、他にやりようはある。




　昨夜、病院へ出動した生徒たちは念のために《堕天病》検けん診しんを受けることになっていた。

　今朝の一限目だ。場所は、学園内に設けられた第一演習場。体育館や公民館のように簡素な造りだが敷しき地ち面積だけは異常に広い。

　中に入ると、立札が１～６までの６項こう目もくある。

　とはいえ検診コーナーは１番だけで、２～６番は、もともとこの時間におこなう予定だった「能力テスト」用の区画だ。

　生徒は担当教きよう諭ゆの目の前で魔術、あるいは錬金術を行使し、評価を受ける。

　特とく徴ちよう的なのは、魔術師も錬金術師もまったく同じテスト内容が採用されている点と、この結果を反映して魔術師と錬金術師がまったく同じ査定でランクづけされる点だ。ランクはＡ～Ｅまでの五段階。学園側が各生徒たちの適性を計って任務での配備に役立てる目的で作られたが、異なる術を操あやつる生徒同士の競争意識を伸ばす意味合いもある──

　ドゴォオオオン!!

　と、豪ごう快かいな衝しよう突とつ音が演習場内に響ひびき渡って、周囲の生徒の視線がそちらを向いた。

　項目５のテストエリア。ゲームセンターのそれとは異なる、装そう飾しよくの少ない無機質なデザインのパンチングマシーンが、衝しよう撃げきの余波で、ばいんばいんと揺ゆれている。

　脇わきでカルテのようなものを片手に見ていた眼鏡の教師が少し目を瞠みはって告げた。

「千潮有斗、記録四五五㎏。ランクＡです。うん、さすがですね。《再生者リアクター》」

「はあ……どうも」

　有斗は教師に頭を下げると、右みぎ腕うでを肩かたからぐるんぐるんと回しながら、その場を去る。

　ひと足先に同じテストを終えて６の待機列に並んでいたカノンが、微笑ほほえんで迎むかえる。

「疲れた顔ね。だから休息を取っておきなさいって言ったのに」

「いや、そういう疲れじゃないよ。ただ、仰ぎよう々ぎようしい渾あだ名なが妙にこそばゆくて」

「あはは、仕方ないわよ。あなたはなにせ、ホムンクルスなんだから」

　もともとホムンクルスは、錬金術を使っても魔術を使っても理論上不可能な研究だと言われていた。それを完成間近まで近づけたのが、優すぐれた錬金術師だったカノンの父と、同じく優れた魔術師だったカノンの母だ。ふたりは「絶対に交わらない」と言われていた二つの超常を掛かけ合わせる研究をしていた。そんな両親の遺志を継ついで、カノンがついに、その奇き跡せきを完成させた。

　つまり有斗は、魔術界と錬金術界の技術を結集したハイブリッドで、もちろん、これは世紀の大発明だった。すでに噂うわさは学園中に広まっている。

　リアクター。その名は原げん子し炉ろ。あるいは化学反応を起こす装置を指す。錬金術と魔術から生まれ、この世界に良き化学反応を起こす人材という意味で、有斗に付けられた異名だが──大おお仰ぎようすぎて有斗は怖おじ気けづいてしまう。

「でも学内で済んでいるだけマシな方よ。本来なら今ごろ、私もあなたも、ふたつの術師会とマスメディアから呼び出されて、その対応に追われてるはずだから」

　そういえば、初日はカメラが学校に押し寄せていたな、と有斗は思い出す。

「──だから、いま日常生活を送れているのは、学園が守ってくれているからね」

「ああ、劉学園長の、あの剣けん幕まくはすごかったな」

『生徒の邪じや魔まだ。消えろ』──あの人は、そうメディアに向けて言い放ったのだ。

　あんなに暴力的な言葉を遣つかう教育者を、有斗は初めて見たので驚おどろいた。

「生徒の模も範はんとしては落第点だけど、組織の代表としてはカリスマ性があるわ。ま、私が言うと、身内を褒ほめているみたいで気持ち悪いけれど」

　カノンの親代わりとしての劉は、あくまでズボラ・気まぐれ・鬼き畜ちくの三さん拍びよう子しがそろった人でなしだ。しかし学園長として見れば、自分なりのポリシーに妥だ協きようしないストイックな人でもある。そんな彼女のおかげで錬魔学園は、両術師会に対して、後発でありながら「第四の機関」としての地位を確立できている。

「おかげで、この学園内で起こる出来事は、魔ま術じゆつ師し会も錬れん金きん術じゆつ師し会も手出しができない」

「ええ。まぁ逆に言えば、劉が権力に屈するようなことがあれば、学園の危機だからヤバいのだけれど」

「いや──」と有斗は笑う。「それはないんじゃないかな？　あの人に限っては」

　まだ三日しか関かかわっていないが、それでも劉学園長がどんな人ひと柄がらかは、嫌いやというほど思い知らされていた。

「自分の意志を曲げる人じゃないだろう？　たとえ権力や金銭を振ふりかざされても、それを奪うばいとって真っ二つに折って放ほうり投げるような人だ」

　カノンは笑って、「ええ、私もそう思う」と安心した風に頷うなずいた。




　ホムンクルスである有斗は、筋力、スタミナ、瞬しゆん発ぱつ力りよく、自己治ち癒ゆ能力──こと肉体を駆く使しする方面の能力値が、三年生までを含ふくめた全体の中でも抜ぬきん出ている。

　当たり前と言えば当たり前で、ホムンクルスは構造的には人間だが、構成要素的には人間を逸いつ脱だつしている。たとえば一般人の肺と有斗の肺、一般人の筋きん繊せん維いと有斗の筋繊維ではスペックがまるで違ちがう。同じ車でも、軽自動車とＦ１マシンでは走りが違うように。

　だから、いきなりＦ１マシンに乗り換かえた普ふ通つう車しやドライバーの有斗は、最初のうちは大変だった。敵から受ける傷よりも力を出しすぎたせいでつく傷のほうが多かった。

　普ふ段だんは有斗遣いの荒あらいカノンでも、それを心配するくらいの優やさしさは持ち合わせている。

「相変わらずの出力だったけれど、負ふ荷かは平気？」

　カノンが有斗の右拳こぶしに目を配って尋たずねると、有斗も拳を見つめてから返した。

「大だい丈じよう夫ぶ。最近やっと、力加減にも慣れてきたよ」

「普ふ通つうの人なら、いくら再生すると言っても自分の身体を多少は大切にするのだけれど」

「え？　でも、被ひ害がい者しやの救助が最優先だろ？」

　有斗は当然とでも言うように、あっけらかんと返す。そんな有斗にカノンは、

「ええ、まあ、その性格だからこそあなたを選んだのは、そうだけれど」

　賞賛と呆あきれの混じった苦く笑しようで肩をすくめる。それから、有斗にはかろうじて聞こえないくらいの呟つぶやきを漏もらす。「……選んだ人格が、あなたで本当によかったわ」

「ん、何て？」

「ううん、なんでもない。ただ、最強の精神もそこまでいくと、見てるこっちが怖こわくなるから気をつけなさいよねって話」

「ああ、そうだね。ごめんごめん」

　有斗は軽く笑って頭を搔かく。それから続ける。

「でも、そういうカノンも新任の先生から驚かれてただろ？　危険な術を使う奇才だって」

「ああ、それは……彼らには私の術の『半分』しか、理解できないからでしょう」

　魔術とは「抽ちゆう象しよう干かん渉しよう」。「コト」に干渉する技術を指す。

　錬金術とは「具体干渉」。「モノ」に干渉する技術を指す。

　たとえば魔術の炎は空中にでも発生させられるが、錬金術で炎を生むときには自分に合った「錬器」を介さないといけない。これだけだと魔術のほうが汎はん用よう性が高そうだが、逆に錬金術は「錬器」の種類によって燃やすだけでなく冷却したり硬こう化かさせたりといった様々な効果を付与もできる。つまり総合すると、どちらが優れているというわけではない。

　ならば、その一方の短所を、一方の長所で補いたいと考えるのは自然な思考だ。

　錬金術師の父と魔術師の母。その間に生まれたカノン・フラメルが操あやつる超ちよう常じようは、大都市ツクバの錬魔学園内においてさえ唯ゆい一いつ無二の特性を持っている。

「私の能力は、あなたとは別の意味で、魔術と錬金術のハイブリッドだから……」

　そう話しながら、次のテストの列が少し進んだのに合わせて歩を進めたときだった。




　ドゴオオオオオオオオオオオオオオン!!

　──と、突とつ然ぜんに、先ほど有斗が出した以上の轟ごう音おんが演習場に響いた。

　床ゆかや天てん井じようが揺れるほどの衝撃が、有斗たちの肌はだを震ふるわせる。

「「なっ……？」」

　有斗とカノンは、自分たちが先ほど受けた５のテストエリアを振り向く。

　教師が、信じられないと言いたげな啞あ然ぜんとした顔で、結果を告げている。

「記録一〇二九㎏。ランク……Ａです。さ、さすがは《叡智の結晶ベスト・ワン》ですね……」

　その教師の前に立つ、銀色のショートカットが目を惹ひいた。

　少女──だった。

　まさに、神秘的という言葉がしっくりくる、美少女だった。

　端たん整せいな目鼻立ちの顔、細い腕うで、脚、それら全身の肌が透すき通りそうなほどに白い。

　風景の中でそこだけ色素が欠けつ乏ぼうしたかのような印象を受ける。

　ただ両眼だけは、ツーポイントで薄紫ライラツク。

　少女の肩と肱ひじには青色の魔法陣がバングルのように取り巻いている。彼女が肩の力を抜くと、その魔法陣がふっと消える。一ｔトンを超こえるパンチを叩たたき出した後とは思えないほど涼すずしい顔をした少女は、銀色の髪かみをふわりと風になびかせながら教諭に一礼をする。
















「ありがとうございました」

　それを見ながら、有斗は感心の息を吐はく。その美しさにもだが、なにより彼女の力に。

「……凄すごいな、あの子。さっきから全部Ａ評価じゃないか？」

　個性的な人が多い錬魔学園内でも彼女の美び貌ぼうは視界に入りやすい。他のテストでもずっとＡを連発していたことに、有斗は気づいていた。

　有斗が見み惚とれるような表情をすると、カノンは少し不ふ貞て腐くされるように唇くちびるを尖とがらせる。

「ああ、青あお峰みねアリスね。魔術科の」

　錬金術科と魔術科は、普段の座学では一いつ緒しよになることがない。ふたつの術は、その歴史もノウハウも異なり、一緒の黒板では授業が成り立たないからだ。顔を合わせるのは実技演習の一部および学外での実戦と、こういった能力テストだけだ。

「あの子は根っからのエリートよ。犯罪組織をたったひとりで潰つぶした経歴もある。最近も、そういう特別任務で学外に出ずっぱりだったから、あなたが顔を見るのは初めてかしらね。ちょうど昨日の夜に帰ってきたらしいけれど」

「組織を？　たったひとりで？」恐おそろしい子である。

「なにせ魔術師会の秘ひ蔵ぞっ子こだから」

「秘蔵っ子」

「学園の書類上、魔術師会が彼女の保護者として登録されているのよ。つまり親代わり」

　カノンにとっての劉と同じらしい。「でも、なんで？」

「両親を私と同じで昔に亡なくしているみたい。そういう子って、この街じゃ珍めずらしくはないから」

「…………」

　軽く言ってのけるカノンに、有斗は悲しさを覚える。

　でも一三年前に《天使》が現れた歴史を考えると、そういう世界なのだろう。

「両親の死後、あの子は最近だと珍しい優ゆう秀しゆうな魔術師から生まれた濃こい純血ってことで、魔術師会に目を付けられてね。幼い頃ころから血の滲にじむような魔術の英才教育を詰つめ込まれたって噂よ。《叡智の結晶ベスト・ワン》って呼ばれるくらいには名も知れ渡わたっているわ」

　魔術は血統修得。その力は血統によってしか受け継がれない。そのため魔術師の世界には力の強い魔術師同士での結けつ婚こんを推すい奨しようする「純血への信しん仰こう」も跋ばつ扈こしているという。

　人類の生存を考えるのなら優秀な血を薄うすめるべきでないという思考は理解できるが──

「そっか……」と有斗は、やるせなさに息を吐く。「壮そう絶ぜつな人生だな。なんだか大人に振り回されてるみたいで。月並みな言葉だけど、可か哀わい想そうというか」

　だがカノンは意外にも「そう？」と、首を傾かしげた。

「でも自分で望んでなきゃ、この場にはいないでしょう？　魔術はその術師の感情に出力が左右されるから。あれだけ強い威い力りよくの魔術を撃うてるってことは──」

「それだけ、強い気持ちを持って、この場にいるってこと？」

「そう」

「何のために、そこまで頑がん張ばるんだ？」

「さあ？　それは私たちには知るよしもないことよ、みんなそれぞれの事情があるから」

「………………」

　有斗は再びアリスを窺うかがう。

　魔術の源は感情──そう聞くわりに、彼女は感情に乏とぼしい顔をしていた。

　目め尻じりも口角も、ほとんど動かない、ロボットみたいな表情。

　だからこそ神秘的な美しさに繫つながってはいるのだが、あまり人間的ではない。

　ホムンクルスの有斗が人工の肉体に感情を植え付けられた存在だとすれば、彼女はある意味で、その逆。生身の身体からだなのに人間らしい感情をあまり感じさせない子だった。

　そんな彼女が見せた人間離ばなれした超常の威力に、周囲の生徒たちは畏い怖ふするように、あるいは気味悪がるように、あからさまな距きよ離りをとっている。教師ですら少し引いている。

　有斗には彼女が、まるで孤こ独どくな戦士のように見えた。

　ただ、アリス本人はまったく気にしていない風に、ただひとり淡たん々たんとテストをこなしている。そのクールさがまた機械的で、有斗をなんだか物もの寂さびしい気持ちにさせる。

　どうにも気になって彼女を見つめていると、彼女のほうも有斗に気づいて視線を向けてきた。

　目が合う。そこで有斗は、あれ？　と既き視し感に襲おそわれる。

（あの目……なんだか見覚えが……）

　いや。でも勘かん違ちがいだろう。あんなに綺麗な紫の目の子と会っていたら忘れはしない。

　アリスは数いる生徒の中から、なぜか有斗だけをまっすぐに見つめていた。なぜだろうと不思議に思っていると、彼女は有斗をじっと見み据すえたまま、薄い唇を微かすかに動かした。

「チシオ・ユウト……あなたには、負けない」

「え？」

　有斗は眉まゆを上げる。

　名前を、知られてる？

「いや……というか。負けないって、どういう意味だ？」

　しかしアリスは構わずに踵きびすを返して、テスト会場の出口に向かう。

　銀色の髪が、高い窓から差し込む斜しや陽ようを受けてきらきらと輝かがやく。

　アリスの言葉を聞いていたカノンが、怪け訝げんそうな目で有斗を窺う。

「ん？　あなた、あの子に何をしたの？」

「いや、なにも……？」

　なんだかよくわからないが、不思議な出会いだった。

　このとき青峰アリスという少女は、有斗の意識に独特の印象をくっきりと刻み込んだ。





４






《天使》についての調査を三年生がしている間、有斗たちは授業を受けることになる。青峰アリスについて初めにおかしいと思ったのは、この日の二限目〈射しや撃げき〉の授業でだった。

　授業のために移動した先は屋外の射撃場だ。担当教きよう諭ゆが区画脇わきにあるスイッチを押すと、四方八方、合計二五か所中からランダムに、円形の「的」が自動的にせり出てくる仕組みだ。的を撃ち抜ぬくか一定時間見過ごせば、次の的が現れる。これをガンゲームのように「制限時間内にいくつ撃てるか」を競きそう。

　カノンと有斗は錬れん金きん術じゆつ科に所属している。錬金術科生が射撃に使うのは、自分の錬器、あるいはそれが無ければ貸出用の銃じゆうや弓、変わったものだと投石器スリングという選択肢もある。

　カノンの錬器は四連式リボルバーの錬金銃。錬金銃は一般的に「錬成管」を弾とする。

　現代の錬金術は戦せん闘とう以外にも使い道があり、その代表が錬成管と呼ばれる太めの乾かん電でん池ちに似た試験管だ。この中には旧きゆう四大元素である「水・空気・土・火薬」が込こめられ、錬成陣じんが描えがかれている。電池における凸とつ部分を押しこむことで、様々な効果を発揮する。

　効果のバリエーションは内容物の調合バランスと錬成陣の表記によって変わる。

　一三年前の《堕だ天てん病》蔓まん延えん以降、電気が貴重資源になってからは、たとえば自動車や冷蔵庫やレンジなども、これで動いている。「モノ」への干渉が錬金術の十お八は番こだ。

　そして錬金銃の場合は、この錬成管をシリンダーに込めて引き金を絞しぼると撃げき鉄てつが管の凸部分を叩き、銃口から、管内で調合された多た彩さいな錬成物を放つ。ポピュラーなのは鉛なまり玉のほかに起き爆ばく弾だん、氷結弾などだが──

「６、20、５、13、９、７、11……」

　カノンのリボルバーからは引き金を引くたびに、バシュ、バシュと通常の錬金弾とは異なる色とりどりの光がライン状に宙を走っている。その光線は的確に、すべての的を射い貫ぬいてゆく。三〇秒経過時点で記録は四一。一秒間に一つ以上、射貫いている計算だ。

「「おお……」」

　と、見ていた他の錬金術科の生徒はおろか教師からさえも声せい援えんが上がる。

　それを有斗も感心しながら眺ながめていた（ちなみに有斗はマイ錬器を持っていないので貸出用の銃を借りてやったが、射撃センスが貧ひん弱じやくすぎて一〇回に一回しか当たらなかった）。

　さすがだなあ、とつい漏もらした有斗の声が聞こえたのかどうかは知らないが、カノンはたまに、ちらりとこちらを窺ってドヤ顔を見せてきた。まだ余よ裕ゆうがあるらしい。

　このままだと一分間ノーミスで、クラス一いちの記録が出せそうだな、とカノンの実力を素す直なおに讃さん嘆たんしているときだった。

　射撃場の端はしにあるフェンスにもたれかかっていると、遠くで声が聞こえた。

「青峰！　青峰アリス！　どこに行ったんだ！　授業中だぞ、戻もどってきなさい！」

　別の屋外演習場からだろうか？　有斗は声がした方を振ふり返る。

　すると。フェンスのすぐ向こうに、網あみ目めに顔面をめり込ませそうな至近距離まで近づいた青峰アリスがいて──

「……チシオ・ユウト」

　と、真まっ直すぐにこちらを見て呟つぶやいた。

「うわあ!?　びっくりしたあ！」

　有斗は思わず悲鳴を上げて跳とび退のく。

　周囲で同じくカノンの射撃を見守っていた生徒たちが何だ何だ、とざわつく。

　有斗は気まずくて、コソコソ話のようにアリスへ顔を近づけ、声を小さくする。

「ど、どうしたんだよ……魔ま術じゆつ科の授業はこっちじゃないよね？」

「あなたの弱点観察。すでに見み抜ぬいた。射撃技術は下げの下げ。ひどい」

　鼻をふんすっと自じ慢まんげに鳴らし、報告してくるアリス。その顔には能力テストのときと違って些さ細さいだが感情が浮うかんでいる。怒おこっているというよりも、どちらかというと、小鳥を咥くわえてきた犬が成果を褒ほめてもらいたがっているときの表情と似ている。……それだけ、有斗の失態を見つけたのが嬉うれしかったのか。

　有斗は苦く笑しようする。

「見てたのか。いや、つか余計なお世話だよ。そんなことをわざわざ指し摘てきしにきたの？」

「だって、わたしは、あなたには負けないから」

「は？　いや、別々の授業をしてる最中に、勝ち負けもなにも──」

「楽しみにしているがいい。やがて格の違いを見せつけてあげる」

「…………??」

　アリスがクールに言い終えると同時に、魔術科の教師がアリスの背後からやってきて彼女の首根っこを摑つかんだ。

「まったく！　お前は優秀なのか不良なのかはっきりしろっ！」

「あぅっ」

　アリスはそう呻うめいて、ズサササァと教師に引っ張られながら本来いるべき演習場へと帰っていく。なんだか、彼女への最初の印象と違って間ま抜ぬけな光景である。

「……な、何なんだ？　一体」

　有斗は首を傾げつつ、まあいいか、と振り向きなおる。

　そこに待っていたのは、射撃訓練を終えたカノンだった。

　カノンは有斗のもとまで歩み寄ってくると、不貞腐れるようにジト目で見上げた。

「ちょっと有斗……一分間で八五発命中、一発だけ外れ……せっかくパーフェクトを狙ねらったのに、あなたのせいで逃しちゃったじゃないっ……」

「え？　お、俺のせいですか？」

「なんで私が頑張ってる最中に他の女子と仲良く話して余所よそ見みしてるのよ！　ばかっ！」

「ええっ、　そんな子供じゃあるまいし、ずっと見とけだなんてめちゃくちゃな……」

　有斗は言ったが、

「うるさい！　もう知らない！」

　と、なぜかなおさら不ふ機き嫌げんになったカノンに尻しりを錬金銃で撃ち抜かれ、その激痛に有斗は床ゆかを転げまわった。いや、もちろんその怪け我がも、すぐに超ちよう再生するのだけれど。




　続く三限目の〈錬金体術：四相応の駆く使し〉の授業でも、アリスは全然関係ない錬金術の教室に入り込んで、有斗を監かん視ししていた。

「あなたの弱点、その二。肉体の扱あつかいは上う手まいけど、敵の技に、いちいちびっくりしすぎ。超ちよう常じよう能力者を相手に戦い慣れていない証しよう拠こ」

「っ、うるさいな、自分でも知ってるよそんなことは！　というか君、授業はいいの？」

「それより、あなたに勝つ方が大事なのでパス」

「パスって……」

　当然、成績優秀なアリスと言えどサボりが許されるわけはない。そのたびに、

「あーっ！　また有斗と密会してる！」

　カノンが有斗とアリスの間に割って入り、しっし、と手を払はらって、やがてアリスは魔術科からやってきた教師に捕つかまえられて帰っていくのだった。

「……あの子、何がしたいんだ。なんで俺に構う？」

　意図がさっぱり、わからなかった。




　そうして三限目終しゆう了りよう後、有斗は肩かたを落としながら、更こう衣い室に移動していた。

　錬魔学園の制服は、防火防ぼう塵じん防電など超常能力に対する、ある程度の汎はん用よう的防ぼう壁へきとして機能しつつ通気性もよく作られているが、実技の授業が続けば汗あせはかいてしまう。そんなときに役立つのが、ランドリーを擁ようした更衣室だ。

　錬魔学園では最新の錬金家電が企き業ぎようから無料提供される。ここの洗せん濯たく機きもそのひとつで、洗濯・乾かん燥そうまでを無料で、三分でおこなえる。休み時間が一〇分しかない学生の味方だ。

「はあ……なんだか今日は午前だけで、どっと疲つかれた」

　そんな男子更衣室で、有斗は制服を脱ぬぐ。

　今の有斗はホムンクルスなので、筋肉の付き方が生前とは異なって戦闘向きになっている。背後から見ればひし形に近い大だい菱りよう形けい筋、僧そう帽ぼう筋、広背筋。肩の三角筋から上じよう腕わん二頭筋にかけては洗練された日本刀のように鋭するどく、正面の大胸筋は盾たてのように厚い。

　かといってウェイトリフティング選手のように爆ばく発はつ的ではなく、あくまで服を脱いだ時にだけ明らかになる、細マッチョだ。

　パンツ一枚になった有斗は、そんな自分の肉体が持つ野性的美には慣れていて、なんとも思わない。ふう、と息を吐はいて、洗濯漕前のベンチに座る。

　そこでガラッと窓が開く音。そして、

「……あなたには、負けない」

　と、また、あの声が聞こえた。

　横を向けば、更衣室の磨すりガラスの窓を開けて、その向こうに立っている少女がいる。

　──青峰アリスだ。

「うおおい!?　ここ男子更衣室だぞ!?」

　どうやら窓の鍵かぎが開いていたようだ。にしても、逆セクハラに躊ちゆう躇ちよがなさすぎだろ。

　有斗がおろおろしていると、アリスはうっとりとしたような表情で有斗を眺めた。

「む、チシオ・ユウト、なんて均整のとれた肉体……」

「へ？」

「これは、わたしも負けられない」

　確かに有斗の肉体は、戦闘兵器として見ても相当なものなので、アリスが見み惚とれてもおかしくないといえばおかしくないのだが……そこでアリスが何を思ったか、窓に足を引ひっ搔かけて更衣室内に入ってきた。で、有斗は、やっと気づいた。

　アリスは下着姿だった。

「っ──!?」

　胸は刺激が強すぎるくらいの膨ふくらみを持っている。かといって身体全体は太すぎることもなく腰こしはくびれ、臀でん部ぶは小ぶりで、太ふと腿ももから脚あしのラインはすっと伸のびている。

「いや、なんで服を着てないのッ!?」

「ん？　もちろん、あなたとわたしの肉体を比べるために決まっている。確かにあなたの筋肉は素す晴ばらしいけれど、わたしくらいほどよく脂し肪ぼうもつけていると、敵の攻こう撃げきによるダメージから身を守ることができる。強しいて言えば、問題は胸部。すこし脂肪率が高すぎ、膨らみが大きいため、すばやい行動の邪じや魔まになり得る危険性が──」

　アリスは言いながら、白く細い指先でブラの位置をもぞもぞと正す。その行こう為いは扇せん情じよう的で、有斗は鼻血を噴ふき出しそうになるのをこらえる。

「解説はいいからっ！　どこで張り合ってるんだよ!?」

「あなたには負けない」

「もうそれはいいって！」

　この美少女、完全に変質者である。わけわからなすぎて、有斗は泣きそうになる。

（ま、まだしも更衣室に他の男子がいなくてよかったよ……！）

　こんな光景を教師にリークされたら、謹きん慎しんで済めばいい方だろう。

（早く追い返さないと……）なんて思っていると都合悪く、今度は窓の反対側、廊ろう下かのほうから有斗を呼ぶ声が聞こえた。扉とびらの向こうで叫さけんでいるのは、

「ちょっと有斗、大だい丈じよう夫ぶ!?　さっき大声が聞こえてきたけど何か事故でも──」

　カノンである。

「わっ、いや、カノン!?　違う、平気だ！　なんでもない！」

　言うが虚むなしく、ドアの前に立ったカノンは有斗のピンチだと思ったのか、勢いよく扉を開いた。そして下着姿のアリスとパンツ一枚の有斗を目撃し、

「ッ!?　…………きゃあああああああああああああああっ!!」

　──と、案の定、悲鳴を上げた。

　しかしそれにアリスは、いたって平静な感情のない表情でカノンを見すえる。

「カノン・フラメル……鬼き畜ちくのカノン」

「奇才ね!?　っ、じゃなくて、なんであなたがここに……まさか有斗とあなたはいつのまにか、そういう関係に……!?」

「邪魔をしないで。今はわたしとチシオ・ユウト、どちらの肉体が優すぐれているかを競きそっているところ」

「断じて競ってないよ!?」

　有斗が慌あわてて弁明すると、さすがにカノンも、またアリスの謎なぞの敵対意識が暴発しているのだと理解できたようだ。アリスを睨にらみ返すようにして、

「っ、なるほどそういうことね……あなた、いい加減にしてよね！　一方的にライバル視するのはいいけれど、有斗も迷めい惑わくしてるんだから！」

　迷惑というほどではないが、困っているのは確かである。

　それにアリスは、澄すまし顔で返す。

「あなたには関係ない」

「っ～～、あるわよ！　有斗は私のものなんだから！」

　そういえば寮りようの申しん請せいでは有斗はカノンの武器で、「物」という扱いになっているので、その表現は一応正しい。だが、そこまでの事情を知らないアリスは眉まゆ根ねを寄せる。

「あなたの、もの……？」

　なんだか、変な勘かん違ちがいをされている気がした。

　アリスは、睨んでいるカノンと、ひやひや状じよう況きようを見守る有斗に、交こう互ごに視線を送ると、少し寂さみしげな顔を──人間味が垣かい間ま見みえる寂しげな顔を──初めてした。

「そう。チシオ・ユウトはわたしと同類と思っていたけれど、少し違うよう……残念」

　そうアリスが呟いた直後に、廊下の外がまた騒さわがしくなる。

　どうやら更衣室での騒ぎを聞きつけた教師陣じんが集まってきているようだ。

　そうして有斗がアリスへの誤解を解くよりも早く、彼女は下着姿のまま、窓に再び足をかけて脱だつ出しゆつする。

「ち、邪魔が来てしまったよう。それでは失礼する。またあとで」

　続いてカノンも、我に返って慌てる。

「あっ、ヤバ。私もこんな、はしたない場所にはいられないわっ」

　そんな二人が去った頃ころに、ピーッピーッと音が鳴る。洗せん濯たく物ものが乾かわいた知らせだった。

「お…………おい、ふたりとも、騒ぐだけ騒いで放置かよ？」

　結局、有斗はパンツ一丁のまま教師たちに騒ぎの言い訳をでっち上げるハメになった。
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　異常にお腹なかが空すいた。

　午前中が騒がしかったせいもあるし、なにより有ゆう斗との最強の肉体は、その代だい償しようとしてカロリーを大量に必要とする。空腹には勝てない。

　腹ごしらえすべく学食に向かった。寮の部屋には狭せまいながらもキッチンがついているし、カノンは有斗に手料理を振ふるまってくれることもあるのだが、なにぶん有斗の食べる量は多くて作る手間が申し訳ないし、校舎から寮りようまで戻もどるには少し距きよ離りもあるので、昼ごはんはだいたい学食で済ませる。

　学食の入口はガラス戸で、中に入ると食券の販はん売ばい機きがある。

　メニューは豊富に用意され、どれもお手て頃ごろ価格に設定されている。生徒たちの金銭的に無理ない体調管理を重視しているからだ。街の規き範はんを守る正義の味方には公的資金も手厚い（まぁここにも劉りゆう学園長の外交力が影えい響きようしているらしいが）。中でも、日ひ替がわりメニューは、とにかくコスパがいい。量の確保が最優先の有斗は、必ずこれを頼たのむと決めている。

　本日の日替わりは、券売機の脇わきに置かれた立て看板によると特盛チーズハンバーグセット。小学生が好きそうなメニューを愛する有斗にとっては、今回は当たりだった。

　カノンから渡わたされているガマグチ（お小こ遣づかい）の中から料金を払はらって食券を買う。

　一方のカノンは、キャベツの胡ご麻ま和あえ、チキンソテー、ライスを頼む。

　トレイを持って受け取り口に並び、有斗はしみじみと言う。

「カノンも、小さいわりに結構食べるよね」

　げし、と足を蹴けられる。

「小さいわりには余計よ。ていうか……大きくなるためよ」

　カノンは語ご尾びを小さくしながら呟つぶやいた。どうやら、背が歳とし相応に伸びないのを気にしているらしい。しかし生あい憎にく、キャベツと鶏とりの胸肉が効果を出すのは身長じゃなくて、豊胸に対してじゃなかったか？　有斗は気づいてしまったが、指し摘てきはしなかった。

「そんなに気になるものかな。今のままでも、いいと思うけど」

「えっ？」と、カノンは目を丸くして有斗を見る。

「ん？」と、有斗も首を傾かしげる。

「っ……い、今、なんて？」

　そうカノンに訊きかれてハタと有斗は思い直す。今の発言は子供扱いにもとられかねないなと。

　そんなことでまた銃撃を受けるのも超ちよう再生の無む駄だ遣づかいなので、誤ご魔ま化かすことにする。

「え、ああ、いや。やっぱなんでもないや」

「え!?　ちょちょちょっと！　もう一度教えなさいよっ」

「あ、それよりほらカノン、料理来たよ」

「っ～～……！」

　カノンがなぜか納なつ得とくいかなそうに頰ほおを膨らませているのを横目に見ながら、有斗はそそくさと、カウンターに載のせられた料理をお盆ぼんに移す。いやあ、危ない危ない。

　それから二人用の、向かい合わせの席に座る。他の卓たくは半分ほどが埋うまっていた。

　いただきますの挨あい拶さつを済ませたあとに、有斗は、ナイフで切った肉の塊かたまりを舌の上へと載せる。焦こげ茶ちや色のソースから香こうばしい匂においが鼻び腔こうに広がる。自然と、感心が漏もれる。

　──うん、美う味まい。

　錬れん魔ま学園の学食は九割方当たりだ。よそでは食べられない至高の味をしているのは、ここにも「モノ」への干渉を得意とする錬金術のノウハウが生かされているからだろう。

　錬金術師の思想の根幹には、ひき肉にしろ、野菜にしろ、米にしろ、すべてのものがたったひとつの物質からできているという思想がある。『第一質料』と呼ばれるそれに、様々なエネルギーが割合を変えて作用することで万ばん物ぶつは作られる、という考えだ。

　よって錬金術は「化学」「医学」「天文学」ひいては「料理」だって、「すべての分野は第一質料の研究に繫つながっている」と論じ、あらゆる学問と交わることを拒こばまない。

　ただし、そんな錬金術が唯ゆい一いつ「異物」と差別する分野もある──

　食事をしているカノンの斜ななめ後方で、錬金術科の男子二人組がぼそぼそと囁ささやいている。

「おいあれ見ろよ……奇き才さいのカノンだぞ」

「ああ。気を付けろよ……あいつは学科はこっちだけど、本質は魔ま術じゆつ師し側だ。話を盗ぬすみ聞きされたら、俺らに不利に働くかもしれない」

　錬金術が差別視する、唯一の例外──それが魔術だ。

　錬金術は目に見える「物質主義」なので、目に見えない「精神主義」の魔術の思想を、理解も信しん頼らいもできない。さらに、魔術は錬金術と違って「血統修得」。血筋によってしか発現しない希少な才能のため、錬金術サイドが魔術を研究しようとしても解明は難しい。

　だから錬金術サイドは理り屈くつの通じない魔術を「得体のしれないエラー」と断ずる。

　そして一方、魔術サイドも──

「ねえ、あれを見て……カノン・フラメルよ」

「まあ。錬金術師の近くで食べると不ま味ずくなるわ。よそへ行きましょう」

　こうして錬金術を「道具に頼たよっている凡ぼん人じんの技術」と軽視するのだ。

　有斗は、錬金術師と魔術師両方から煙けむたがられている様子に、

「………………」沈ちん黙もくのまま、ついカノンの顔色を窺うかがった。

　しかし彼女は何も気にしていない様子で、ぱくぱくと鶏とり肉にくを口に運んでいる。

「あら？　あなた、まだ残ってるけどいらないの？　だったら私がもらうけど」

　なんて言って、細い喉のど元もとで肉を飲み下すカノンに、有斗はつい苦く笑しようを浮うかべる。あくまで好意的な苦笑を。

「普ふ段だんはあまりそう見えないけど……君は、すごい子だな」

「ん？　なにが」

「いや、なんでもないよ」

　錬魔学園は、錬金術師会と魔術師会の両陣じん営えいを繫ぐことを目的に掲かかげてもいる。

　だが、未いまだに二者のいがみ合いは強い。どころか、今回の《天使》が現れたことで緊きん張ちようが走り、余計に仲がピリついているようでもあった。

（……この状況を打破するためにも、学園の生徒が《天使》を捕ほ獲かくする意味は大きいな）

　と、有斗は改めて思う。

　そうして、ふたりが食べ終わろうかというタイミングで、食堂に取り付けられたスピーカーがガガガッと音を拾った。

『えー、愛すべき生徒諸君に連れん絡らくだ』

　緊きん急きゆうの学内放送。劉学園長の声だった。

『二年生は、ただいまから二〇分後に、北区のポイントＣへ集まってくれ。樂らく園えんの攻こう略りやく許可が市安保から下りた。繰くり返す、二年生は二〇分後に──』

　カノンが、有斗と顔を見合わせる。

「さあ、ついに来たようね」

「ああ──」

《天使》の真相に、やっと近づけそうだ。

　ふたりは頷うなずきあって、残りのごはんを急いで口にかきこんだ。




　有斗の運転する錬金バイク（錬魔学園の学生は特別授業を数コマ受ければ免めん許きよ取得可能）でふたりが移動した先は、学園から三kmほど離はなれた居住区画の端はしだった。

　そこに見えるのは、今にも周辺を吞のみこまんばかりに育った森だ。

　ツタが民家のブロック塀べいを原形が見えなくなるほどに覆おおい、巨きよ木ぼくの枝が窓ガラスを突つき破やぶっている。木と木、葉と葉、花と花が密集しあい、数十ｍ先が見えないほどに暗い。まるでその区画だけ数百年もの間、手入れされずに放置されたようだ。

　とはいえ、もちろん市が管理を怠おこたったせいではない。

　このエリアはもともと、普ふ通つうに手入れの行き届いた公園だった。

　それを変えてしまったのは、《天使》の残した《堕だ天てん病》である。

《天使》は《堕天病》によって土地すらも侵おかす。

　こうして発生したダンジョンを樂園と呼ぶ。その姿は洞どう窟くつ、砂さ漠ばく、暴風域など様々。

　さらに、内部には《堕天病》に罹かかった生命体「群衆ミニオン」が生息している場合もある。

　樂園や群衆ミニオンには特効薬《救済の剣けん》が効かず、樂園は放置していても自然に現状復帰はしないどころか拡大する。取り払わない限り人間の居住区は侵しん食しよくされ、じわじわと縮小していくことになる。樂園攻略も、学園の生徒たちに課せられたカリキュラムのひとつだ。

「でも、そんなに広い範はん囲いじゃなさそうね」

　森を見上げたカノンが、少し安心したように息を吐はく。

「これなら、核かくを早く見つけられそうかも」

　核──魔術用語では「天使の雫しずく」、錬金術用語では「第五元素体」などとも呼ばれる、見た目は鉱石に似た綺き麗れいなエネルギー体のことで、樂園は核を中心に発生している。そのため、核を壊こわせば樂園は消しよう滅めつする。

　そして、それだけじゃない。核には《天使》が記き憶おくを閉じ込めているともされる。

「記憶？」と、有斗が首を傾げる。

「一三年前にも《天使》の登場とともに樂園は現れたのだけれどね。そこで見つかった核を当時の錬金術師が解かい析せきすると、繊せん維いの中から記憶野のようなデータ領域が発見されたの。そしてそこからは、電波塔とうの映像が抽ちゆう出しゆつできた──」

　当時の人類は、まだその意味を誰だれも理解していなかったのだが、のちに《天使》の再出現した場所がミナトクだったことにより、核情報の有用性は有名になった。ミナトクには、日本で一番有名な電波塔がある。

「つまり《天使》は、自身の記憶に基づいて、思考して襲撃地点を決めているの」

「……超ちよう常じよう災害とはいえ《天使》には、ちゃんと頭脳がある、ということ？」

　尋たずねながら、その仮説は有斗の胸にすっと落ちてくる。あんなにも人間的な寂さびしい表情をする子なのだから当然だ。

「ええ」と、カノンは頷きつつ、しかし念を押すように続けた。「でも、前にも言ったけれど『思考する頭脳がある』からといって、そこに『人間らしい心がある』だなんて考えるのは早計よ？　むしろ冷れい徹てつな殺さつ戮りく者しやである可能性のほうが、よほど高いんだから」

「わかってるよ。過度な楽観視はしてないから」

　むしろ《天使》がどんな『人格』なのか──それを知るためにも調査が必要なのだ。

「私たちの今回の目的は、あくまで樂園に潜もぐって《天使》の思おも惑わくを探さぐること。ひとまずは、それにだけ集中しましょう」

　森の周囲の住民には既すでに退去命令が出ている。あたりには進入禁止柵さくも設けられている。有斗とカノンを含ふくむ二年の生徒は、ともにアスファルトの道路に腰こしを下ろしていた。

　生徒たちの正面に立って指揮を執とるのは、劉学園長だ。

「諸君、私の愛すべき生徒諸君。お集まりいただきありがとう」

　彼女は学内の最高権力者でありながら、むしろその権力を利用して、さまざまな授業に顔を出す。とくに校外授業となれば「生徒の規き範はんと安全を確かく認にんする必要がある」という建前でよく登場する（本当のところは、単純にデスクワークが苦手なので逃にげ出したいからだとのリークもある。というかカノンの証言である）。

「──諸君には、これから樂園攻略をおこなってもらう。今から資料を配るので目を通し、迅じん速そくに、かつ正確に頭に叩たたき込んでくれ」

　簡潔な指令とともに各生徒に回されたのは、一枚のＡ４用紙だった。





















▼樂園名『暗がりの森』

▼詳しよう細さい

　先日観測された《天使》失しつ踪そう後に、公園区画を侵食して現れた樂園。

　居住区画の一部を吞みこみ、生おい茂しげった森が円形に展開している。

　範囲はおよそ半径三km。しかし内部では空間が歪ひずんでいる可能性が高く、体感としてはもっと広大であることを前もって理解すべし。周囲の住民からは、獣けものの咆ほう哮こうらしきものを聞いたという報告も上がっていることから、凶きよう暴ぼうな群衆ミニオンの生息も予想される。

▼目的：「核」の破は壊かい。これをもって樂園を消去すること。

▼制限時間：授業が終わるまでの五〇分。ただし、帰き還かんに要する時間を考えて、二五分を経過した時点で引き返すこと。

※もし五〇分を過ぎても戻もどらない生徒がいる場合、教師が生徒の捜そう索さくにあたることとなる。樂園内部ではいかなる危険も起こり得る。細心の注意を払はらうように。








「──もちろん、核があるという情報も前例に基もとづいた推測に過ぎない。なにせ《天使》について確証のあることなど、ほぼ無いからな。ゆえに、皆みなわかっていると思うが、核の発見未発見にかかわらず危険が迫せまったらすぐに帰還せよ。《堕天病》蔓まん延えんの七日目まで時間はないが、かといって貴様らが犬死にする理由もない。くれぐれも気を抜ぬかないように」

「「はいっ」」と、カノンや有斗を含めた生徒たちが声を揃そろえる。

　それから生徒たちは立ち上がり、各おの々おの、装備の最終点検を済ませる。

　基本的には制服の確認だ。それは対魔・対錬れんを兼かねた対超常仕様の特殊生き地じだが、綻ほころびがあれば命の危機に関かかわる。また、錬金術師の場合、錬器のメンテナンスも重要になる。

　有斗は肉体そのものが錬金術発生装置なので丸まる腰ごしという、学内でも珍めずらしいタイプの生徒だが、カノンは腰のベルトと太ふと腿ももにつけた錬器のホルダーを入念にチェックしていた。

　ある程度進んだところで劉学園長が、全員に声をかけた。

「よし、それでは班分けをおこなおう。それぞれチームになってくれ」

　樂園攻略は能力テストとは異なり、命に関わることもある危険な「実戦」だ。前回、有斗たちが病院を襲しゆう撃げきした魔術師を捕とらえたときと同じように、チームに分かれて作戦に当たることとなる。この人選は作戦担当教きよう諭ゆに一任されるが、大体の場合、生徒には相あい性しようのいい固定メンバーがいるので、それに決まる。

　なお病院のときには「市民の避ひ難なん誘ゆう導どう」組と「犯人確保」組が別の隊として設けられていたが、樂園攻略の場合は目的が全員同じ「攻略」組となるため編成が多少異なる。各人に割り当てられる役割は《危険感知》《近きん距きよ離り戦せん闘とう》《遠距離戦闘》《支し援えん》《回復》の五種のうちいずれかだ。

　つまり最大で五人一組だが、とはいえ一人で二役以上を担当できる生徒がいたり、回復を担当できる生徒はそもそも希少だったりして、実際には三人一組ほどになる場合が多い。また、その中からひとりは担当の役目に加えて「指揮」も任せられるリーダーとなる。

　Ａ組の粗あら方かたに指示を終えた劉学園長が、最後に、有斗たちのもとにやってきて言った。

「ユウト、カノン。貴様らはいつもどおり二人一組ツーマンセルだ。堅実な侵しん攻こうに当たれ」

「了りよう解かい」「わかったわ」

　有斗とカノンは、これまでにも、たったふたりで実績を出してきた。そもそもはカノンが望んだことで、それを劉が実力を認めたうえで許可した形だ。

　有斗はその高い身体能力で《危険感知》《近距離戦闘》をまとめて担当し、カノンが錬金銃じゆうで《遠距離戦闘》《支援》を担当する。《回復》担当は不在だが、有斗の自己再生能力は変則的な意味では回復と言えなくもない。要するに、カノンに攻こう撃げきができるだけ当たらないように「肉の壁かべ」として立ち回れば、必要充じゆう分ぶんというわけだ。変に相性のわからない人材を班に投入するよりは効率的だろう。

「さて、それでだ」

　そうして、ふたりのもとからも離れた劉が次に声をかけたのは、

「──貴様はどうする？　アリス」

　Ｂ組の女子生徒、《叡智の結晶ベスト・ワン》青あお峰みねアリスに対してだった。

「わたしは……」

　彼女のまわりには友達のような生徒はいない。

　周囲数ｍをぽっかりと寂しくしている空白は、まるでアリスという存在自体が自分たちのクラスとは別物なのだと言っているような、Ｂ組の生徒たちの心情の表れにも思えた。

『なあ、青峰の奴やつ、また一人だぞ。可か哀わい想そうに……』

『ばか、自じ業ごう自得だろ。あんな死にたがりと組みたがる奴なんていないよ。普通にしてりゃ美少女なのに、勿もつ体たいねえよな……』

　などと言われているが、しかしそんな状じよう況きようでも銀ぎん髪ぱつの少女は至って平然とした顔で、すべてを受け入れるかのように劉学園長に答える。

「わたしは、ひとりで構わない」

　直立不動で学園長を見つめる青色の瞳ひとみは、瞬まばたきすらせずロボットのような印象を、また与あたえている。彼女は人が多い場面であるほどクールに振ふる舞まっているように見える。

「そう言うと思ったよ」と、劉は呆あきれたように、ふう、と息を吐く。「まあ、貴様の実力は及きゆう第だい点を軽く凌りよう駕がしているから止める理由はないが──」

　確かに青峰アリスはテストでも全ぜん項こう目もくランクＡを叩き出した秀しゆう才さいである。この結果は、学内の魔ま術じゆつ師しと錬金術師全体でもかなり上位の超常能力者であることを意味する。彼女がクラスから浮ういている理由の一いつ端たんは、その高すぎる能力にもあるだろう。ただまぁ……彼女の場合は、それだけじゃなくて性格も相当な難だとは思うが。

　劉学園長はアリスの肩かたに優やさしく触ふれ、告げる。

「とはいえ貴様は一人で頑がん張ばりすぎる節がある。無茶はするなよ？　魔術は強力な反面、自己の感情をコントロールし損そこなえば一転、自分を危険に陥おとしいれる技術なのだからな」

「わかっている」

「わかっていないから言っているんだよ、無む鉄てつ砲ぽう少女」

「……わかっている」

　と、アリスは劉の手を払う。そんな優しさは必要ないと言わんばかりに。

　はぁ、と劉が再び嘆たん息そくするが、それにもアリスの考えは揺ゆるがないようだった。

　アリスは、むしろ劉をそっちのけに、視線をずらした先にいる人物を気にかけた。

　有斗だ。

　劉の身体からだを挟はさんで、じっ──と何かを訴うつたえるような薄紫の目。それから薄うすい唇くちびるが動く。

「チシオ・ユウト。あなたには、負けない」

「いや。だから勝ち負けじゃないんだけどね？」

　アリスは有斗の答えを無視して、ふいっとそっぽを向く。それから彼女は森の入口の手前、もっとも最前線にポジションを陣じん取どり、侵攻開始の合図を待った。

　有斗はその様子に困って頭をかく。

　カノンがあくびをしながら、両りよう腕うでと背中をぐーんと伸のばしている。

「ま、別に気にしなくていいと思うわよ？　あなたの言うとおり勝ち負けじゃないし──それに、あの子はひとりだけれど私たちはふたり。私たちのペースで進んでいけば、あの子よりも結果を出せるでしょう」

　確かに。一いつ緒しよに戦える仲間がいるというだけで、心強いものだ。

　有斗は、今にも森へと飛びだしそうなアリスの背中を見つめながら、ふと思う。

「……でも、そもそもアリスは、なんであんなに勝ち負けに必死なんだろうな？」

「え？　そりゃ、私たちが錬金術師側の有名人だからじゃないの。錬金術師会と魔術師会の仲は悪いし」

「いや、それはわかるけど」

　でも、彼女の本質は、そういうことでもない気がする。なぜなら、

「魔術って感情が大事なんだろう？　同級生への敵対ライバル意識だけで、そんなにモチベーションを保てるものかな」

「……ああ。言われると確かに、不思議ではあるわね」

　カノンは顎あごに手を当てて呟つぶやく。

「──なにか、個人的な理由があるのかもね。どうしても、あなたに勝ちたい理由が」

　けれど、その理由はわからないままだった。

　やがて生徒たち全員が森の入口に並ぶと、劉が告げる。

「では、愛すべき諸君──武運を祈いのる」

　その合図でいっせいに、生徒たちが樂園へと侵攻を始めた。
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　青峰アリスは、暗がりの森を、スケートリンクでも滑すべるかのように駆かける。

　その白くてスラリと伸びた足元には、青い魔ま法ほう陣じんが展開している。

　そして腰の両りよう脇わきからは、剣けんの鞘だけが一本ずつ、ぶら下げられている。

　魔術師は術の行使に道具を必要としないことを誇ほこりとするため、その多くは装備を恥はじる。しかし本当に優ゆう秀しゆうな魔術師の中には、力を最大限に引き出すためにそれを持つことも厭いとわない者もいる。アリスの鞘には剣が収められておらず、中は空くう洞どう。そして節々に細かな切れ込みが入っている。これらが「空気の流れ」を微び調ちよう整せいし、高速移動を可能とする、いわばツバメの尾おに近い作用がある。

　アリスの蹴けった地面は唸うなる爆ばく風ふうによってバオウ！　と轟ごう音おんを立てて爆ばく発はつ四散し、そのエネルギーを推進力に変える。地上数cmの位置を跳とび、着地と同時に、また次の足で地面を蹴る。それを繰くり返して進む。

　優秀なアリスでも、樂園攻こう略りやくの経験は今までにない。市内の樂園は一三年ぶりに現れたのだから当然だ。しかし問題もない。核かくに近づく方法は理論上シンプルだ。より危険な方へ進めばいい。樂園は核を中心として展開しており、その核は《天使》の膨ぼう大だいなエネルギーを凝ぎよう縮しゆくしたものだとされる。つまり超常的存在が濃こくなっている方向にこそ核はある。

　枯かれ枝えだを踏ふみつけ、自分の膝ひざほどまでに伸びた草をかき分け、奥へ奥へと進む。《天使》の懐ふところとも言える、樂園の深くへと侵攻してゆく。と、ある程度進んだところで、

「きゃあ!!」

　──生徒の悲鳴が、聞こえた。

　アリスはとっさに直進していた足にブレーキをかける。

　顔をパッと、声のした方、右斜ななめ前方へと向ける。

　そして今度は迷いもせずに、そちらへと地面を蹴った。

　声のもとには、すぐに辿たどり着いた。そこでアリスが目もく撃げきしたのは、得体のしれない化物と、それに襲おそわれるクラスメイトだった。

　湿しめった土に、うつ伏ぶせに倒たおれた男子生徒が二人折り重なっている。彼らはすでに気を失っているようだ。その近くにもうひとり、まだ意識のある女子生徒が尻しり餅もちをついている。

　どうやら腰こしを抜かしているらしく、戦せん闘とうができる状態じゃない。

「ひっ、こ、こんな強力な群衆ミニオンがいるなんて……どうしようもないよ……！」

　彼女は恐きよう怖ふのあまり、アリスの到とう着ちやくに気づいていないようだ。その怯おびえた顔が顎を上げて怯えた視線を向けた先には、彼女らを襲った犯人がそびえ立っていた。

　体長三ｍはあろうかという巨きよ大だいな、真っ白な体毛の──熊くまに似た「何か」。

「ギガガ、グゲロベラララ……！」

　言語にはなりえない不気味な唸りを上げる口元からは、湯気のように白い息が漏もれ出ている。さらに、よく見れば毛の一本一本が水すい晶しようのような鉱物でできていて、物理攻撃に対する耐たい性せいが高そうだと見て取れた。

「群衆ミニオン……」と、アリスは憎にく々にくしげに奥歯を嚙かむ。

　地球の生態系には本来生息しない、《天使》が生み出した怪かい物ぶつだ。

　樂園内部に現れるオブジェクトは完全なランダムでなく、大きく二種に分類される。

　ひとつは、もともとその場にあった物質が《堕だ天てん病》により強化・凶きよう暴ぼう化されるパターン。たとえば植物が異常に繁はん茂もしているのは、この地が公園だったことに由来する。

　もうひとつは核が持つ内部データ──つまりは《天使》の記き憶おくから抽ちゆう出しゆつされるパターンだ。公園に熊がいたとは考えにくいので、今回の群衆ミニオンは、記憶由来の生命体だろう。

　いや、正確には生命ですらないのかもしれない。

　魔術師の世界では、遺伝子操作やクローンといった人工的な生命──「神の領域」に踏み入るような行こう為いを「黒魔術」と呼んで禁きん忌きとし嫌けん悪おする。それは群衆ミニオンに対しても同じで、だから魔術師界かい隈わいでは、これらを別の蔑べつ称しようで呼ぶ派は閥ばつもある。

　魔なる物という意味で『魔物』と。モノ──つまり生物として認めないという意味だ。

　グゲラァアア！　と、巨熊は丸太のように太い腕うでを振り上げ、目の前にへたり込んでいる女子生徒へと鋭するどい爪つめを叩たたきつけようとする。

「たっ、助けて……！」

　女子生徒が誰だれでもない誰かに縋すがるように声を震ふるわせて、たまらず目を瞑つぶった。

　その瞬しゆん間かんだった。

　──バオウ!!　と、轟音とともに爆風が吹ふき抜ぬけた。

　女子生徒の長い髪かみがぶわっと風にうねり、そしてゆらりと、また肩にかかる。

　一時の静せい寂じやくがあった。

　女子生徒の身体に恐おそろしい爪は、まだ襲いかかってこない。いつまでたっても、その衝しよう撃げきはない。それを疑問に思い、女子生徒が恐る恐る瞼まぶたを開ける。

　すると目の前にあったのは大量の血で全身を赤に染める、アリスの背中だ。

「ひゃっ!?」と、しゃっくりみたいな声を上げる女子生徒。「──あ……青峰、アリス？」

　それにアリスは振り返り、いつもと何も変わらない冷えた表情で言った。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　アリスの眼球の中心には、よく見れば小さな魔法陣が浮かんでいる。力の強い魔術師は、こうして空間だけでなく身体のどこかにも陣を浮かべる。

　その神秘的な瞳を見つめながら少女は、

「えっ？　……あ、うん……でもっ、あなたは──」

「心配はない。これはわたしの血ではない」

　言った直後、アリスの前方にそびえていた巨熊がドシィイン!!　と前に倒れ込んだ。その重量に地面が震しん動どうし、石ころが跳はねて女子生徒の足元に転がってくる。

　その石は、血に塗まみれている。

「あ……」

　そこで女子生徒は、倒れた熊の姿をアリス越ごしに見て、やっと事態を把は握あくした。

　熊の胸には、まるで大たい砲ほうにでも撃うち抜かれたように巨大な穴が空いている。

　そして見上げれば、アリスについた血は、右みぎ腕うで、特に拳こぶしに集中している。

　午前にあった能力テストには女子生徒も参加していた。そのときにアリスが出した演習場全体を震わすような轟音を、女子生徒は反射的に思い出す。

「あなたが……助けてくれたの？」

「そう」

　まるで何でもないことかのように返すアリスの首元で、鎖くさりとタグがチャリンと揺れた。

　魔術師会は魔術師たちに、常時「級章ランクタグ」を首から下げることで階級を主張するよう義務づけている。基本的には、位とプライドの高い者が驕おごるためのシステムだ。

　階級はＡ～Ｅ、１～３の一五段階。Ｃ級にもなれば、銃じゆう弾だんと対等以上に戦えるため、充じゆう分ぶんに一いつ般ぱん戦闘員としての価値がある。錬魔学園の学生はほとんどがこのランクだ（学園で行われる能力テストのランク基準も、魔術師会が設定したこれをベースにして作られた）。

　そして級のあとには、個人個人に与あたえられる自分だけの「魔術名」が刻まれている。

《叡智の結晶ベスト・ワン》青峰アリスの、級章ランクタグに示された文字は「A2:Air」。

　Air──その意味は「大気」だ。

　アリスは歴史上でも数えるほどしかいない、『真理』に到とう達たつした超常能力者である。並みの魔術師では三つまでが限界とされる計六の風系統魔術──「移動」「風化」「酸化」「膨ぼう張ちよう」「裂れつ空くう」「真空」──を、すべて会え得とくしている。

　風を足先に集めれば、ロケットスタートのような推進力を得る。拳に集中すれば、一ｔを超こえる打だ撃げき力りよくを生む。もちろん、それだけでは身体からだの他部位が反動で吹き飛んでしまうので、腰の鞘をバランサーとして逆ベクトルの風をエアバッグのように機能させ、自身を守ってもいる。高出力かつデリケートな高等技術だ。

　アリスの肩かたまでの銀ぎん髪ぱつが、ふわり、と風に優やさしく揺れ、滴したたっていた血を綺き麗れいに払はらった。その様は、まるで天上から舞まい降りた戦いくさ天使にも見える。

　女子生徒は、血ち塗まみれの天使に見み惚とれている自分にハッと気づき、それから自然と口を開いていた。「──あ……ありがとう」

「礼には及およばない。無事でよかった」

　アリスが、ほんの少しだけ頰ほおを緩ゆるめた。それは肩の力が抜けたような、安あん堵どの微び笑しよう。

　クラスメイトが生きていてよかったという、慈じ愛あいの微笑ほほえみだ。

　でも、それも一瞬。すぐに感情の見えないロボットみたいな表情に戻もどって言う。

「さあ、ここに留とどまっていてはまた群衆ミニオンが来るかもしれない。落ち着いたら、仲間を起こして引き返した方がいい」

「う、うん……」

　女子生徒が頷うなずくのを確かく認にんすると、アリスはまた森の奥へと視線を戻す。

　再び足元に青い魔法陣を顕けん現げんすると、その風に乗って先を急いだ。すっかり足あし腰こしに力が入らなくなってしまった女子生徒は、その背中をぼんやりと見つめていた。




　女子生徒のもとから離はなれ、ひとりに戻ったアリスの表情は、いつもの淡たん白ぱくなものではなかった。木々の間に蔓延はびこる闇やみへと視線を向けて、不快そうに、少しだけ目を細める。

「みんなを傷つけるなんて……許さない」

　そう呟くと、限界まで速度を上げた。
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　──世界を滅ほろぼすヒロインは、闇の中でひとり、寂さびしそうな目をしていた。

　そんな《天使》の内面を表しているかのような森の中だと、有斗は思った。

　木々は生おい茂しげっているが、だからこそ地上に届く日光は乏とぼしく、薄うす暗ぐらい。

　だが、こんなにも不気味な森なのに、あのアリスという少女は逸いち早はやく駆け出して一瞬のうちに森の深部へと進んでいった。その背中は数秒のうちに、すっかり見えなくなった。

「あの子、凄すごいな。全然臆おくしてない」

　思わず声を漏らす有斗は、皮ひ膚ふをぴりぴりと刺し激げきされているような感覚に緊きん張ちようし、つい足を止めていた。得体のしれない領域に踏み入ったせいで動物としての危機察知が働いているのだろう。ホムンクルスになったことで、こういうアンテナは鋭さを増していた。

　カノンは有斗の脇わきを、アリスとは異なり草と土を確かめるような慎しん重ちようさで歩いている。

「制限時間を意識するのはわかるけれど、樂園の構造がわからない最初から、あれだけ猛もう進しんするのはさすがに危険だと思うけれどね」

「ああ。無茶して怪け我がをしなきゃいいけど」

　有斗が恐る恐る歩き出しながら、無意識に呟つぶやくと、振ふり向いたカノンに笑われる。

「それを、いつも怪我してばっかりのあなたが言う？」

「ん？　いやまあ、俺には超ちよう再生があるから」

「でも怪我をしたら痛いのは一いつ緒しよ、とも言ってなかった？　最初の任務のときかしら」

「や、そりゃもちろん、そうだけど……」

　そう、だから、きっと超再生がどうとかじゃない。有斗は、ただ他人が傷つくことを良しとせず、反して自分のことは軽視する。この性格はもはや魂に染みついた習性だ。

　カノンは呆あきれ半分、不満半分といった様子で鼻息を漏らす。

「あなたには、私の最終兵器として、自分を大切にする気持ちが足りないようね」

「っ……それこそ君が言う？　俺が呼ばれて最初に、どこに突つっ込こまされたか覚えてる？」

「ばかね。私があなたに無茶させるのはいいの。でも、あなたが勝手に傷つくのはだめ」

「えぇ……？　わがままだなあ」と、有斗は思わず苦笑する。一体どこの暴君だ。

「当然でしょ？　あなたは私の『物』なんだから」

「あーはいはい、そうだね」

「ええ。そうなのよ」

　カノンはなぜか嬉うれしそうに、小こ悪あく魔ま的に微笑んでから、さ、行きましょ、と森を進む。




　最初に遭そう遇ぐうした違い和わ感は、ガラス張りの円柱だった。

　試験管。それが有斗の第一印象だった。内容量を計るためのメモリもついている。

　ただしサイズは人が入れるくらいに大きい。一体なんの用よう途とに使う物なのか、有斗にはさっぱりわからなかったし、森の中に突とつ然ぜんぽつんと置かれているのも違和感しかない。

「《天使》の……個人情報から発生したものかな？」

　有斗の疑問に、カノンが答える。

「でしょうね。でも、なんだか変わってるわね」

　カノンは歩み寄り、自分の背よりも高いそれを見上げると言った。

「──うん、間ま違ちがいないわ。これは主に生物改変系の錬れん成せいに使う、大型錬成管よ」

「生物改変系って？」

「有名なところではキメラね」

「キメラ？」

「同一個体内に『異なる遺伝子』を持つ生命のことよ」

　それはホムンクルスと同じく、物語においてはファンタジー作品で有名な名前だ。

　キマイラとも呼ばれ、日本ではライオン、山や羊ぎ、猿さる、蛇へび、蠍さそり、蝙蝠こうもりなどを繫つなぎ合わせた怪物としてのイメージが強い。

「キメラがホムンクルスと大きく違う点は、禁忌の生命ゆえに刹せつ那な的な寿じゆ命みようしか持たないってところ。ヨーロッパの伝承に出てくるミルメコレオなんかもそうね。だから存在してはいけない命の象しよう徴ちようとも言える」

「……その、禁きん忌きの命を作るための道具がどうして《天使》の記き憶おくに？」

　一三年前の《天使》は電波塔とうを樂園に顕現し、その後、実際に電波塔を襲しゆう撃げきした。

　ならば今回の《天使》は錬れん金きん術じゆつ組織を潰つぶそうとでも、しているのだろうか？

「錬金術師会を狙ねらっているのだとしたら、確かに常人には不可能な大犯罪だけれど。ただ問題は、こんな大型の錬成管は最近じゃ錬金術師会さえ所有していないはずってことよ」

　生物改変の実験は、国際法で禁止されているの、とカノンは言った。

　なおホムンクルスはそこに含ふくまれない。ホムンクルスの実験はあくまで肉体をゼロから錬成し、そこに人格をダウンロードしているだけで、生物を改変してはいないからだ。

　そして最近の錬金術師会は、違い法ほうなキメラよりも合法なホムンクルス開発のほうに注力していた実情がある。だから、この錬成管を所有しているはずがないという。

「じゃあ《天使》の狙いは、錬金術師会じゃなくて……もっと別の研究者とか？」

「まぁ個人の研究者というよりは、おそらく組織ぐるみでしょうけれどね。でも、それよりも気になるのは《天使》の記憶データに、これがあるということ、その事実自体だわ」

「ん？」

「記憶があるということは《天使》はこれに見覚えがあるということでしょう？　でも電波塔みたいなランドマークならまだしも、組織内に隠かくされているだろう錬成管を目もく撃げきする機会が《天使》にあるとは思えない。彼女はいつどこで、こんなものを見たのかしら？」

「…………なるほど」

　組織の内部に入るなんて、その組織に所属している「人間」でなければできそうにない。

《天使》に関する謎なぞは、深まるばかりだった。




　ともあれ足を止めるわけにもいかないので、有斗たちは、ひとまず大型錬成管を放置して先へ進む。と──踏ふみ出した、その一歩目だった。

　有斗の足元で、カチリと。森には似つかわしくない機械音がした。

　直後、ウィーオン！　ウィーオン！　と警報音のような耳みみ障ざわりな高音が木霊こだまする。

「うおっ？」

　有斗は反射的に後退する。同時に、森の奥から警報に導かれるようにして木々の隙すき間まから飛び降り、有斗たちの周囲を取り囲んだのは、奇き怪かいな形状をした猿の群れだった。

　白い毛に包まれ、それぞれが顎あごと牙きばを通常の倍ほどに発達させた怪物──群衆ミニオン。

　その数は六匹ぴき。カノンが身構える。

「これはまさか……トラップ？　嫌いやらしい小細工を──」

「ヴキィイオ！」と、怪かい猿えんの一匹が有斗の喉のど元もとをめがけて飛びついてくる。

「くっ、こいつ！」有斗はその顎に横からの拳をヒットさせて払う。が、休む暇ひまもなく残りの五匹が覆おおいかぶさるように有斗を襲おそった。「──なんで俺ばっかなんだよ!?」

「ナイスよ有斗。さすが肉の壁かべ。きっと私の作った完かん璧ぺきな肉体が美お味いしそうな匂においを発しているのね」

「言ってる場合か!?　支し援えんを頼たのむ！」

「はいはいわかってるわ。今助けてあげるから、そのままじっとしててね──」

　カノンが腰こしに手をやった。そこにはホルダーがある。中に収まっているのは錬成管入りの四連式リボルバー。カノンは魔術師と錬金術師の両親から才能を引き継ついだ奇き才さいだ。ゆえに扱あつかう弾だん丸がんは普ふ通つうの錬成管とは違い、彼女自身の「魔術」を封ふうじ込めた特性弾である。

　カノンは照星フロントサイトを、猿に襲われて身み悶もだえる有斗に合わせると躊ちゆう躇ちよなく引き金を引く。撃鉄が錬成管のコルク、試験管の蓋ふたとなる部位を叩たたく。途と端たん、そこに描えがかれた円形の小型魔ま法ほう陣じんが美しいエメラルドグリーンに発光する。銃じゆう口こうから光の線が伸のび──

「発動なさい、《皇帝灯アレキサンドライト》」

　──その光は有斗に被ひ弾だん。

「痛いってえ!?」

　直後、有斗を中心に、緑色の電流がヴォン！　と、球オーブ状に展開した。

　まるで電気の包ほう囲い網もう。その有効範はん囲いは有斗を顎や腕うでで押さえていた猿たちにも及ぶ。

「ヴギャウ!?」

　いくら群衆ミニオンの怪猿と言えど肉体構造は動物をベースにしている。ならば脳からの指示は電気信号によってなされる。シナプスを乱された怪猿たちが悲鳴を上げて有斗から跳とび退のいた。着地した怪猿たちは慌あわてて、警けい戒かいするように距きよ離りを取る。

　やがて電気のオーブが元に戻ると、有斗は苦く笑しようを浮うかべる。

「痛ててっ……他にやり方はなかったのか！」

「超再生があるからいいでしょ？　さっき自分でも言ってたじゃない」

「自分で自分を傷つけるのはいいけど、人に利用されるのはまた違うだろっ」

「わがままねぇ」

　と、カノンが嬉しそうに微笑ほほえむ。ドＳである。

　有斗が巻まきぞえのダメージを喰らうのは、これが初めてではない。カノンの戦術は一いつ貫かんして有斗を利用することに徹てつしている。ほぼ不死身の肉体を持つ有斗を中心に、こうした範囲攻こう撃げきを展開すれば、自おのずと有斗よりも敵へのダメージを稼かせげるからだ。

　とはいえ有斗からすれば気持ちのいい感覚ではない。
















「っ、痛いのは嫌だ。早めに終わらせるぞ」

「ええ、今の隙すきよ」

　有斗は窺うかがう姿勢の怪猿たちを睨にらむと、自身の右手の親指を口元に持っていく。

　そして──その皮膚を歯で、カリッと軽く嚙かんだ。

　ホムンクルスの有斗には、特とく殊しゆな能力がある。

　有斗の肉体は、いわば『生きた巨きよ大だい錬成管』だ。体内機関で錬成の基き礎そとなる空気・水・土・火薬を自家精製できるようになっている（有斗が常人よりも食事を多く必要とするのは、この理由に起因する）。そして拳こぶしを握にぎり込むことを合図に、それらを消費して三種の機能を使いわける《小規模な奇跡ワンハンド・マテリアル》という機構を持つ。

【gear：Lead鉛】超再生。

【gear：Mercury水銀】光学迷めい彩さい。

【gear：Gold黄金】万ばん象しよう分解。

　デフォルトではLead鉛に設定されていて、時と場合に応じてMercury水銀と切きり替かえる。

　そしてGold黄金は、もっとも使用頻ひん度どの低い奥の手だ。まだ実験段階のため「効果範囲が、他の二つが全身なのに対して右手だけに限られる」「一秒あたり熱量にすると一〇〇〇kcalキロカロリー単位で消費する」など制限がキツく、今のように敵がわかりやすく並んでいて一いつ掃そうできるタイミングに使うのが望ましい。

　ただし、そのぶん効果は強力だ。触れたあらゆるものを分解する。

　物質だけではない。火のような化学現象ですら熱と光に分けて四散させる。

　有斗が嚙んだ指先から血が一筋垂れた──それがGold黄金発動のサインだ。指から手、腕、肩かた。黄金こがね色いろの光が電気エフェクトのように、有斗の全身を走る。みるみるうちに体内のエネルギーが消費されてゆく感覚がある。

　すぐさま有斗は、靴くつの爪つま先さきをトン、と打ち鳴らす。怪猿がぴくっと反応し、視線を足元に向ける。その瞬しゆん間かん、有斗の姿は怪猿たちの視界から消えている。

　直後、目で追えない速度での衝しよう撃げき波は。有斗を取り囲んでいたはずの怪猿たちが「ギャウ!?」と、プラグジャックを繫いだときのノイズのような悲鳴を上げて四方へ吹ふっ飛とぶ。それぞれ顎、腕、腹部などを、まるでハンマーで砕くだかれたように──いや、もっと微び細さいに分解されている。宙を勢いよく数ｍは飛んだ怪猿たちは、木の幹に背中を打ちつけると、ズルリと引きずられるように地面に落ちて動かなくなった。

　先ほどまで有斗がいた地点には舞まう木の葉と砂すな煙けむり。

　それが晴れると中心には、一歩も動いていないように見える有斗がいる。ただし拳には怪猿たちを屠ほふった赤い血の跡あとがある。早はや業わざだ。でも、その血すらもすぐに分解され消える。

　染しみひとつない拳を解き、手をぷらんぷらんとさせながら有斗が苦笑した。

「動物虐ぎやく待たいで訴うつたえられたりは、しないよね？」




　先ほど有斗が踏んづけてしまった罠わなを見ると、男の子のおもちゃで見る変身ベルトのような形状をしていた。派手なカラーリング。丸っこいバックルを押し込むと、それが警報のスイッチになるらしい。

　有斗はカノンを見る。

「子供が公園に置き忘れたおもちゃが《堕だ天てん病》に罹かかった、とか？」

「うーん、さすがにそれは違うでしょう。都合がよすぎる」カノンはリボルバーをホルダーにしまいながら言った。「普通、ベルトって身に着けて行動するものじゃない？　公園に持って出るほどのお気に入りなら、なおさら」

「まあ、そうか。ならこれも《天使》の記憶から抽ちゆう出しゆつされたオブジェクト？」

「そうなるわね。しかもオブジェクトとして生まれるってことは、それなりに強く《天使》が記憶していたってことになるのだけれど……」カノンが肩をすくめる。「──子供のおもちゃが《天使》にとって重要なファクターって、意味不明よね」

「それだけ強く残るってことは案外、持ち主本人なんじゃないか？」

「《天使》がおもちゃの？　そんなばかなこと」と、カノンは笑う。

《天使》は一いつ般ぱん的に超ちよう常じようの一種とされる。おもちゃで遊ぶような人間的な存在じゃない。

　もちろん、有斗も本気では言っていない。《天使》がなんらかの感情を持っていそうだとは思うが、だからといって男の子向けの変身ベルトは似合わない。有斗が見た《天使》は、そもそも少女だった。

　結局わけがわからない、という答えだけがわかって、さらに先に進むことにした。

　だが進めば進むほど、さらに意味不明なものが待ちうけていた。

　約二〇分間。罠に阻はばまれ、奇怪な群衆ミニオンに迎むかえ撃うたれながら、より魔ま力りよくの濃こい深部で見たのは、女の子が好みそうなおもちゃの化粧道具コンパクトを模した大口のミミック。高校受験対策の問題集を積み重ねてできた書物のゴーレム。ほかにも年ねん齢れい、性別がばらばらな子供たちが持っていそうな道具の数々だった。

「……ここまでくると本当におかしいわね」

　と、カノンがたまらず言った。

「──私たちは《天使》を超常的な存在だと思っていたけれど……」

　言葉に迷うカノン。でも、その先に続けようとした言葉は有斗にもわかった。代弁するように有斗は呟つぶやく。

「ああ。あまりにも『人間の日常』に近すぎるな」

　どういうカラクリかはわからないが、この調査結果は不気味だ。

　まるで《天使》は人間だ、とでも言っているみたいじゃないか。

　でも、万が一そう仮定したとしても──別人の私生活を切り取ったみたいに一貫性がないのはどういうことだろうか？

　それから、やはり子供じみた、カードゲームの罠を潜くぐり抜ぬけたところで腕うで時ど計けいを確認した。そのころには劉から言われた帰き還かんのタイムリミットまでは、あと数分しかなかった。

「どうする？　引き返す？」カノンが困った様子で言う。

「──たった三kmのはずなのに、思ったよりも迷う構造になってるわ。おそらく《天使》が空間を歪ゆがめているから、ある種の異次元になってしまっているのだろうけれど」

「確かに、この調子だと核かくがあとどれくらいで見つかるかもわからない、か──」

　そう有斗が返して、堅実に帰還を考え始めた、そんなときだった。

　木々を搔かきわけた道の先、暗かった森の奥に今までにはなかった開けた土地があるのが見えた。そこにだけ日光が差し込む様子は、周囲の森とは明らかに様子が違ちがう。

「あっ。でも言ってる間に、ゴール地点っぽいかも？」なんてカノンが頰ほおを緩ゆるめる。

　有斗も自然と安あん堵どする。

「ああ、やっとか……せっかくだし、あそこに核があるかだけ確認しに行ってみようか」

　そう返した直後──しかし、これまでとは比べ物にならないほど大きく禍まが々まがしい咆ほう哮こうが森中に響ひびいた。「「え？」」と、ふたりは日光に目を細めて、道の先を見る。

　そこにはキラキラと光る湖。それと、そこから頭を覗のぞかせるビルほどの巨きよ大だいな群衆ミニオン。

　そして、群衆ミニオンの攻こう撃げきを受けて地面に倒たおれている──銀ぎん髪ぱつの少女がいた。





４






　あらゆる罠と、あらゆる群衆ミニオンが青峰アリスの行く手を阻んだ。

　しかし、そのすべてをアリスはたったひとり、誰だれにも頼たよることなく攻こう略りやくしていた。

　がむしゃらに突つき進んだため、敵から攻撃を受けたり枝に引っ掛かけたりで全身に小さな裂れつ傷しようができている。年とし頃ごろの少女には似つかわしくない傷だがアリスは一いつ切さい気に留めない。ロボットのように感情の表に出ない表情で、ただ進む。

　アリスにとって《叡智の結晶ベスト・ワン》青峰アリスは弱音を吐はいてはいけない存在だった。

「こんなもの……みんなが受けた苦痛に比べたら、全然大したことない」

　呟く言葉が指しているのは、クラスメイトのことだけではない。

　凄せい惨さんな過去を思い出し、自分を奮い立たせた。

　そうして《叡智の結晶ベスト・ワン》は、誰よりも早く森の最さい奥おうに到とう着ちやくした。

　密林から開けたスポットに出ると、そこだけは天を覆う木の枝がない。平へい坦たんな土地に運動場ほどの広さの湖が広がっている。光を受けてきらきらと輝かがやく湖面が眩まぶしかった。人類の敵が作り出したとは思えないほどに美しい、聖域のような場所だ。

　湖の真ん中に視線を向ける。水みな面もから数センチ離はなれて空中には、バスケットボールほどのサイズの、青い宝石のような珠たまが浮いていた。

　樂園の核。

　しかし、それを壊こわそうと駆かけ出した瞬間、湖の中からザバアアアアア！　と、巨大な影かげがせり上がってきた。




　核は耐たい久きゆう性が低い。アリスの「風」を使えば一いち撃げきで砕けるほどに、かよわいはずだった。でもアリスはそれをできないままに、到着から一〇分が経過しようとしていた。

「ｇｒｊｊｋｋ……！」

　進しん撃げきを止めているのは、他とは段だん違ちがいに巨大で、そして桁けた違ちがいに禍々しい群衆ミニオンだった。

　そいつは核を守護するように湖から、せり出ている。体長は見えている部分だけでも五階建てのビルほどはある。そして《天使》が記き憶おく情報をいくつも混ぜたからだろうか、ぬめぬめとした脳のう味み噌そ型の肉につ塊かいが中央にあり、そこからトカゲの尾お、蛙かえるの足、子供向けのプラモデルみたいなロボめいた腕うでまでもが触しよく手しゆのように何百本と生え、猛もう禽きん類るいの嘴くちばし、犬の顎あご、人間の唇くちびるが体表で大口を開けて奇き妙みように蠢うごめいている──それは既き存そんのどんな生物とも似ていない、まさに魔物と呼ぶにふさわしい容よう貌ぼうだ。中でもファンタジーにおけるキメラ、しかも、その失敗作と言われれば、一番しっくりくる。

　そして魔物は、どうやら湖の水を操あやつる能力を持っているようだった。

　湖に、円の中に三角形を描えがいたような紋もん様ようが浮うかぶと、その不思議な力によって吸い上げられた水流がハンマーのごとくアリスへと放たれる。

　アリスは風を一か所に集めて撃つ「不可視の弾だん丸がん」で、それを押し返す。

　群衆ミニオンが水流を操って攻せめると、アリスがそれを捌さばく。しかしアリスが創つくり出す風の刃やいばも水のカーテンに阻まれて群衆ミニオンには届かない。

　風と水なら相あい性しようは良くも悪くもない。そして《天使》の思念の残留物である群衆ミニオンが手て強ごわいことも予想していた。戦せん況きようが拮きつ抗こうするのに驚おどろきはない──ただ、アリスが動どう揺ようしたのは、もっと他の視点からだ。アリスは顎から汗を滴したたらせながら呟く。

「あの水に浮かんでいるのは……まさか、魔ま法ほう陣じん？」

　魔法陣は、魔術を行使したときにしか現れないはずだ。それを群衆ミニオンが顕けん現げんしたということは、つまり《天使》の力は魔術ということだ。そして魔術というのは一三年前の《天使》後に、人々が発現した能力である。なら、ここまでの情報を整理すると、つまり──

（魔術とは……《天使》の力が人間に移ったもの、ということ？）

　もちろん、たったこれだけの現象で言いきれはしないけれど。でも事実だとすれば魔術師であるアリスにとって少なからずショックだ。もしも公表されればアリス以外にも──特に魔術師じゃない人々は、魔術というものに抵てい抗こうを覚える層が増えそうだ。今、錬れん金きん術じゆつ師し会と利権を争っている魔術師会にとっては世論を敵に回す不利な要素になるだろう。

　なんて考えてしまい、それを自覚したアリスは、

「……いや、だとしても今はそんなことを考えている場合じゃない」

　慌あわてて、その思考を切り捨てた。動揺が魔術の出力を下げてしまわないよう思い直す。

「少なくともわたしは、《天使》なんかとは違う。わたしはみんなを守るために、この力を使う。それだけのこと……」

　力の価値は使う者が決めるのだ。アリスは何度めかとなる腕時計の確かく認にんをする。

　既すでに劉から言われたタイムリミットは二分ほど過ぎている。このままだと時間内に帰還するのは難しいかもしれない。そもそも無事な状態で帰還できるかもよくわからない。

　けれど。

「わたしは、ここで諦あきらめるわけにはいかないんだっ！」

　珍めずらしく感情を発はつ露ろさせ、アリスはひとり、奥歯を嚙かむ。

　──ここまでくれば、倒しきるまでやってやる。

　直後、拮抗した戦いに焦じれたのは群衆ミニオンも同じだったのだろうか。肉塊の魔物は最後の詰つめと言わんばかりに、今までよりも一段と強い、森中に響き渡わたるほどの咆哮を複数の口から上げた。同時に湖から水柱が何本も、まさに触手のようにうねって空に打ち上がる。

　しかし合わせてアリスも仕し掛かけていた。青い魔法陣を足元に顕現し跳ちよう躍やくすると、まるで空中を歩くように風を蹴けって、高みの肉魂へと接近する。

　落下してきた水柱の一本がアリスを頭上から叩たたきつけようとするが、そこまでは予測の範はん囲い内だ。アリスは頭上にも魔法陣を展開。すると、その表面に触ふれた水流がジョワッ！　と、一いつ瞬しゆんで蒸発する。

　真空──水は減圧された環かん境きようでは沸ふつ点てんが下がる。そこに旋せん風ぷうによる運動エネルギーを利用して熱量を生むと、水分は常温でも沸ふつ騰とうする。

　この戦術はどちらかというと、錬金術師が得意とする「理論」に基もとづいたものだった。

　魔術とは感情次し第だいで、時に物理法則を無視した強大なものすら顕現する力だ。そのため魔術師は往々にして理論を軽視しがちになり、錬金術に歩み寄ろうともしない。ただ、アリスは他の魔術師とは違う。より多くを守る存在でいるためには、錬金術の考えだろうと吸収する決意がある。どんな手段だろうと、なりふりを構ってはいられないのだ。

　アリスは飛ひ沫まつを顔に浴びながら、右手のひらを群集ミニオンへと向けて呟く。

「これで終わり……大人しく、おやすみ」

　言って風の刃を放った。

　それで群衆ミニオンの本体は真っ二つに切れる。確かにそうなるはず──だった。

　しかし、風の刃はどういうわけか肉塊をすり抜けた。いや、正確には肉塊がまるで幽ゆう霊れいのように揺ゆらいだ。少なくともアリスにはそのように見えた。

「なっ、これは……蜃しん気き楼ろう？」

　アリスはそこで初めて、敵の戦術が自分の予想を超こえていたことに驚きよう愕がくした。

　海などで海面付近つまり下方の温度が、その上に位置する温度よりも低くなると、水平線の先にあるものが見えるなどの幻まぼろしが生まれることがある。これを蜃気楼と呼ぶ。

　湖面で起こっている現象は、厳密にはそれを応用した光の屈くつ折せつだ。

　理り屈くつを知っているアリスなら気づかないトリックじゃなかったはずだ。しかし時間を気にして焦あせったせいで、そのわずかな油断が隙すきになった。

　しまった──と、声を上げる暇ひまもなかった。

「ｖｙｐｍｂｙｖｔ!!」

　群衆ミニオンの声とともに二、三、四──打ち上げられていた水柱が立て続けに落ちてくる。

　アリスはその水圧に殴なぐられ、嬲なぶられて、空中を跳はねるように舞まったあと湖際の地面にドシャアッと叩きつけられた。

「くっ、あ……っ！」

　アリスは魔術で対たい抗こうしようとするが五、六、七──それすらも許さないほどに次から次へと再限なく襲おそいかかる水圧が、アリスの四し肢しを地面に縛しばりつける。水は少量であれば何ということはない重さだが、その量と圧が増せば意外なほどの武器になる。

　風の加護を受ければ一ｔを超えるパワーを生み出せるアリスだが、地面と水に挟はさまれていては、その隙すき間まに大気はない。水流から水素と酸素を抽ちゆう出しゆつして操ることも不可能ではないが、それには時間がかかりすぎる。群衆ミニオンは待ってくれないだろう。

　アリスの予想通り、群衆ミニオンは容よう赦しやなく一二本目の水流を放つ。今までで、もっとも質量の多い一撃だった。怒ど濤とうがアリスの頭上から鉄てつ槌ついのように振ふり下ろされる。

　アリスに避よける力は当然ない。《叡智の結晶ベスト・ワン》と言えど、こうなってしまえばただの、歳とし相応の華きや奢しやな少女に過ぎなかった。思わず目を瞑つぶり、奥歯をグッと嚙む。

　森に入ってすぐに助けたクラスメイトに、偉えらそうに「帰った方がいい」などと言ったことが思い出される。結局、自分も失態を見せているのだから《叡智の結晶ベスト・ワン》が聞いて呆あきれる。そうしてアリスが最後の一撃を前に思ったのは、

（あの子、ちゃんと森から出られたかな……）

　なんていう他人の心配だった。そして、次の瞬間──
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　有斗が深い木々のヴェールを抜ぬけた先で目もく撃げきしたのは、キラキラと輝く綺き麗れいな湖。

　水面には宝石のような珠が浮いている。先に聞いていた樂園の核かくだとわかる。

　そしてそれを守るように、湖とは反して禍まが々まがしい姿の群衆ミニオン。さらにその手前、地に伏ふせるようにして水に打ちつけられているのは、見たことがある銀ぎん髪ぱつの少女で──

「青峰……アリス？」

　神秘的な銀髪は、間違いなくアリスのものだった。

　見た瞬間、有斗は脊せき髄ずい反射で地面を蹴っていた。

「ちょっと、ユウト!?」とカノンが後ろで呼んだが、気に止めてはいられない。

　有斗は走りながら指先を嚙む。その指から全身へと黄金こがね色いろの光がケーブルのように流れて、モードを切り替える。視線の先にいる少女に、

「頭を下げろ！」──そう叫さけんだ。
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「頭を下げろ！」──と、叫びが聞こえた。

　アリスは何も考えず反射的に、声に従って顎を引き、地面に頰ほおをつけた。

　直後、アリスの頭上でバシャァ！　と水の弾はじける音がした。

　恐おそる恐おそる視線を上げれば、勢いよく駆けてきてアリスに降りかかる水柱に横合いから拳こぶしをぶつける、チシオ・ユウトの姿があった。
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　バシャァ！　と音を立てて飛沫が散る。

　有斗がアリスの危機をひとまず助けると、彼女は上体を起こして、目を見開いた。

「な…………チシオ・ユウト？　どうして──」

「全身傷だらけじゃないか。あまり動かない方がいいよ」

　有斗は万ばん象しよう分解を解いた右手を差しだし、彼女を立ちあがらせようとする。

　しかしアリスはその手を振り払はらい、自分の力で身体からだを持ち上げる。

「触さわるなっ……それより、なぜ助けた？」

「は？　なぜって。そんなの、危なかったからに決まってるだろう」

「でもっ、わたしは魔術側であなたは錬金術師側。互たがいに相いれない──」

「どちら側とか関係ないよ。同級生が危なかった。助けるか、救うか。君ならどっちだ？」

「……は？　その二択たく、どっちも同じじゃ──」

「どっちだ？」

「っ……、と、当然、助けて救う……」

　森に入ってすぐ、まさにアリスはそうしていたのだから噓うそは言えなかった。

　有斗が微笑ほほえむ。

「そういうことだよ」

「……っ、ぐぬ……」

　言いくるめられたアリスは、つい唇くちびるを引き結ぶ。それに有斗は安心して言う。

「なんだ、人間らしい表情もできるんじゃないか」

「っ!?　な……ホムンクルスのあなたに、人間がどうこうなんて言われる筋合いは──」

　ない──と、アリスは耳を赤くして反論しかける。

　魔術界において精神は魔術のために高められるべきものだが、肉体はイジるべきでないという考え方がある。それは神の領域に踏ふみ入る禁きん忌きだから。わかりやすい例がホムンクルスだ。人格データを人工の肉体に入れるその技術は違い法ほうではないものの、古い魔術的観点から見れば嫌けん悪お感を催もよおす。だからホムンクルスも、物扱あつかいの対象。

　人工物ごときが人間を語るなんておこがましい──そう言いかけて、しかしアリスは、

「ん？　ホムンクルスがなんて？」

「っ……い、いや」──やっぱりやめて、口を噤つぐんだ。

　自分も、有斗のことをどうこう言えない境遇だと思い出したからだ。

　アリスは魔ま術じゆつ師し会に所属しながらも、錬金術的な技術も差別せずに利用している。

「……と、とにかく、余計なお世話！」と、アリスは拳を握にぎる。「これはわたしの……わたしだけの戦い。手出しは不要っ」

「わからないな。どうしてそこまでして、ひとりで背負って戦おうとするの？」

「それは……だって、こんなことをしたら、あなたにも危険が及およぶ、から……っ」

　アリスはもごもごと、気き恥はずかしさをごまかすように言った。

　基本的にアリスはホムンクルスを物と考え、人権を認めるつもりはない。ないのだが、だからといって傷つけていいとも思ってはいない。この街にあるものはすべて、どんなものだろうと、守らないといけない対象だ。

「そっか。まぁその自己犠ぎ牲せい心しんは痛いほどわかるし、そう思ってくれるのは嬉うれしいけど」

　と、有斗は頭をかく。

「でも、このピンチでそれを言う？　勇気と無む謀ぼうは別物だよ。命は大切にした方がいい」

「く!?　それを言うならあなただって──」

「俺は別。強いから」

「!?　っ～～……！」

　アリスは不満だったが、でも言い返せはしなかった。だって現に助けられたから。

「いや、今のはちょっと格好つけすぎだけどね──」と有斗は苦く笑しようしつつ弁解する。「俺の場合は強いっていうより、本当は、打たれ強いだけだし。でも、こうやって言ったら君は、とりあえず反論できないし大人しくしててくれるだろう？」

「…………っ、あ、あなた……は性格が悪いっ」

「あはは」

　と、そこにカノンが遅おくれてやってきて有斗の隣となりに並んだ。

「ちょっと有斗！　なにひとりで突つっ走ぱしって──って、あれ？　アリス、どうしたの、柄がらにもなくぼろぼろになって」

　アリスは警けい戒かいの視線をカノンに向ける。

「…………、危き篤とくのカノン」

「奇才！」

　カノンは頰を引き攣つらせて叫んでから、ふうと息を吐はく。

「そっか有斗、あなた、この子を見つけて急に血相変えたのね……本当に誰だれでも助けちゃうんだから」

「まずかった？」

「いいえ、全然。助けちゃまずい命なんてこの世にないでしょ」

「だよね」

「ええ。ていうか、むしろこれで、そこの優等生さんに貸しひとつだし」

「っ……！」

　カノンが意地悪げに微笑んでアリスを見ると、アリスはやはり言い返せずに、ぐぬぬっと顎あごを引くしかなかった。有斗は「あはは」と、また微笑む。アリスの不満げな表情は、だが人間的でもあって、有斗にとっては可愛かわいらしく見える。

　でも、それをずっと眺ながめていては変態なので、そろそろ本題に戻もどろう。

　湖では、攻こう撃げきを邪じや魔まされた群衆ミニオンが怒いかりからか、耳ざわりな慟どう哭こくをあげている。

　そいつの前方には、湖に浮うかぶ青い魔ま法ほう陣じん。再び攻撃態勢に入ったようだ。

　有斗は右手を、グロテスクな群衆ミニオンに向かって構え直し、言う。

「カノン、まだ終わってないよ」

「わかってるわよ。それにしても群衆ミニオンが魔法陣か……あとで報告しておかないとね。しかも見るからに強そうだし」

「問題ある？」

「いいえ、もちろんないけれど。ていうか、あなたとふたりで負けるわけないでしょ」

　カノンはさらっと言って錬れん金きん銃じゆうを取り出す。そして背後のアリスに微笑みを向ける。

「──それじゃさっさと、このエリートちゃんに貸しのふたつ目を渡わたしてあげましょう」

　アリスが目を見開いた、その直後には有斗とカノンは群衆ミニオンに向かって駆かけ出している。




　カノン・フラメルの能力は、アリスの目を瞠みはらせた。

（これが、魔術と錬金術を、掛かけ合わせた威い力りよく……すごい）

　魔術と錬金術は、相あい容いれないものだと一いつ般ぱん的に言われている。でもカノンは、その融ゆう合ごうに限りなく近い高等技術を実現している。

　そして、それ以上に、高いレベルでふたつを掛け合わせているのがホムンクルスのチシオ・ユウトだ。彼の身のこなしに、アリスは素す直なおに驚おどろかされた。今までに見たどの人間よりも無む駄だがなく強い。いや、もちろん純じゆん粋すいな人間ではないのだから当然なのだが……。

　その人工物は魔術師にとって禁忌の存在のはずだ。しかし今のアリス個人にとっては偏へん見けんが入る余地もなく、血まみれの闇やみの中に現れた光のように感じられた。きっと世界で初めて夜にともった街灯も、人をこんな気持ちにさせたのだろう。技術の進化とはそういうもので、救済とはそういうものだ。

　群衆ミニオンが水柱を打ち上げる。今までよりもさらに太く、勢いを増して三人のほうへ向かってくる。それをチシオ・ユウトは右手ひとつで払い飛ばす。

　大きく跳ちよう躍やくした。かと思うと、彼はあっという間に群衆ミニオンの上空にいる。両足を胸に抱かかえ込むように上げてから落下に合わせ、脳のう味み噌そ型の本体へと蹴けりを放った。群衆ミニオンがいくつもの異形の口から悲鳴を上げる。

　チシオ・ユウトはさらに、その衝しよう撃げきを反動にしてもう一度跳とび、核のもとへ。踏みつける。ピキッと音がして罅ひびが入る。

　直後、青い宝石は粉々に砕くだけて散り、あたりに鮮あざやかな光を飛ばした。

　それに合わせて、群衆ミニオンも消しよう滅めつしてゆく。

「………………」

　圧巻だった。

　アリスは、ふたりの戦せん闘とうに、ただ見み惚とれていることしかできなかった。

　これまでひとりで戦ってきたアリスには、獲かく得とくしえない勝利の光景だった。

　チシオ・ユウトとカノンのふたりが片手でハイタッチをして、アリスのもとへと再び戻ってくる。複雑な気持ちでそれを眺めていたアリスは……

　──と、そこで不意に、彼らの向こうに不可思議な光景を見た。

　核が消失したことで天へと昇のぼっていく光の中に、人ひと影かげのようなものがあったのだ。

「え……？　なに？」

　銀色の、髪かみの、少女……いや、幼女か？　まだ小学生にも満たないくらいの──

　チシオ・ユウトとカノンは、こちらを向いているので気づかない。

　幼女は両手で涙なみだを拭ぬぐっていた。その様子に、アリスだけが視線を釘くぎづけにされた。

　そして幼女は涙に濡ぬれた両目で恨うらめし気にこちらを見ると、アリスと視線を交かわした。

　その瞳ひとみは──真っ赤だった。

「っ……だ、誰？」

　呟つぶやくアリスに、幼女が答えるように唇を微かすかに動かす。その声は、遠く離はなれているはずのアリスに──おそらくはアリスだけに届いた。

『これはあなたのためなのに……だって、もうあんな思いはしたくないでしょう？』

　言っている意味は、わからなかった。

　それに、彼女が何者なのかも思い出せない。

（…………、思い出せない？）

　と、自分の思考にアリスは動どう揺ようする。そう感じるということは──

（わたしは、あの子を見たことがある？）

　アリスには、わからない。

　わからない。わからない。わからない。なにも考えられない。

　ただ、なぜだか、ひどく頭痛がしていた。
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　核かくを壊こわされた『暗がりの森』は、その不可思議な空間を維い持じできなくなり、光の粒つぶとなって消失してゆく。群衆ミニオンだけでなく、道中に倒たおされたそれらの死し骸がいも、木々も、罠わなも。

　ただ、核を壊したからと言って、綺き麗れいに元の公園に戻るわけではない。そこには、育ち過ぎた植物から一転、栄養を抜ぬき取られたような荒こう野やじみた跡あと地ちが残る。《天使》の遺のこすものは常に、万ばん事じ一いつ切さいが、世界にとって無益だ。

　有斗たちは森の中をずいぶんと長く進んだような気になっていたけれど、所しよ詮せんは半径三kmにすぎなかった。悪夢のような光景が晴れてみれば、有斗たちのすぐ近く、見み渡わたせる範はん囲いに他の生徒たちもいたことがわかった。

　皆みな、光景が変わったことで驚いている。直前まで走っていただろう者は足を止め、負傷して地面に座り込んでいる者は俯うつむいていた顔を上げ、魔法陣を展開していた者はその手をとめ……その全員が互たがいに顔を見合わせて、最後には有斗たちに視線を向けた。

　誰が核を破は壊かいしたのかは、自然とわかったから。

　森の入口だった地点に、劉が見えた。

「ユウト、カノン。核をとりはらったか。よくやった」




　学園に戻るようにとの指示で、生徒たちがめいめい歓かん声せいやため息を吐つきながら、来た道を歩いていく。劉は、帰る生徒たちの人数を数え終え、全員が生還していることを確かく認にんすると、有斗たちの方へと歩み寄ってきた。

「核の欠片かけらを」

「これです」

　有斗は、ポケットの中から核の破片を摘つまみ上げて、劉に手て渡わたす。

　核は《天使》の記き憶おく情報を内包した重要な証しよう拠こ品だ。持ち帰り、学園でその内部データを分ぶん析せきすることになる。こういった特とく殊しゆな捜そう査さをできるのも、魔術と錬金術の技術を両方有する錬魔学園独自の特権だ。

「最終判断は解かい析せき班に委ゆだねることになるが。ユウト、貴様はどう思った。何か摑つかめたか？」

　劉に訊きかれて有斗は頭をかく。

「いえ……オブジェクトを見る限りでは漫まん然ぜんとしていてどうも。目的や、次回の襲しゆう撃げき場所を特定するのは難しそうに感じました」

　ふむ、と劉は青い欠片を光に透すかして眺める。プリズムのような光の屈くつ折せつが、彼女の頰ほおを照らして美しい。核の光を美しいなんて考えるのは不ふ謹きん慎しんだろうが。

「あ、ただ──」と、そこで有斗は思い出し、隣のカノンに視線を向けた。

　カノンが頷うなずき、代弁する。

「気になったことがふたつあるわ。ひとつは、樂園内に大型錬れん成せい管みたいなものがあったこと。最近じゃ錬金術師会でも持っていないような、生物改変用のものよ」

「なに？　それは……確かに、変な話だな」

「それと、群衆ミニオンの一部が魔術を使ってきた」

　劉は目を見開き、それからゆっくりと細めた。

「……つまり、錬金術と魔術の要素が両方、か」

　カノンが神しん妙みように、こくりと頷く。

　有斗からすれば、問題の大きさがわかりづらかったが、劉とカノンの間には、事情を知っている者同士の緊きん張ちよう感が走っているようだった。

「……よし、その点については念入りに検証するよう言っておこう」

　劉はひとまず核の欠片をハンカチーフで包むと、自身の上着の内ポケットに入れた。

　そして視線を、有斗の陰かげでぼろぼろになっているアリスに向ける。

「青峰アリス。どうやら今回は上う手まくいかなかったようだな」

「っ…………」アリスは、口くち惜おしそうに俯いている。

「恥はじることではない。貴様は今でも充じゆう分ぶんに優ゆう秀しゆうだ。しかし、反省が大事なのも事実。貴様はもっと、仲間を頼たよることを覚えてもいいはずだ」

　その言葉にアリスは不服そうに唇を引き結び、それから、

「……失礼します」

　そう手短に言って、劉の脇わきを抜け、学園のほうへと帰っていく。

　カノンがその背中を見て、ちょっと不満げに頰を膨ふくらませる。

「む、かわいげのないやつ。頑がん張ばった有斗に、お礼のひとつくらいあってもいいのにね」

　子供みたいに舌を出して、アリスのほうにあっかんべーをしている。

　有斗はカノンの横で、とりあえず安あん堵どの息を吐はく。

「いや、俺はそんなつもりじゃなかったし、いいんだけど。それより、歩いて帰れるなら怪け我がは心配なさそうだな。よかった……」

　劉はアリスの背中に、困ったような、心配するような、微び妙みような表情を浮かべている。

「うむ。あの子の実力は本物だが、魔ま術じゆつ師し会から言いつけられた《叡智の結晶ベスト・ワン》としての使命に実直すぎるきらいがあるな。自分を大切にせず、戦いのために突つっ走ぱしってしまうのは、そのせいだろう」

「ふーん？　自分を大切にせずって……どっかの誰だれかさんに似てるかもね。ちょっとだけだけど」

　カノンがなぜか気に食わなそうにしているのを横目に、有斗は、つい尋たずねていた。

「劉学園長、あの子は──青峰アリスは、何のために戦うんですか？」

　有斗は、少女と世界を救うために戦っている。ならアリスは？

　魔術師は感情で戦うというが、アリスがそこまでする理由を、有斗はまだ知らなかった。

「ああ、あいつは、過去のせいで極きよく端たんになっているんだ」

「過去？」

　劉は、ちらりとカノンにも目を向けて、ふたりに向けて言った。

「魔術と錬金術の両方に足を突っ込んでいる貴様らになら、あの子を癒いやしてやれるかもしれんな。あの子はな──魔術と錬金術間の抗こう争そうに巻き込まれて、家族を殺されたんだよ」
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　エメラルド事件ケース・エメラルド。

　今となってはもう、ほとんどの人にとって、思い出というよりも史実として処理しているくらいには記憶から薄うすまっている、過去の出来事だ。

　それは《救済の剣けん》配布によって《堕だ天てん病》が取りあえずの落ち着きを見せ、人類が復興へと向かいはじめてからしばらく経たった時代。年数だと約一〇年前。魔術と錬れん金きん術じゆつが《救済の剣》において協力した名残なごりもあり、まだ手を取り合っていたそんな頃ころのことだ。

　シブヤと呼ばれる《天使》被ひ害がいの甚じん大だいだった地区の真ん中で、一枚の特殊な石版が地層から発はつ掘くつされた、というニュースが世界中に流れた。

　のちに「エメラルド・タブレット」と呼ばれるこれには、当時の人類ではまったく想像もできないような「奇き跡せき」の錬金術理論が記されていたという。

　たとえば「永遠の命」「万能薬」「星の操作」──それらが本当に実現するのなら、それまでの超ちよう常じようを遥はるかに凌りよう駕がするどころか、人類の価値観を変える技術パラダイムシフト・テクノロジーとなることは確実。

　この一枚の石版をめぐって起きた国家間・術士間抗争と、そこからツリー・ダイアグラム的に派生した大小さまざまな事件全体をまとめて、エメラルド事件ケース・エメラルドと呼ぶ。

　エメラルド・タブレットを発見したのは魔術師会会員だった。しかしそこに書かれた理論は錬金術に由来している。錬金術関連の物品となれば、管理権は錬金術師会が持つのが慣例でもあった。

　そして、このあたりの所有権について、厳しいルールは当時まだなかった。世界は復興に追われていて、それどころじゃなかったから。

　ゆえに二大超ちよう常じよう陣じん営えいは「エメラルド・タブレットがどちらの所有物か」という主張でぶつかった。これを機にして、社会全体としては超常能力者の犯罪件数が伸のびた。

　当時、錬金術の台頭によって選民性が失われつつあった魔術サイドの一部過激派は、焦あせりから「錬金術師」への弾だん圧あつ的行動を開始。成長企き業ぎようである各錬金術関連会社は、競争に勝つため非人道的な手段を行使。各超常と政界、経済界の癒ゆ着ちやくも増え、比例して金の問題、その他もろもろ、黒い噂うわさが絶えず生まれた。

　また、雲行きが怪あやしくなったのは、魔術師会と錬金術師会の対立だけではない。超常能力者でない一いつ般ぱん市民も乱れた。錬金術というまだ浸しん透とうしきっていない新技術に対しては、市民たちのラッダイト運動が勃ぼつ発ぱつ。魔術師会の貴族的思想に反発した一部の人間が暗殺に踏ふみ切った例さえある。

　これらの過激な犯罪が毎日のように報道されて、お茶の間を賑にぎわせた。

　社会全体の「空気」を吞のみこんで狂きよう気きを作り上げたという意味では、おそらく《天使》出現以降、最大にして唯ゆい一いつ無二の事件ケース。




　劉りゆうが目を細める。

「事件というよりも、エメラルド・タブレットが社会を動かした。そういう時代だったと言った方が近いかもしれないな。時代の流れが引き起こした一種の『集団催さい眠みん』のような社会現象だ──魔術と錬金術は、あれさえなければ手を取り合って人類を導くはずだったのだがな……」

　彼女は懐なつかしい記憶に思いを馳はせるようだった。

「思えば予兆はあった。そもそもエメラルド・タブレット発見以前から、錬金術サイドは発明ラッシュによるバブル経済のような高度な技術成長に浮うかれて驕おごっていた。魔術サイドは利権を錬金術にとって代わられることを恐おそれていた──だからこそ、そこに投入された、たった一ひと滴しずくの話題性が爆ばく発はつ的に広がって、魔術と錬金術の仲を引き裂さいたのだろう」

　二大超常はどちらも素す晴ばらしい。間ま違ちがいなく世界を救ったのだから。ただ、そこにはリスクもあったということだ。人間には利己的な内面が存在し、光の裏には必ず闇やみがある。

　カノンも、両親が魔術師と錬金術師なので事情をいくらかは知っているようで、神妙に頷いている。

「今では当たり前の二大超常組織の時代が来たのも、二者が仲なか違たがいを始めたのも、超常犯罪が減らない混乱期に入ったのも、全部エメラルド・タブレットを機にしているわよね」

　そう考えると、公おおやけに言われている《救済の剣》の利権争いでさえも、このエメラルド・タブレットをきっかけに浮ふ上じようした諍いさかいのひとつで、氷山の一角でしかないという。

「うむ、そうだな。今もその余波が続いているとも言える。だからこそ、こういう表現は不謹慎かもしれないが……今回の《天使》を機に、また手を取り合えればいいと私は密ひそかに願っている」

　その劉の意見には、有ゆう斗とも素直に同意できた。《天使》によって人類が再び危機に陥おちいっている、そんなときに魔術側だとか錬金術側だとか、こだわるのは馬ば鹿からしい。みんな助けてしまえばいい。

　カノンが首を傾かしげる。

「でも、そういえばエメラルド・タブレットって結局どういうルーツの物で、その後どうなったの？　よくわからないまま、うやむやに名前を聞かなくなったのだけれど」

　それに劉は平然と答える。

「ん？　ああ……今となってはわからないよ。なにせそんなものは、なかったからな」

「え？」

　そう、そこがこの事件の最大の問題点にして、もっとも不可思議な部分だった。

　期間にすると丸一年ほど、世間を騒さわがせ続けたエメラルド・タブレット──

「だが蓋ふたを開けてみれば『どういった形状のものなのか』『どこにあるのか』『誰が持っているのか』といった具体的情報は何ひとつ開示されないままに、この名前は歴史の表舞台から消えた」

　もちろん「これがエメラルド・タブレットだ！」というタレコミをもとにした特集番組や議論番組、出版物などは数えきれないほど作られたが、そのすべてが根こん拠きよのない発信に過ぎなかった──

　カノンが目を見開く。

「え……そんなことって有り得るの？　それってつまり、振ふり返ってみれば『証しよう拠こも何もないただの噂』に世界中が振り回されたってことでしょ？」

　有斗も、さすがにそれはちょっと、と思う。しかし劉は頷く。

「そう、普ふ通つうは考えにくい。だが現に国際的な正式見解としてはそうなのだ。エメラルド・タブレットとは誰かが言い始めた虚きよ言げんに過ぎず、ただの都市伝説だった──そういう結論のもとに、世界を賑わせたエメラルド・タブレットの話題は収束したのだよ」

　有斗は、つい尋ねていた。

「虚言って……そんな噓うそ、誰が何の目的で流したんですか？」

「さあな。もしいたとしたら、あれによって得する者だろう。一般的には、マイナーな新聞社が話題作りのために捏ねつ造ぞうした小さな記事が、偶ぐう発はつ的に時代そのものと嚙かみあってバズっただけ、というような見方もされている。旧代のネット社会でもよくあった現象だから理解はしやすい──が、真実がどうなのかは確かめようもない。なにせ一〇年前の出来事だからな」

「…………」

「ともあれだ。あの事件では潤うるおった者もいれば、なにかを失った者もいる。青あお峰みねアリスは、まさに後者の典型例だよ。なにせ両親が高名な魔術師だったこともあり、あの時代が生んだ魔術と錬金術の過激派による抗争に巻き込まれて、家を燃やされ、家族を殺されているからな」

「家族を……」

　有斗は息を吞む。それはあまりに、悲しい過去だった。

「あの子は奇跡的な魔ま術じゆつ戦せん闘とう力から《叡智の結晶ベスト・ワン》などと言われるが、本当に凄すごいのは、それだけ壮そう絶ぜつな過去を持っていながら超常を恨まずにいられる異常な優しさだよ」




（……異常な優やさしさ、か）

　そんな会話を思い出したのは翌日の午前中。《堕天病》検けん診しんと能力テストを再び済ませ、プレゼンホールで座学を受けているときだった。

　カリキュラムの関係で魔術科生の姿は教室にはない。

　アリスが今までみたいに乱入してくることもなかった。それはそれでよかったと思う。

　講義内容は有斗たちにとってはタイムリーな、エメラルド事件ケース・エメラルドについてだったから。

「──で、あるからしてエメラルド事件ケース・エメラルドと呼ばれる連れん鎖さ的な事件の根幹には、我々人間の誰だれもが陥りやすい『情報不知への潜せん在ざい識しき的恐きよう怖ふ』があったとされ、それが流言や暴力示し唆さに繫つながったとも──」

　錬金プロジェクターが映す過去の事件一覧を眺ながめながら、有斗はアリスの両親が殺された事件を探した。けれど、それらしい記き載さいはなかった。エメラルド事件ケース・エメラルドは大小様々な事件の総そう称しようなので、そのすべてを漏もれなく記すことはできない。

　史実として残してさえもらえないような小さな事件で、同級生の両親が命を奪うばわれた。

　そう思うと、有斗はやるせない気持ちになる。

　昨日、劉は会話の最後に、困ったような苦く笑しようを浮かべて言った。

『あの子は、自分と同じ境きよう遇ぐうの人間を二度と作らないようにしている。そのために魔術師会からの引き抜ぬきに応じて、課せられる厳しい訓練にも耐たえ、《叡智の結晶ベスト・ワン》と呼ばれるに至った』

　魔術師は感情を力の源とするため、心の挫くじけそうなエグい訓練をいくつもおこなう。全身を鞭むちで打たれたり、気絶寸前の電流を流されたり、それはもはや訓練というより拷ごう問もんに近いという。

　有斗は現像し、吐はき気けを覚える。

　でも、アリスはその仕打ちに──

『親代わりである魔術師会に惨むごい訓練をさせられても、アリスはその仕打ちに耐えた──あの子にとっては、この街の人間すべてが守る対象なのだよ。それは子供たちだけじゃなく、きっと私たち大人や、親代わりの魔術師会でさえもな』

　有斗はそこでやっと、アリスの「負けない」という言葉の重みを知れた気がした。

　彼女は森で、助けに来た有斗を拒こばみ、そして「あなたに危険が及およぶ」と心配した。

　つまり、アリスは誰にも負けないことで、最強の救世主であり続けようとしている。

　自分だけが矢や面おもてに立ち、自分だけが傷つこうとしている。

　自分を犠ぎ牲せいに、全員を救おうとしている。

　そういうことなのだろう、と今さらになって理解できた。

（…………気持ちは、わかる）

　かくいう有斗も、似たような性格だから。

　なにせ自己犠牲心だけを理由に人格を錬れん成せいされた身だから。

（──でも、それであの子を放ほうっておいていい理由には、ならないだろう）

　そう思いながら、スクリーンをじっと見つめる。

　最後に、その前に立つ教きよう諭ゆはこうまとめる。

「エメラルド・タブレットを発ほつ端たんに激化し、いまだ改善の目途が立たない錬れん金きん術じゆつと魔術の差別意識というマイナス面。また逆に、エメラルド・タブレットに記載があったからという理由で超ちよう常じよう技術研究が進んだというプラス面もあります。どちらにせよ重要なのは、我々が今なお、存在も確かく認にんされていない都市伝説の影えい響きようを良くも悪くも、受け続けていることです──エメラルド事件ケース・エメラルドは、まだ終わっていないのです」
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「まっずッ!?」と、有斗は思わず声に出していた。

　昼食どきだ。錬れん魔ま学園の学食は九割がた当たりだが、では残り一割のハズレは何かというと日ひ替がわりメニューの中にたまに現れる、チャレンジ精神旺おう盛せいな創作料理たちである。

　有斗の肉体は《小規模な奇跡ワンハンド・マテリアル》という機構を内蔵している関係上、大量のカロリーを必要とする。だからどんなメニューだろうと、とりあえずは値段のわりに量が多い日替わりメニューを頼たのむと決めている。

　その日頼んだのは、鶏とり肉にくと梅肉のほぐしサンマ香こう草そう揚あげトマトペッパー煮に込こみ。

　それぞれは美お味いしい素材のはずだから大だい丈じよう夫ぶだと踏ふんでいたが、実際には味がいろいろ混ざりすぎていてマズかった。料理というのはなかなかに奥が深い。

「そんなに呻うめくくらいなら頼まなきゃいいのに」とカノンが苦笑している。

「ついつい挑ちよう戦せんしたくなるっていうのもあるんだよ、怖こわいもの見たさ的な……」

　言いながら、勿もつ体たいないので一口ずつを舌の上に運ぶ有斗だった。

「──それで？　なんだっけ」

「だから、大いなる業アルスマグナ。錬金術と魔術の融ゆう合ごうの話よ」

　正面に座って、無難な天てん津しん飯はんをスプーンで掬すくったカノンが答える。

　大いなる業わざ、アルスマグナ。これもまたエメラルド・タブレットに書かれていた奇跡のひとつらしい。

《救済の剣けん》は、魔術と錬金術を「掛け合わせた」ことで生まれたが、一方の大いなる業アルスマグナは、それらふたつをもっと完全に「融合」させることで実現するという。

『精神』と『物質』の境界線をなくす、ネクストステージの超常だという。

　有斗はうさんくささに苦笑する。

「ネクストステージってなに？」

「さあ。よく知らないけれど」

「その曖あい昧まいさが、いかにも都市伝説っぽいなぁ」

「けれど、そもそも錬魔学園が設立された当初から公約に掲かかげられていた目標のひとつでもあるのよね。錬魔って名めい称しようはそこから来ているくらいだし──ただまぁ現代だと実現不可能だという見方が大半なのも本当ね。今はふたつの組織が、仲が悪いから」

　カノンは天津飯を卵の上からスプーンでふたつに切る。とろりとした黄金こがね色いろのあんが狭はざ間まに落ちる。それをスプーンで米と一いつ緒しよに掬い、ぱくりと口に含ふくむ。なんとも羨うらやましい。

「まあ、なんでも混ぜればいいってもんでもないだろうけどね」

　有斗は、ゲテモノ料理の味に苦い顔をしながら、口の中のものを水で流し込む。

「ただ、抗争寸前の現状よりは確かに、大いなる業アルスマグナを目指すべきかな」

「錬金術師会はまだマシなんだけれどね。知識欲が強い研究者の中には、魔術の構造を解明したがっている人も多少はいるから。ただ、魔術師会がねえ……プライドが邪じや魔まをしてて、そもそも錬金術側へ歩み寄る意思を見せたくもないみたい」

「プライド、ね」

「魔術の才能がない一いつ般ぱん人じんは、テクノロジーである錬金術の恩おん恵けいを受けることのほうが多いから、ただでさえ世論はどちらかというと錬金術支持派。それが彼らの焦あせりを助長しているわ。魔術サイドとしては、ここらでいっちょ魔術の凄さを見せつけて復権をしたいのは間ま違ちがいない」

　最後の一口をぺろりと食べたカノンが両手を合わせる。有斗も、ゲテモノをなんとか完食し、彼女に続く。

　カノンは水をぐいっとひと息に飲んで、ぷはあっと息を吐くと、最後に話をまとめるようにグラスをどんっと机に置いた。

「まったく。どうして大衆っていうのはこう、非合理的な思想しか持ち合わせていないのかしらね。ぜんぶ腹の中を曝さらけ出して話し合えばいいのに。戦争撲ぼく滅めつに必要なのは、相手を平へい伏ふくさせるための最新兵器じゃない。互たがいを尊重してわかりあおうとする心と対話よ、た・い・わ」

　そうだね、と有斗も心から頷うなずいた。
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　樂園から持ち帰った「核かく」については現在、解かい析せきを進めている最中で、今日中には結果が出そうとのことだった。

　その間、有斗たちは学園での授業を受ける。

　午後からの授業は、二年Ａ組と二年Ｂ組合同での「演習」だった。科ごとに生徒が整列した後、その前に立つ、授業の指揮を執る丸眼鏡の教師が高らかに言った。

「この街の未来を担になう諸君にとって重要なのは魔術と錬金術の両方について知ること。すなわち互いの技術についての対話です。というわけで本日の演習では、Ａ組の錬金術師VSＢ組の魔術師で『対戦』をおこなってもらいます」

　生徒たちから、どよめきが上がる。

　普ふ段だん、絶え間ない犯罪に実戦で対処している生徒たちだが、同じ錬魔学園の生徒たちと改めて刃やいばを交える経験は意外と少ない。

　しかし思えば、それぞれが警察の代わりを担える実力者だけに、街にいる生半可な犯罪者よりは、よほど歯ごたえのある戦いとなりそうでもあった。

　試合のルールは単純明快だ。「負けを認める」「白線の外に出る」「気を失う」のいずれかで敗北。もちろん、犯人を捕つかまえるときと同様、相手を死に至らしめたり、後こう遺い症しようが残るほどの攻こう撃げきは不可（学園には優ゆう秀しゆうな回復術を使える保健室の先生がいるが、そのお世話になるのはよほどの時だけに限るべきだ）。

　演習場は広い。四組ずつがそれぞれ白線で四角形に区切られたバトルスペースに入り、対戦する。これを何度か繰くり返して、ふたクラス分全員が一度ずつの試合をこなす。




　──カノンと、魔術師（田た中なかくん）の対戦はわずか三分で片がついた。

　彼の魔術は「ねじれ」を操あやつって演習場の床ゆかを変形させるという珍めずらしい特性だったが、それでもカノンは冷静に錬金銃じゆうで天てん井じようを撃うち、その天井を「彫ちよう像ぞう」に変形させて死角から後頭部に一いち撃げきを与あたえるという、いわば彼の上位互ご換かんのような戦い方で、彼を昏こん倒とうさせた。

「くっ……錬金術と魔術のどちらにも属さない半はん端ぱ者ものに、俺が負けるなんて……」

「あなたの方が、もっと半端だったってだけでしょう。ご愁しゆう傷しよう様さま」

「ひ、ひとつだけ教えてほしい」

「なによ」

「なぜ……千ち潮しおにそっくりな彫像なんだ？」

「っ、余計なことは考えなくていいのよ、ばかっ！」

　意識が朦もう朧ろうとした彼に、カノンはつま先でげしっ！　と脇わき腹ばらを蹴ける。

　カノンの戦いが終わったところで、教師が言った。

「では次。千潮有斗VS青峰アリス」

　ギャラリーからは唾つばを吞み込む音が聞こえた。

　まさかの好カードだからだ。試合を恐おそれつつも、楽しみにしている。

　というのも、もともとこの二人が戦う予定ではなかった。最初、ふたりはそれぞれ別の生徒と対戦した。だがどちらも五秒くらいで決着がついてしまったので、圧勝すぎて何の勉強にもならないということでやり直しになった。

　有斗の相手は、カノンを除けばアリスくらいにしかできない。アリスの相手も、有斗くらいにしかできないだろう。

　教師に指示された通りに、アリスと有斗がバトルスペースの中に入る。

　銀ぎん髪ぱつから爽さわやかな香かおりをふわりと風に纏まとわせながら、アリスは有斗を見つめる。

「わたしは、あなたに勝ちたい」

　有斗も、バトルスペースで向かい合っている。目を逸そらさずに尋たずねる。

「どうして、そこまで俺にこだわるんだ？」

　アリスの答えは、有斗が思った通りのものだった。

「わたしは、みんなを守るためにここにいる」

　彼女は真しん剣けんに、一七歳の女子とは思えないほど強い意志を込こめた瞳ひとみをしている。

「わたしは……どんな人よりも強くなくてはならない。だから、あなたを倒たおす。そうしなければ、いけないの」

「……………」

　魔ま術じゆつ師しにとってマインドコントロール──自己の感情を制せい御ぎよすることはとても肝かん要ようだ。感情が魔術の源である以上、ダイレクトに技わざの精度に影響する。火よ起きろ、と願って火を熾おこす。極きよく端たんな話、自分は強い、と信じなければ強くいつづけることはできない。

　有斗は、はあ、と息を漏もらす。

（やっぱり、この子は他人のために強くあろうとしているのか）

　その気持ちには痛いほど共感できる。できるが──有斗は有斗で、危なっかしい女の子を放置するのは性に合わない。できることなら痛い思いをするのは自分だけでいい。

　そういう性格だからこそ、今この場所に立っている。

　有斗とアリスは自己を犠ぎ牲せいにしてまで他者を救いたいという思いにおいて、似た者同士だった。

　アリスが有斗を見て続ける。

「だから今このとき、わたしはあなたに勝って、自分を取り戻もどす。あなたには、負けない」

　有斗は苦く笑しようし、返す。

「わかったよ。でも俺も、君が危険に身を投じることをわかっていて放置はできない」

「なら、戦うしかない」

「ああ」と、頷く。

　不可思議な理由の戦いだと思ったけれど。

「俺は君を傷つけないために、君に勝つ」

「わたしはあなたさえ守るために、あなたに勝つ」

　有斗は笑い、

「全力で行くよ」

　そう言った。

　アリスも唇くちびるだけを少し上げて、

「望むところ」

　微笑ほほえんだようだった。

　その表情は、微かすかな変化ではあるがアリスが初めて人前で見せる清すが々すがしい笑みのように、有斗には思えた。たぶんアリス本人にその自覚はないのだろうが──

　既すでに他の生徒は対戦を終えている。観衆の期待が高まる中、教師の声が演習場に響ひびく。

「試合、開始！」

　同時にアリスの足元で他の誰だれよりも巨きよ大だいな青い魔ま法ほう陣じんが展開し、腰こしの鞘さやが風に躍おどる。

　魔術界の最強と、錬れん金きん術じゆつ界の最強が激げき突とつする。




　やがて、見学していた生徒たちの誰かが苦い笑いを漏らした。

「……はは、おれたちと同じ次元の戦いとは到とう底てい思えないな」

　当然だ。《再生者リアクター》と《叡智の結晶ベスト・ワン》。二者がぶつかる衝しよう撃げきは、対戦スペースだけに収まらない。開始と同時に放たれたアリスの旋せん風ぷうは観客たる生徒たちの髪かみを舞まい上げ、有斗の暴力的な身体能力は演習場そのものを揺ゆらした。ひととおりの試合が終わった後でなければ、残りの対戦スペースにいた生徒は巻き添ぞえをくって勝負どころじゃなかっただろう。

　ふたりの戦いを、細い腕うでを組んで見つめるカノンは、胸に複雑な思いを抱いだいていた。

（…………なにかしらね、この感情は）

　アリスが有斗を意識しているということは、それだけ有斗が強いということで、それは望ましいはず。でも、あんまり意識されすぎるのもなんだか胸がざわつく。

　有斗がまさか負けるとは思っていないけれど、かといって心配がないわけでもない。

　二に律りつ背はい反はん。自家撞どう着ちやく。自己矛む盾じゆん。

「錬金術師が合理性のない感情に精神を支配されるなんて……ひょっとして、魔術サイドに近づくって、こういうことなのかしら？」

　カノンは自じ嘲ちようと皮肉の混じった呟つぶやきを漏らしながら、ふたりの試合の行く末を見守る。




　素人しろうとの有斗から見ても、アリスは他の生徒よりも群を抜ぬいて強かった。

　開始と同時に展開されたアリスの足元の魔法陣は、彼女の踵かかとを突とつ風ぷうで押し出し、暴力的なスピードを付ふ与よする。弾だん丸がんのように踏ふみ出した一歩目は、それだけで有斗までの距きよ離り約一〇ｍを一気に縮める。アリスが構えるのは右の拳こぶし。有斗はその白くて小さな、マシュマロのような塊かたまりを一いち瞥べつし、条件反射的に思い出す。

　はじめてアリスを意識した、能力テストの日。彼女が見せたのは重量一ｔにも及およぶ右ストレートだった。

　いくら最強の肉体と言えど、有斗の精神に動物として残る生存本能が、その接近を危険と知らせた。脳で思考する余地はない。脊せき髄ずいが、肉体を引きずるように無理やりに動かす。音速で飛来した右の拳を、有斗は微かに首を左へ傾かたむける最小限の動きでかろうじて回かい避ひ。しかし傍ぼう若じやく無ぶ人じんな風圧は抑おさえられない。有斗の右みぎ頰ほおは、触ふれてもいない拳撃の残ざん滓しによって裂さかれ、一筋の赤を横一線に走らせる。

　それほどの速度で動いていてもアリスに体勢を崩くずす素そ振ぶりはない。噴ふん射しや口こうとしての風を纏うのであれば緩かん衝しよう材ざいとしての風を着地点に用意することも可能。再び同じ体勢で人間離ばなれした拳を放とうとするアリス。それを、有斗は許さない。彼女の腕が頰を過ぎる瞬しゆん間かん、その柔やわ肉にくを左手で摑つかんでいる。彼女に触れようとするだけで、有斗の腕は風にあらゆる角度から切り裂かれたが、握あく力りよくを緩ゆるめはしなかった。どうせ、傷つけられる傍そばから回復するのだ。痛みだけなら攻撃の手を緩める理由にはならない。

　上体を旋風に攫さらわれる勢いのままに、有斗は身体からだを回転させて右の拳を彼女へ放つ。遠えん慮りよはない。全力でいってもきっと彼女は受けるだろうという安心にも似た信しん頼らいがあった。事実、彼女は有斗の拳が自身の鼻先に迫せまったにもかかわらず瞬まばたきひとつせずに、指先ひとつ使わずにそれを止める。極限まで薄うすい、しかし圧あつ倒とう的な強度を持つ風の膜まくによる絶対防ぼう御ぎよ。たった一㎜の壁かべが、あまりにも遠い。

　アリスが唇をすぼめてフッと息を吐はいた。その衝撃で有斗は後方へと吹ふき飛ばされた。

　距離を置いて、互たがいに視線を合わせた。

「うん、一ひと筋すじ縄なわではいかないみたい。錬金術が優すぐれた技術であることは認める」

　と、アリスは次なる魔法陣をすかさず展開しながら言った。

「……、いまさら何の話だ？」

　有斗はいぶかしげに眉み間けんを狭せばめ、先ほど酷こく使しした両りよう腕うでをぷらんぷらんと振ふった。そこについていた傷はもはや癒いえている。

　アリスは、有斗を見つめて続ける。

「錬金術は魔術に比べれば遥はるかに扱あつかいやすい。応用性も器具と材料次し第だいでかなり広い。一いつ般ぱん化かもしやすく、大衆に広まるだけの器うつわの広さを持っている」

「…………？」

「けれど、それでも魔術は、一定数の人間を魅み了りようしてやまない。どうしてだと思う？」

　有斗には、アリスが何を言いたいのかわからなかった。

　ただ、彼女が改めて展開した青の魔法陣が、対戦スペースを囲みきるほどに巨大化した時点で、おそらく時間稼かせぎだったのだろうと気づいた。

　床から立ち上る冷たい輝かがやきに照らされながら、アリスは言う。

「──それは、魔術にしか起こせない、美しい奇き跡せきがあるから」

　直後、アリスが顕けん現げんしたのは、美しい虹にじ色いろの発光だ。地球の極域近辺では、大気の発光現象が見られることがあるという。誰もが知っているその現象の名は、

「っ、これは──オーロラか？」

　有斗は見上げて呟く。

　確かに、風を操あやつるのならできるかもしれない。

　オーロラとは、太陽風と呼ばれるイオンと電子でできたガスが、地球上の酸素や窒ちつ素その電子と衝しよう突とつし、励れい起き状態となったあと、基底状態に戻る際に起こる発光現象を指す。その美しさはまさにアリスの言うとおり、魔術が人を魅了する一要因であった。

　さらに、有斗は気づいて顔をしかめる。

「……ただ綺き麗れいってだけじゃないな？」

　本来のオーロラならば暗い夜にしか見られない。だが有斗の目には、まるで虹にじのようにそれが映っている。ということは、アリスは空気の屈くつ折せつ率を変えている。

　そしてオーロラから視線を落とせば、そこにはアリスはいない。

　目を細めれば、大気が陽かげ炎ろうのように微かに揺らいでいるのが見て取れる。

『そう。風は窮きわめればこんなこともできる』

　と、どこからともなく声がする。しかしその姿を確かく認にんはできない。

「光学迷めい彩さい……」

　それは錬金術の理り屈くつを使った有斗の十お八は番こでもある。しかし魔術は錬金術と二大超常として肩かたを並べる超常。原理は違ちがえど同じ能力を司つかさどる魔術師がいてもおかしくはない。

『拳を交えてわかった。あなたに正面から至近戦を挑いどんでも不利なだけ。なら、風の神しん髄ずいで翻ほん弄ろうする』

「神髄？」

『風の一門《凪なぎ足あし》』

　それは空気の振しん動どうを操って、歩行音を消す魔術。

　アリスの技術は、なにも暴力的な攻こう撃げきにばかり費やされるわけではない。むしろ風の魔術は、数ある術じゆつの中でも最高レベルの応用力を持つ。つまり戦場の把は握あく、戦せん況きようの掌しよう握あく、遠えん距きよ離りからの相手の翻弄といった搦からめ手をも得意とする。

「姿が見えず、音も頼たよれない……か」

『観測も予測もできないのは、わたしの姿だけじゃない──風の四門、《白はく破は》』

　立て続けに有斗を襲おそったのは「見えない爆ばく破は」だ。

　一度圧縮され、その後急激に元に戻ろうとする大気の速度は、実に音速を超こえる。それを不意に、腹部からゼロ距離に発生させられれば、さすがの有斗も衝撃に踏ん張りきれない。腹に空気の圧をもろに受けて、後方へと吹っ飛んだ。一気に場外へ出そうになるのを、空中で身体を縦回転させ、踵を思い切り釘くぎのように床ゆかに踏みつけて、めり込ませることで踏みとどまる。しかし続けて──

『風の五門《三日月》』

　地面から足を思い切り引き抜く有斗のわずかな隙すきに、既にアリスは動いている。

　二本の指先を有斗へ向かってタクトのように振る。すると、湾わん曲きよくした風の刃やいばが有斗の顔面へと走る。それは風と言えど視認できるほどに、大気の流れを歪ゆがめている。つまりそれほどの切れ味を持った飛び道具だ。

　普ふ通つうの人間ならば、手と腕が切断されて飛ぶ。

　だがホムンクルスは超ちよう再生を持つので、そこまで行くか──

（中ちゆう途と半はん端ぱな攻撃をくり返しても埒らちが明かないのだから、申し訳ないけれど大きめの怪け我がを負ってもらわないと、この戦いは終わらない……）

　そう思ったアリスが取った最適行動だった。

　しかし確実にダメージを与あたえるつもりで放ったその攻撃は、有斗に届かなかった。

「くっ！」

　回避が間に合わないと悟さとった有斗は、とっさに自身の右手の指先を少しだけ嚙かみちぎる。そのまま腕を伸のばして掌てのひらを顔の正面に構える。有斗の指先から全身に黄金こがね色いろをした電気のようなエフェクトが走ると同時、有斗の右掌に触れた風は霧む散さん。穏おだやかな微び風ふうに変わる。

『っ、その力は……』

　このときアリスは光学迷彩で身を隠かくしていた。そのため圧倒的優位は変わらないはずだったが、それでも有斗の力には目を瞠みはった。

『そういえば……樂らく園えんでも、あなたは水を打ち消していた。一体、なにをしたの？』

　困こん惑わくを隠しきれない様子は、声の微かな震ふるえから感じ取れる。

「ひみつ」

　と、有斗は笑う。

　アリスには、万象分解のメカニズムまでは理解できていないが──

『…………』

　しかし、この時点でアリスは既すでに歴代に見た術士の中でもっとも高く見積っていた千潮有斗という少年への評価が、それでも実際の値あたいに及んでいなかったことを理解し、また同時に、全力で戦っているつもりの自分が無意識に、彼を再起不能にしてしまうことを恐おそれて力を制限していたのだと自覚し、己おのれの甘さを責せめた。

　再評価──チシオ・ユウトには、全力でぶつかってＯＫ。

　アリスは、そう決めた。
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　同時刻。錬魔学園、学園長室。

　劉は三年生担当の教きよう諭ゆから、直通の電話を受けていた。

「そうか。やっと終わったか」

　報告は、樂園から採取された「核」の分ぶん析せきが済んだという内容だった。

「そうだな。あとは午後の授業で──ああ、ごくろうだった」

　言って、受話器を置く。

　安あん堵どの息を吐き、高級な革椅い子すを回転させると、窓にかかったブラインドを指先でちらりと開ける。ずっと部屋に籠こもっているのはやはり性しように合わない。日の光が目に眩まぶしく、気持ちいい。

　と、そこへ。校門から入ってくる、異質な車が目に付いた。

　明らかに高級と一目にわかる黒くろ塗ぬりのセダンだ。車体はピカピカに磨みがかれて、フロントガラス越ごしの運転手は雇われなのか、一般的なスーツ姿に白い手て袋ぶくろをはめている。

　その後部座席に座る人物が、ちらりとだけ見えた。

「…………あれは、」

　劉は目を細めて、眉間を険しくする。

　知らない車じゃなかった。

　そして、望む客でもなかった。
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　結論としてアリスの風は、有斗に効かない。

　ならば、やはり最後にモノを言うのは正面からの肉弾戦しかない。

　ふたりの、相手への信頼ゆえに容よう赦しやがまったくない殴なぐり合いは、互いの力の拮きつ抗こうによって一〇分にも及およんだ。

　ほぼ互いに無呼吸でおこなわれるそれは、風を操るアリスの額にすらも脂あぶら汗あせを滲にじませている。有斗も、苦痛の中で集中力を切らさないように必死だった。

　しかし有斗は一方で、それを通して、別の不思議な感覚にも陥おちいった。

　アリスと言葉を交かわしてもいないのに、互いの頭の中が見えているような心地ここちだ。

　有斗が右の拳こぶしを放つ。それをアリスが避よける。ついでに左のカウンターを撃うち込んでくる。有斗はあえて頰でそれを受けて、顔を横に流しながら衝しよう撃げきをいなす。

　それは苦しいし痛いはずなのに。なぜか、悪くない気分だった。

　やがて互いに、何度めかになる距きよ離りを取った。

　有斗はアリスの攻撃で超再生を「使い切る」ほどに消しよう耗もうしていたが、同じように、アリスは有斗の必殺の一撃一撃を捌さばくために感情という名の魔ま力りよくが底を突つくほどに消費していた。

　アリスは有斗を敵としてでなく一能力者として賞賛するに至り、ついに弱音を漏もらす。

「はあ、はあ……これだけやっても、まだ倒たおれないの？」

「はは、悪いね……でもそっちこそ、いい加減諦あきらめてくれると嬉うれしいんだけど」

　ふたりとも、もはや直立でいることも難しい。

　前かがみに、両手を膝ひざに置いてゼエゼエと肩で息をし、泥どろ仕じ合あいの様相を呈ていしていた。

　おかしな話だった。

　互たがいが互いを傷つけたくないと思っているのに、そのために、ここまで疲ひ労ろうしきるほど戦っているのだから。

「──なんだか、もはや本ほん末まつ転てん倒とうなんじゃないかとさえ思えてくるね」

　有斗が言うと、

「わたしも、そう思う」

　アリスも苦く笑しようした。

　有斗の勘かん違ちがいじゃなく、この戦いを通じて彼女には表情が確実に生まれつつあるようだった。アリスは清すが々すがしく、微笑ほほえむように目を細める。そして告げる。

「でも、もうそろそろ……終わりにする」

「そうかい。俺だってそうしたいよ。できるならね」

　有斗が返して、またひとつ大きく息を吐はいた、その力の抜ぬける一いつ瞬しゆんを見計らったように、

「できるよ」

「え？」

「今！」

　アリスが叫さけんだ。

　直後、有斗の視界に映ったのは、跳とび上がったアリスだ。

　有斗は呼吸を整えていたせいでワンテンポ反応が遅おくれた。さらに、有斗の誤算はそれだけじゃない。アリスは落下の勢いで、有斗にのしかかろうとする。

　迫せまる彼女の下半身。有斗が見た光景は、




　──青と白のしましまパンツだった。




　それにより、有斗はさらにワンテンポのラグを発生させる。

「──な!?　いや待て、それはまずい！」

　まずいというかずるい。男子なら誰だれだって、この状じよう況きようにはわずかな動どう揺ようが生まれてしまう。でもアリスは必死なせいかそんな事情に気づいている様子がない。

「容赦はない！」

「容赦とかそういう問題じゃっ──!?」

　有斗の言いかけた忠告も虚むなしく、アリスはその両りよう脚あしで有斗の顔面を挟はさみ込む。

　そのまま有斗を仰あお向むけに倒す。顔を股こ間かんで押しつぶす形だ。アリスの股間が、薄うすい布ごしに密着し、有斗の鼻と口を塞ふさぐ。

　柔じゆう軟なん剤ざいの甘い香かおり……だけではない。なにかもっと生々しい、けれど決して嫌いやではない、脳内麻ま薬やくを分ぶん泌ぴつするかのような妖よう艶えんな匂においと湿しつ気けが有斗の顔面を包む。
















　そしてすかさずアリスは、有斗の両りよう腕うでをも風圧の魔術で押さえつけ、抵てい抗こうに備える。

「これで身動きはとれないはず！　いかに超再生できると言っても、動脈を絞しめ上げられれば昏こん倒とうする！」

　有斗は両足をばたつかせながら、訴うつたえたかった。

　確かにその通りだが、いくらなんでも……

「なひふひをはまはわふひふはほ!?（なりふりを構わなすぎるだろ!?）」

　大の字に倒されたまま、有斗が思わず突つっ込こむ。

　すると、なぜだかアリスが急に甘い声を出す。

「ぁ、んっ……」

「ッ!?」

　遅れて思い出したが、今のアリスは有斗の顔面に股間を押しつけている。

　つまり、不用意にもがけば、彼女の「大切な部位」に振しん動どうを与えてしまうどころか、言葉を発するだけでも多少の刺し激げきは伝わりかねない。アリスが「慣れていない」者ならば、よからぬ世界を見てしまう可能性がある。

「ッ………………………………!!」

　有斗は、抵抗することができない。

　いや、正確には抵抗すれば主人公としての倫りん理りコードに引ひっ掛かかるので自じ重ちようしたのだ。そうするしかなかった。

　やがて有斗は、自身の脳がみるみる機能低下してゆくのを感じながら──そのまま、気を失った。




「そこまで！」

　と、担当教師が決着の合図を出した声を、アリスは聞いていた。

　教師の表情はなぜか半笑いだったが、その意味を理解できるほどアリスに心の余よ裕ゆうはなかった。必死だったから。

　それよりもアリスは、自分でも信じられない、といったふうに疑問調で呟つぶやいた。

「勝った、の……？」

　周囲との隔かく絶ぜつが当たり前で、恋れん愛あいはおろか子供の教育によくない番組すら見ていないアリスには、なぜ有斗が最後に抵抗をやめたのかも、わかってはいなかった。

　けれど、それでもアリスにとって勝利は勝利だ。

　純じゆん粋すいに、嬉しさが込み上げてくるのを感じた。

「やった」

　と、小さく呟いて──それから自分ひとりにだけ聞こえていればいい言葉を漏らす。

「これで……わたしは元の青峰アリスに戻もどれる。みんなを守る、最強の魔術師に、戻れる」

　ふう、と安堵の息を吐はくと疲つかれも忘れて、アリスはその場に立ちあがり、握にぎり拳を天に掲かかげた。

　その姿は、まさに英えい雄ゆうの凱がい旋せんのようで、熱戦の結果に、これまでアリスを忌き避ひしていた生徒たちからも歓かん声せいが上がった。




　演習場の床ゆかに背中をつけて気を失った有斗は、その冷たさですぐに意識を取り戻した。

　瞼まぶたを開けて上体を起こすと、カノンが覗のぞきこんでいた。彼女の膝ひざ枕まくらに頭が載のっている。

「お疲れ様」と、カノンは言った。

「あれ？　俺は……」

「負けたのよ。アリスに」

「あ……そっか」

「頭は、まだぼーっとしてる？」

「いや大だい丈じよう夫ぶ。悪い、負けちゃって」

「それ自体はいいのよ。問題はもっと他にあるから」

「え？」

「美少女の股間に顔をうずめて昏倒した気分はどう？」

　と訊きいてくる彼女は、口元はにこやかなのに目だけが笑っていない。

「…………はは、ははは」

　有斗は頰ほおを引き攣つらせて乾かわいた笑いを返すしかない。

　そんな危機を救うかのようなタイミングで、傍に寄ってきたのがアリスだった。

　立ったアリスの影かげが、有斗とカノンの頭上へと落ちる。

　有斗が顔を上げると、彼女は言った。

「ありがとう」

　──その言葉に、有斗は面食らった。

　睨にらみ上げるようにしていたカノンも、不意打ちに、きょとんと目を丸くした。

　でも構わずアリスは、ひと息に言う。

「わたしは、今日からまた、みんなのために戦える──でも、あなたも、わたしには及ばないまでも同じくらいに優すぐれた術師であることは認める。わたしに及ばないまでも。だから今後は、同志として、ともにみんなを守っていきたい」

　今までとは違ちがう、歩み寄りの言葉だった。

　アリスは、ほのかに頰を緩ゆるめて穏おだやかな表情になっている。

　有斗は、彼女のその笑え顔がおを見られただけで「わたしには及ばないって二回言ったな」とか「そもそもあの勝ち方はずるいよ」とか、心中にあった細かな文句を吞のみこんだ。

　そして、ただただ、

「うん」

　とだけ返した。

　満足そうに踵きびすを返し、去るアリス。

　その背中を見つめていたカノンが肩かたをすくめて、ぽそっと溢した。

「ふーん、なんだ…………魔術と錬れん金きん術じゆつ、手を取り合えたじゃない」

　まるで祝福する教会の鐘かねのように、授業終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴る。




　その後、Ａ組とＢ組の生徒は次の授業があるため、それぞれＡ棟とうとＢ棟へと向かおうとしていた。劉からの校内放送が入ったのは、そんなときだった。

『愛すべき生徒諸君、私だ』

　ん？　と有斗とカノン、アリスたちがいっせいに顔を上げる。

『臨時授業をこれから行う。二年生はプレゼンホールに集まってくれ。繰くり返す。臨時授業を行う。二年生はプレゼンホールに──』

　本来のカリキュラムにはない、急な予定変へん更こうだった。





６






　プレゼンホールに向かった。

　劇場みたいに階段状の椅い子すが、二階の入口から奥にかけて低くなるように並んでいる。その席数は、有斗たち二年のＡ組とＢ組全員が座ってもまだ余裕が残るほどだ。

　もっとも低い位置に巨きよ大だいなホワイトボードがあり、その脇わきに錬金技術を用いた映像投射機ＳＭＶＳが設置されている。

　ＳＭＶＳの前には、劉と、もうひとり知らない男が立っていた。

　張りのある黒いスーツを着た、学園内では見かけないタイプの人物だ。

　有斗はその男を不思議に思って遠目に見つつ、たくさんある席の中から入口近くの、比較的高い空いた位置に、カノンと横並びで腰こしをかける。

　生徒たちが揃そろった時点で、劉が口を開く。

「樂園の核かくについての分ぶん析せきが済んだ。これから、その内部データをスライドで表示する。なお我々は先日までは、こう考えていた──一三年前どおりであれば、この情報には《天使》の記き憶おくが刻まれており、天使の目的が予測できる、と」

　ＳＭＶＳからスクリーンショットのように画像がホワイトボードへと投射されてゆく。表示されたのは、樂園内部を構成していたあらゆるオブジェクトの概がい要ようだ。有斗たちが見つけた巨大な錬れん成せい管や猿さるの群衆ミニオン。子供のおもちゃみたいなベルト。書物のゴーレム。あのときの禍まが々まがしい脳……他にも別の生徒が遭そう遇ぐうしただろう、熊くまの群集ミニオンなどもあった。

　すべてを流し終えた後で、劉が苦く笑しようした。

「──しかしだ、今回のオブジェクトには一いつ貫かん性が見受けられない。要するに《天使》が次にどう動くのか、計りきれないということだ」

《天使》の調査が難航している、という話だった。

「そして、こんな明るくないニュースのあとで何だが、もっと悪い報告がある。助言のために魔術師会からお越しいただいた、ペラダン常任理事だ」

　劉は皮肉を隠かくそうともせずに「お越しいただいた」に強いアクセントを置いて言う。

　紹しよう介かいされて前に一歩進み出たのは、スーツの男だった。

「悪い報告とは心外ですねえ。私わたくしどもは捜そう査さの迅じん速そくな進行に協力させていただこうとしているだけですのに──」
















　まるで喪も服ふくのような、光を吸収する真っ黒なジャケットに、同じく真っ黒なネクタイを締めている。長めの黒くろ髪かみを後ろへ撫なでつけるオールバックで、年ねん齢れいは成人したばかりにも三〇代にも見える、ミステリアスな風ふう貌ぼうだった。

　まるで糸のように目を細める、記号的な微び笑しようを顔に張りつけている。

「お初はつにお目にかかります。ペラダンです。いやあ、日本の未来を担になう、かの優ゆう秀しゆうな錬魔学園の生徒さんたちに会えて光栄です。普ふ段だんから名声は聞き及およんでおりますし、戦せん闘とう技術に関しては常々勉強させていただいております」

「見え透すいた世辞はいいから本題に入れ」と、劉が不快そうに囁ささやいた。

「ああ、すみません。そうですね。貴重なお時間を長々といただいても恐きよう縮しゆくですし」

　ペラダンと名乗った男は劉にちょこんと頭を下げてから、ホールに座る生徒たち全員を向く。

「さて、劉学園長からありました通り《天使》の次の行動を予測するのは核に残された画像情報からのみでは困難です──しかし！　ご安心を。今回の調査では他にも興味深い情報が得られてもいるのです！」

　それから促うながすように劉へと視線を戻す。劉が渋しぶ々しぶ頷うなずく。

「……ああ。《天使》の現す超ちよう常じようは、魔ま術じゆつによるものだと断定できた。魔ま法ほう陣じんが観測されたからな」

　ざわっ、と会場の生徒たちがどよめいた。

　有斗とカノンは目を合わせる。ふたりは、その事実を自らの目で確かく認にん済みだ。

　ペラダンが満足そうに、生徒たちに続ける。

「つまり《天使》をきっかけにして目覚めた我々の魔術は《天使》から引き継つがれた力──逆に言えば、《天使》は世界中の魔術師の親のような存在とも解かい釈しやくできますね」

　有斗は耳を傾かたむけつつ、視線を右斜ななめ前方の席に向けた。そこにはアリスの背中がある。後ろからでは表情を見られないが、きっと彼女も真しん剣けんな表情で聞いているだろう。どんな心境なのだろうか──あまり気持ちのいい話ではないはずだが。

　しかしペラダンは、彼自身も魔術師であるはずなのに、あまり気にした様子ではなかった。むしろ予定調和とでもいうように平然と言ってのける。

「では、それほどの影えい響きよう力を持つ《天使》とは結局何者なのか？　この報告を受けて錬魔学園には核の内部から出た魔法陣の痕こん跡せきについて、ＲＭＩの検査をお願いしました。すると、これまでの常識を覆くつがえす結果が判明しました──」

　ＲＭＩとは日本名「固有魔術紋もん」と呼ばれる、魔法陣内に描えがかれた魔術模様のことだ。

　この形は魔術師の個性に由来している指紋のようなものであるため、ふたりとして同じＲＭＩを持つ人間は存在しない。ゆえに魔術系超常事件捜査においては犯人を特定するために利用される。

　ペラダンは両手を天てん井じようへ、まるで神に祈いのるみたいに掲げて大おお仰ぎように言う。

「《天使》のＲＭＩを検査すると、その一部がこの街にいる特定の犯罪者と一いつ致ちしたのです。菌使いフアンガス──そう呼ばれる魔術師を皆みなさんはご存じでしょうか」

　いわく、本名不ふ詳しよう。外見年齢三〇代の女性。無職の独身。

　もともと国際指名手配されていた政治思想犯──錬金術師排はい斥せきを掲げるラッダイト系タカ派の魔術師だという。

「彼女は、つい先月、海外から日本のツクバに入ってきたところを錬魔学園が逮たい捕ほし、魔術師会が身み柄がらを預かっていましたが、最近になって逃にげ出しました。まだ見つかってはいません。ただ、ツクバの外は荒こう廃はいした土地ですので逃とう亡ぼう後は市内に身を潜ひそめ続けているものと思われます」

　そこで、前に座るアリスが手を挙げてから発言する。

「要するに《天使》の正体とは、その菌使いフアンガス……つまり人間の魔術師であると？」

「はい。さすが、理解が早くて助かります。青峰アリス」

「…………」

「今後皆さんの目的は、この人類の敵、菌使いフアンガスを発見することになります」

　生徒たちのざわつきは、さらに増した。

　そりゃそうだろう。今まで人類の敵とされていた《天使》が、自分たちと同じ人間だと言われたのだから。

　とはいえ相手が魔術を使っていて、ＲＭＩまで一致したのなら否定のしようがない。その調査を錬魔学園がおこなったのなら不正の余地もなく、三〇代であれば一三年前には一〇代後半。《天使》としての自我もその頃からありそうだ。理り屈くつ上、筋は通っている。

　結局、生徒たちは受け入れるしかないようだった。

（…………）

　ただ、有斗だけは「おかしい」とも思った。

　黒い球体の中で有斗が見た犯人の姿は、間ま違ちがいなく少女だったからだ。

　少なくとも三〇代には見えなかった。

　もちろん他の生徒たちにもその情報は共有されているはずだ。だが彼らは実際に見たわけではないので、有斗の見み間ま違ちがいだったとでも思っているようで納なつ得とくしている。ホムンクルスの有斗は戦闘力こそ評価されるが、立場上カノンと同じく、錬金術師側でも魔術師側でもないため大衆から浮ういており、その言葉に信しん頼らい性は薄うすい。

　ペラダン常任理事も、有斗が少女を目もく撃げきしたことは知っているはずなのに、そんな情報はミスだったとでも決めつけるように、いかにも証しよう拠この整っているように見える菌使いフアンガスこそが真犯人だと主張している。

「現在、魔術師会でも菌使いフアンガスが次に現れるスポットを調査しています。データは魔術系犯罪者に限れば、錬魔学園よりも魔術師会のほうが多く持っていますからね──見つけ次第報告いたしますので、お楽しみに」

　なんてペラダンは軽い言葉を並べて、それからわざとらしく、まるで今たまたま思い出したように、続ける。

「あ、あとひとつだけ補足を。魔術師会としては市民のみなさんの迅速な安全確保のために、ある程度強制力を持った強きよう硬こう的指示を出さざるを得ない状じよう況きようと判断しました」

　彼は微笑のまま──本当に特筆すべきでない連れん絡らく事じ項こうを伝えるように、冷たく言った。




「《天使》は、発見次し第だい、殺害してください」




　それにはさすがに有斗が、は？　と小さく声を漏もらす。

　だがペラダンは間かん髪はつ入れずに、話の流れを支配するように言葉を選ぶ。

「もちろん、この方針は市安保会長の許きよ諾だくもいただいております、つまり市全体の意向です。そうですね？　劉学園長」

　男に微笑を向けられて、劉が舌打ちとともに頭をかく。

「ああ、間違いない……市安保は、ツクバ市の犯罪対策においてあらゆる最終決定権を持っている。あの人がそう決定されたのなら、私からは付け足せる言葉はない」

　劉は不服そうな目でスーツの男を睨にらんでいたが、男は微笑を崩くずさずに頷うなずくだけだった。

　そうして、ホールでの授業は終しゆう了りようした。

　部屋から出るときに振ふり返ってみれば、ペラダンが劉に何やら耳打ちしていた。それを聞く劉の顔は、不快感を通り越して強い憤いきどおりが溢あふれ出たような形相だ──二大超常組合のひとつである魔術師会は市安保に次いで、錬れん金きん術じゆつ師し会と肩かたを並べるほどに強い社会的発言力も資産もコネクションも持つ組織。敵に回してよいことがある相手ではないが──ふたりの仲はよいものではなさそうだった。

　有斗はホールから出る際に、カノンに尋たずねた。

「ここにきて急に、殺せって明言する意味はなんだ？　いや、もちろん《天使》の被ひ害がいは大きいけど……捕ほ獲かくして今後の研究に役立てる線を完全に断たち切らなくても──」

「臭くさいわね」とカノンは返した。

「臭い？」

「だって、これは明らかに魔術師会からの過度な捜そう査さ干かん渉しようでしょう。魔術師会があれだけの根こん拠きよを用意すれば、市安保会長にも首を縦に振らせられるから。まあ、かといって劉までもが丸め込まれているのは異常だから、その事情も知りたいところだけれど──ともかく、なんにせよ魔術師会にとって《天使》は、急いで処分したい何らかの事情を孕んでいると考えるのがもっとも自然な推論だわ」

「なるほど」と有斗は顎に手を当てる。

　と同時に、しかし、さらなる疑問も生まれる。

「けど、それにしてもおかしくないか？　その魔術師会が言っている犯人は、本当は《天使》じゃないだろう？」

「ええ。三〇代って、明らかに別人だものね」

　そもそも、少し冷静に考えたなら、指名手配犯とはいえ一度錬魔学園に捕とらえられている程度の術師が《天使》みたいな未み曽ぞ有うの超常を引き起こせる器うつわとは思えないはずだ。

　魔術師会が裏で糸を引いて、虚きよ偽ぎを作りだしているのは明らかだった。

「《天使》を殺したがっているかと思えば、明らかに《天使》の真犯人ではない人物を指定して、出動せよと言っている……つまり真の目的は、本当の《天使》を殺すことでなく菌使いフアンガスという容疑者を殺すことかしら？」

　カノンの推理には、有斗が首を振る。

「いや、それにしては回りくどいんじゃないかな。そうしたいなら、菌使いフアンガスを以前に確保した時点で殺しておけばよかっただろう」

　あるいは、今回再び捕つかまえた彼女の身柄を受け取った後で事故にでも見せかけて殺すことだって可能。そうすれば魔術師会内ですべてを処理できる。

「──わざわざ無理やりに《天使》と菌使いフアンガスを同一人物と、こじつける必要性が不明だ」

「そうね。どうにも魔術師会の意図がわからないわね」

「そもそも、ＲＭＩが一致したという疑問点も残ってるしね」

　それは一番意味がわからない点だった。別人のＲＭＩが一致することは絶対にありえないのだから。そこには、まだ有斗たちが知らないトリックが介かい入にゆうしているようだ。

　有斗は、ふうと息を吐く。

「《天使》に関する謎なぞは深い。真実にたどり着くには、もう少し追加情報が要いりそうだ」

「ええ。ただ、時間をいつまでも掛かけるわけにもいかないのだけれど」

　うん、と有斗は静かに返しながら、次にすべき対応について思案する。

（手早く魔術師会の腹を探さぐるには──罠わなだとわかっていても、彼らが用意した虎こ穴けつに入るしかない、か？）
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　夜、寮りように帰った。

　妙みように長くて、疲つかれた一日だった。

　その終わりにカノンと並んでテーブルの前に楽な姿勢で座り、テレビを見ていると、テーブルの上にクッキーと一いつ緒しよに並んでいたカノンのＰＤＡが震ふるえた。

　カノンが手に取り、受話アイコンをタップして耳に当てる。

「もしもし？」

『ああ、カノンか。すまないな、休息中のところ』

「劉？　珍めずらしいわね。どうしたの」

『学内では学園長と呼べ』

「で？」

『ユウトは一緒にいるか』

　ちらり、とカノンが有斗を一いち瞥べつした。

「ええ。代わりましょうか？」

『いや、伝えてくれればそれでいい。今後、《天使》の捜そう査さ及および処理に関して、千潮有斗をメインの担当につけることとなった』

「え？」

『これは両術師会との協議の結果だ。市安保会長も認可している。確実に殺すように』

　カノンは、一いつ瞬しゆん、なにかを考えるように呼吸を止めて尋ねる。

「……それって、魔術師会からの圧力？」

　しかし、それに劉は、

『……任せたぞ』

　とだけ返し、そこでプツッと通話は一方的に切られた。

　カノンは渋しぶい表情で有斗を見ると、事情を伝えた。

　有斗は眉まゆ根ねを寄せて言う。

「は？　なんで俺？」

「さあ、わからないけれど。きっと、《天使》を殺せる可能性がもっとも高いからかもね。実際あなたが──あなただけが、あの黒い球体に飛び込んで生せい還かんしたわけだし」

「……でも、殺せって」

「命令ではそうね。さて、厄やつ介かいなことになったけれど、どうする？」

　カノンの簡潔な質問に、有斗は苦笑する。そんなのは答えるまでもなかったが。

「どうするもなにもないだろう。あの子を殺すわけがない」

　そう返しつつ、有斗は当たり前の事じ項こうを確かく認にんするように続ける。

「もちろん、あの子のやってることは多くの人を傷つけているわけだから罪は償つぐなわないといけない──けど、それとあの子の命を奪うばうことは理屈として繫つながらないよ」

　幸いというべきか《天使》はまだ死人を出してはいないのだ。なら殺すなんて極論すぎると思う。少なくとも対話を試みて事情を聞き出そうとすることに意味はあるだろう。

「あはは。ま、あなたなら、そう言うとは思っていたけれど」

　とカノンはなぜか嬉うれしげに微笑ほほえみながら、しかしまだ有斗の意思を確認するように言う。

「でも仮にも学園長から『殺せ』という命令を受けている以上、それに違い反はんしたら審しん問もんにかけられる危険性があるのも、また事実よ？　魔術師会もそれを知っているから、わざわざ劉の口を通してあなたに伝えたんでしょうし──」

「でも、そのうえで学園長は『任せる』と言ったんだろう？　なら、そういうことだよ」

「……つまり、私たちだけで《天使》を見つけて捕獲し、怪あやしい魔術師会の裏も洗う？」

　有斗は頷く。

　それにカノンは思わず噴ふき出して、また「あはは」と笑う。

「大だい胆たんね、さすが有斗。一いつ介かいの学生には重すぎる使命だわ。ただ、そうね、あなたの言うことも一理ある。わかったわ、その方向で動きましょう」

　事が終わったら劉に追加報ほう酬しゆうでもせびらないとね、なんて言うカノンの微び笑しように、有斗も頰ほおを綻ほころばせた。

　雲行きは、なんだか急速に怪しくなりつつあったが、まだこの時点では、なんとかなると有斗は思っていた。きっとカノンが隣となりにいてくれたからだろう。安心していたのだ。

　本来、そんな安心は簡単に崩れ去るものだし、現実は物語よりもよっぽど酷ひどいものだってことも、知っていたはずなのに。
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　青峰アリスの家は、学生寮だ。錬金灯の電源を消した部屋。

　アリスはベッドの上にひとり、パジャマ姿で体育座りをしていた。

　横にならない理由は特にない。強しいて言うなら、落ち着かないから。突とつ然ぜんの出動要よう請せいが来たときに、わずかでも早く動けるように。

　そうしてアリスが、うとうとしながら考えていたのは、錬金術によって創つくられた「人間のまがいもの」ホムンクルスのことだった。

（…………チシオ・ユウト）

　アリス以外の魔術師であれば、その大半は彼がホムンクルスというだけで毛け嫌ぎらいして、会話をしようとも思わなかったろう。魔術師にとって人工の肉体を持つ生命など、生物の内に入らない。不気味の谷のさらに下、奈な落らくの峡きよう谷こくに棲すむ化物でしかありえない。

　しかし、だからこそアリスは最初、彼に興味を抱いだいた。

《再生者リアクター》だとか、《叡智の結晶ベスト・ワン》と呼ばれる自分と肩を並べて語られることだとか、そういうのはどうでもいい。そんなことよりも、彼が「作られた生命」であることに興味を持つ理由が、アリスにはあったから。

　だから、アリスは彼と何度も関かかわった。

　初めは彼を敵視……というか宿敵視していた。同じような境きよう遇ぐうの彼に負けたくない、と意識していた。最初の能力テストで大人げなく、彼の記録に負けないように、身体からだに負担がかかるほどの高出力を発揮したのは、そのためだ。

　おかげで、あの時点では「わたしのほうが勝っている」と思っていたのだけれど──樂園の森で窮きゆう地ちから救われて、その価値観は揺ゆらいでしまった。

　以来、苦手意識を持ったからなのだろうか、彼のことをずっと考えるようになってしまった。

　感情が揺らぐのは、魔術師であるアリスにとって大問題だ。存在意義に関わるほどに。

　青峰アリスは、みんなの英えい雄ゆうでなくてはならない。誰だれにも負けてはならない。特にチシオ・ユウトには負けたくなかった。

　だからアリスは、その苦手意識を払ふつ拭しよくしようとした。その思いが叶かなったのが彼との演習だった。正々堂々と一対一で戦って勝った。

　これで、やっと完全勝利。彼への負い目は何もなくなった。

　──わたしはやっと、もとの頼たよれる青峰アリスに戻もどれる。

　チシオ・ユウトは確かに頼れる同志だが、あくまでわたしに続く二番手にすぎない。わたしの背中の後ろにいるだけの存在にすぎない、と。そう思った。

　なのに。

　なぜだろう？

（それでも今なお、わたしはチシオ・ユウトについて考え続けている……？）

　感情の揺らぎが収まらない。

　しかも、今のこの感情は敵視ではない。アリスにとって不ふ愉ゆ快かいなものではない。鼓こ動どうが脈打ち動どう悸きのようになりながらも、温かくほっとするような、いわば風か邪ぜのときに浴よく槽そうに浸つかってのぼせたかのような、毒でありながら薬でもあるかのような──正体のわからない、不可思議な感覚。

　困った。

　非常に困った。

（どうしたら……いい？）

　アリスは無意識に、こういうときに決まって助言を求める先へと手を伸のばす。

　そこにはＰＤＡがある。

　アリスの端たん末まつ内には、親代わりとなる魔術師会員の番号ナンバーが入っている。

　子は親を頼るものだ。縋すがるように指先で触ふれると、ちょうどそれに応こたえるように端末が震えた。暗くて静かだった部屋にプルルル、と事務的な着信音が響ひびく。

　アリスは慌あわてて手に取って、それを強く、耳と頰に当てると恐おそる恐おそる口を開く。

「も、もしもし……？」







[image: 第五話　計画されたもの]
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　温度と湿しつ度どが意図的に高められた、人間にとっての快適さを度外視した部屋だ。

　間取りの広さは、照明が弱いせいで摑つかめない。

　そこに集まっているのは、黒ずくめの人間たちだった。

「……ホムンクルスの動きは、どうだ？」

「……なにやらせこせこと、ハイエナのように嗅かぎまわってはいるようだが」

「裏では、奇き才さいカノン・フラメルが力を貸しているらしい……」

「あの異い端たんか……親が親なら、子も子だな」

「なに、問題ない。手は打ってある。ホムンクルスのそばにはアレを付かせる……今回の計画で菌使いフアンガスがしくじっても『弾だん頭とう』が機能する。その際には、アレ自身の手でホムンクルスを処理できるはずだ……」

「処理した後のアレはどうする？」

「そのときにはアレ自身も相当量のダメージを負い、生物としてまともな機能を残してはいないだろう。適当な者に処分させてしまえばいい。そうして《天使》は闇やみの中だ……」

「もしもホムンクルスがアレに勝ってしまった場合は？　都合の悪い事項がいくつも露ろ見けんすることになるが……」

　ふん、と、黒ずくめのひとりである、もっとも皺しわの多い男が鼻で笑う。その質問自体が愚おろかとでも言いたげに。

「アレはホムンクルスよりも優すぐれた生命体……その可能性は完全に、ゼロだ」
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　翌日。《天使》出現から数えて六日目。その朝の有ゆう斗とは、布ふ団とんにカノンが入ってこなかったので平へい穏おんといえば平穏だった。でも、いい心地ここちではなかった。

　──お兄ちゃん。

　夢を見ていた。

　妹の夢だ。

　その夢は定期的に有斗を襲おそう。きっと罪悪感がずっと拭ぬぐいきれていないからだと思う。

　──お兄ちゃん、こっちに……来ちゃだめ……。

　有斗は兄なのに、妹を助けることができなかった。

　彼女の孤こ独どくな死を救ってやることができなかった。

　その罪の杭くいは有斗の心の奥底に刺ささっていて、なにがあっても抜ぬけはしない。

　過去が変わらないのであれば、未来を変えるしかない。

　だから有斗は、物語の主人公に憧あこがれた。

　誰かを救うことのできる人間になりたかった。

　その精神は千ち潮しお有斗という魂にすっかり染みついていて、反射的で、消えてくれない。

　今、有斗は改めて思う。

《天使》──いや、あの寂さびしい目をした──少女。

　あの子は、妹と同じだ。

　だから、救いたい。

「…………」

　そうして、やがて昇のぼった朝日の斜しや陽ようとともに、有斗は悪夢から目覚める。目を開けて上体を起こせば、汗あせをびっしょりとかいていた。

「……ふう」

　とため息を吐つき、気持ちを落ち着けてから、ゆっくりとベッドから下りた。




　学園に行ってみると、《天使》の居場所がわかったとの連れん絡らくが学内に知れ渡わたっていた。

「どこから割れたって？」

　有斗が朝の教室で訊きくと、前の席に座っているカノンが答える。

「三年の捜そう査さ班が辿たどり着いたんだって」

　電話を寄こしたのは劉りゆうで、劉に連絡を入れたのは三年生らしい。上級生たちは休みもほとんどなく《天使》について調べていたのだろう。骨が折れることだ。

　しかし、それにしてもあまりに唐とう突とつな知らせだった。

　そして、違い和わ感のある知らせでもあった。

「昨日の今日で、そんなに都合のいい話があるか？」

「無論おかしいとは思うけれどね。どうせ魔ま術じゆつ師し会が暗あん躍やくしているんでしょう。でも、とりあえず報告を受けるために生徒会室に呼び出されてるわ」

「そうか。一いつ緒しよに行こうか？」

「いえ、私は行かない」

「ん？」

「呼び出されたのは、あなただけよ。わざわざ『一人で来い』って注ちゆう釈しやくつきでね」

　そこには明らかに、何らかの黒い意図が含まれていそうだった。




　生徒会室にひとりだけ呼び出された有斗は、上級生から簡単な紙資料を手て渡わたされた。

「どうやら菌使いフアンガスがショッピングモールに侵しん入にゆうした、との情報を得た」

　そう伝えたのは、無機質なデスクに座る眼鏡をかけた三年生の生徒会役員だった。《天使》の捜査を担当している、魔術師側の生徒だ。

「どうやって見つけたんですか？」

「魔術師会から提供された情報をもとにした、行動ルートの予測だ」

　きっと有斗とカノンの推測は間ま違ちがっていないのだろう。魔術師会が糸を引いている。

「……どうして、そんな場所に？」

「そこまではわからないよ。《天使》の思考パターンは解かい析せき不能だと先日の核かく分ぶん析せきでも言われていただろう」

　上級生の返事は、有斗を小こ馬ば鹿かにしたような、軽けい蔑べつを帯びていた。

　だが魔術師側の人間が有斗に優やさしくないのは珍めずらしくもないので、気にしない。

「なら、すぐにでも出動すればいいのでは？」

「いや、まだ確証がない。監かん視しカメラが姿を捉とらえたわけでもない。まずは確かく認にんが必要だ」

「……つまり、存在を確認して捕つかまえるのが俺の役目？」

　こくり、と上級生は頷うなずく。

「菌使いフアンガスは錬れん金きん術じゆつ排はい斥せきを狙ねらう魔術師。だから、魔術と錬金術の掛かけ合わせである千潮有斗、君についても知られているのは、ほぼ間違いない。要するに君は、奴やつを捕とらえようとする立場であり、同時に狙われるターゲットでもあるわけだ」

「まぁ、そうなるでしょうね」

　そもそも学園長がホムンクルスという奇き跡せきの発明品を表に出したがらなかったのは、こういう危険な目に生徒を晒さらしたくないからでもある。しかし、その情報操作にも限界はある。菌使いフアンガスがツクバの中に入っている以上、評判を耳にしていてもおかしくはない。

「だからこそ今回の作戦では、この状じよう況きようを逆手に取る」

「逆手？」

「確証がないこともありショッピングモールの客には、まだ避ひ難なん勧かん告こくを出していない。ならば、その中に学生がプライベートで紛れ込んでいてもおかしくはないだろう？」

「…………囮おとり、ですか」

「そう、君にはあえて武装をしていない状態でショッピングモールに入ってもらう」

　なるほど。確かに、ホムンクルスの有斗は戦せん闘とう時に武器を必要としない点でも、この作戦に適している。

　まあ、かなり危ない役目なのに有斗当人の意思確認すらなく決定事じ項こうとして伝えられている点や、なによりもモールの客の安全を後回しにしている点が気に食わないのだが……これも魔術師会の横よこ槍やりならば抗あらがいようがない。一応、上手くいけば被ひ害がいが最も少なく済む作戦ではあるのだから、有斗が考えるべきは、その成功だ。

　三年生が言う。

「作戦の大おお枠わくはもうひとりに伝えてあるから、モール内での細かな作戦行動については、ふたりで決めてもらっていい」

「ふたり……カノンとですか？」

「違う。魔術師会からの指示で、お前のバディは指定されている」

「誰だれです？」

「青あお峰みねアリスだ。君には表向き、彼女とデートをしてもらう」




　菌使いフアンガスは魔術師だ。有斗だけでなく《叡智の結晶ベスト・ワン》青峰アリスについても、もちろん知っている。ならば魔術師側の光であるアリスと、錬金術師側の闇（魔術師たちからすれば）である有斗が一緒に会合をしていると知れば、広いショッピングモールのどこかにいるだろう菌使いフアンガスは誘おびき寄せられる──と、そういう算段だった。

「はあっ!?　なによそれ！」

　生徒会室から出たあとに有斗がカノンの待っている廊ろう下かへと向かうと、報告を聞いた彼女は悲鳴を上げた。

「まさか、魔術師会がこんな手を打ってくるとは想定していなかったわね。私と有斗を引ひき離はなすなんて……」

　カノンは悔くやしそうに、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶすみたいな顔をする。

「その利点って、魔術師会にあるのかな？」と、有斗は尋たずねる。

「きっと魔術師会が《天使》を確実に殺したいと考えているから、というのが一番大きいでしょうね……あなたとアリスのコンビは戦闘力で言えば最強なのは間違いない。そして、その最強コンビに私はいないほうがいい。チームのノイズにしかならないから」

　ああ──と有斗は頷く。いかにも魔術師会が考えそうな話だった。実際には、カノンとのコンビネーションがアリスとのコンビに劣おとっているだなんて有斗は思わないけれど、そう決めつけたがる思考は理解できる。

「そのうえで、アリスはあなたへの見張り役でもあるんでしょう。あの子は魔術師会の手足みたいなものだから」

「ホムンクルスってのは、本当に魔術師から嫌きらわれてるな」

　有斗が苦く笑しようすると、カノンは言おうか言うまいか迷うように口ごもり、それからやはり決心したのか告げた。

「こう言うのもアレだけど……アリスには一応、気をつけておきなさい。魔術師会がこの作戦の裏に何かを隠かくしている以上、あの子が何をしでかすかも予想がつかないのだから」

「え？　それは、アリスが敵に回るかもしれないってこと？」

「わからないわ。今のところ、そこまで悪い子とは私も思わないけど……ただ、その可能性も否定できないってことよ」

　カノンの目からは、アリスへの不信感というよりも有斗を心配する気持ちが感じられた。

「…………なるほどね。わかったよ」

　有斗は神しん妙みように頷き、それから尋ねる。

「カノンは、これからどうするの？」

「あなたがいない間にできることもあるでしょう。魔術師会の暗部について個人的推論に則のつとった調査を進めてみるわ」

「そうか──」一緒に行動できないならそれが最適解だろう。有斗は首しゆ肯こうして続ける。「それじゃあ、ついでにひとつ頼みごとがあるんだけど、いいかな？」

「ん？　なにかしら」

「これまでの情報に基もとづいた、ちょっとした事実確認だよ。あくまで推測だけど俺が考えるに、ひょっとしてこの事件における本当の被害者は──」

　そうして有斗は、カノンに調べ物をお願いしてから別れた。
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　アリスはその朝、いつもよりも早く目を覚ましたあと、昨夜に電話で魔術師会から言われたとおりにシャワーを浴びて綺き麗れいに全身を洗った。

　それから、やはり魔術師会に言われた通りに、いつもよりも露ろ出しゆつの多い、薄うす手での服装に着き替がえて家を出る。装備が薄うすまり、二に本ほん鞘ざやさえ持たせてもらえないのは、アリスとしてはあまり好ましくなかったが、その意図はデートに信しん憑ぴよう性を持たせるためだと説明されたので受け入れた。
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　有斗が指示されたアリスとの待ち合わせ場所は、学園から電車で二五分の位置、繁はん華か街がいの区画にあるショッピングモールだ。正式名めい称しようはツクバモール。広大な敷しき地ちを持つ、ツクバでも指折りの巨きよ大だい施し設せつに数えられる。

　ツクバモールは、上空から見ると馬ば蹄ていのような形をしている。

　円の欠けたところが入口で、そこから左右へと楕だ円えん状にテナント店が並んでいる。高さは二階建てだが敷地面積が馬ば鹿かみたいに広いうえに、店はすべてアパレルや喫きつ茶さ店てん、イタリアンレストランなど若者が時間を潰すために役立ちそうなラインナップなので、初めて訪おとずれた中高生だと一日ですべてをチェックして回るのが難しいほどだ。

　見み渡わたせばそこには手をつないで歩く男女、男女、男女……

　ここは一いつ般ぱん的な高校生たちの間で有名な、デートスポットでもある。

　有斗は入口に立つ半円状のゲートの前に、待ち合わせよりも五分早く到とう着ちやくした。そのときには既すでにアリスもいた。

「悪い、待った？」

　彼女を見つけて慌あわてて駆かけ寄る有斗に、アリスはいつものクールな表情で返す。

「いや、待っていない。こちらこそ、わざわざ作戦に付き合ってもらって申し訳ない」

　礼れい儀ぎ正ただしく頭を下げるアリスは、デートスポットには似つかわしくない、よそよそしさである。……まぁ本当のデートをしに来たわけではないので、当然なのだが。

　ただ、そのわりには、アリスの服装はいつもの見慣れたセーラー服とは違った。

　小さな手さげ鞄かばん。白いワンピース。大だい胆たんに胸むな元もとと太ふと腿ももが露あらわになっている。

　美び脚きやくの先は踵かかとが少しだけ高くなったサンダル。

　頭のてっぺんから足の爪つま先さきまで煌きらめくように可愛かわいらしく、美しい。

　正直なところ、いくらプライベートのフリとはいえ、なぜここまで露出多めの服装なのかと問い質ただしたかった。でも、もちろん有斗にはそんな下世話な質問をする勇気はない。

　有斗は、Ｔシャツにジーンズというラフな服装で来た自分を恥はずかしく思いつつ、彼女の美び貌ぼうに唾つばを吞のむ。それから、変な緊きん張ちようを解く意味でも本題に入った。

「えーと……で、本当に《天使》がここにいるのかな？」

「与あたえられた限りでは、そういう情報だった」

「だとしたら早めに見つけて、一般人の避ひ難なんを優先したいところだけど」

「それは、わたしたちの捜そう査さ次し第だい。みんなを守るためにも、全力でデートをする」

　その反応は、いつもと変わらない真まっ直すぐなアリスのままで安心する。有斗は微笑ほほえみ、

「ん。そうだね」と返す。

　容疑者の外見は聞いていた。

　緑色に染めたベリーショート。

　ならば、賑にぎわった会場内とはいえ視界にさえ入れば発見は容易たやすいはずだ。

　有斗がモール内に視線を巡めぐらせていると、アリスにじーっと見つめられていることに気づいた。

「え？　なに？」

「いや……」と、アリスは目をぱちくりさせてから言った。「今さらだけれど、こんなに早くあなたと組むことになるとは思わなかったから。もちろん『これからは同志として』と言ったのはわたしだけれど……」

「ああ、それは俺も意外だよ」有斗は頭を搔かく。カノンから言われた、敵に回まわる可能性を確かめるためにも言った。「君からはずっと敵視されてたから、こんな日が来るとはね」

「敵、視……」と、そこでアリスは考え込むようにうつむいた。

「ん？　違う？」

「いや、確かに初めは敵視だった」

「初めは」

「そう。でも今は……どうだろう」

　アリスは顎あごに手を当てて悩なやむ。自分でも答えを探している様子で、その表情はなんだか珍めずらしい。彼女には、いろんなことをきっぱりと言い切るイメージがあったのだけれど。

　有斗が不思議に思ってアリスの顔を覗のぞき込むと、気づいたアリスはなぜか慌てて、頰ほおを紅潮させながらのけぞる。

「──と、とにかくっ……よかったっ」

「よかった？」

「えっと、その……わたしの相棒は、あなた以外にはきっと務まらない……からっ」

「…………？」

　アリスの動どう揺ようの理由は有斗にはわからない。ただ、可愛らしい反応だとは思った。

　そういえば前回の対戦を経てから特に、アリスのクールな顔の下にある感情は少しずつ表に出てきているように感じる。そして有斗に向けられるその感情は、ひょっとすると、もう敵意とは少し違っているのかもしれない。だとしたら光栄だ。

「まあ、そう言ってもらえると、嬉うれしいけど」

　有斗は微笑んで返しながら、ふと、これまたカノンが言っていた別の言葉を思い出す。

　──対話が重要。

　もちろん、有斗もその意見に同意する。

　そして、どうせなら踏ふみ込むのは今かもしれない。

　バディを組む以上、ある程度の情報開示と事実認にん識しきの共有は必ひつ須すだし、アリスの裏には魔ま術じゆつ師し会がいる。魔術師会は、なにか不ふ穏おんな計画を立てている。

　その下で働く彼女の善意が本物なのか探さぐる意味でも、試ためしに訊きいてみる。

「ところでさ、アリス」

「ん、なに？」

「今回の容疑者、どう思う？　本当に、こんな手早く犯人の居場所が見つかるものかな」

「与えられた限りでは、そういう情報だった」

「いや、俺が訊いてるのは君の個人的意見だよ」

　するとアリスはきょとん、と不思議そうに目を丸くした。

　それから首を傾かしげて、当たり前だとでも言うように返す。

「？　わたしの見解ということならば、そんなものは不要に決まっている。わたしは命じられたとおりに、任務を遂すい行こうするだけ」

「え？」

「わたしは皆みなを守るために存在する。公僕となって超ちよう常じよう犯罪者を取り締しまるわたしにとって私情は感情に悪あく影えい響きようを及およぼし、魔術のパフォーマンスにブレをきたすノイズ」

「…………、なるほどね」

　有斗は、アリスのそのあまりにも強固に自我を排はい除じよした「正義の道具」としての意見に苦笑を禁じ得なかった。

　──つまり、アリスは魔術師会から今回の計画の真意についてすら聞かされていないのだろう。

　それでも、ただ善意だけで自分をなげうって、全力で任務に没ぼつ頭とうしている。

　こんなデートにまで出てきてくれている。

　理由は唯ただ一ひとつ、アリスはそういう人格だから、に違ちがいない。

　アリスの悲しい過去は、その真っ直ぐすぎる性格を作り上げるだけの理由になる。事件で家族を失った子が、自らをなげうってでも犯罪と戦おうとする精神は至って正常だ。

　思えば、納なつ得とくはしやすかった。有斗がこの世にダウンロードされた理由は「自己犠ぎ牲せい心しんの強い人格」だったからだ。きっと魔術師会も同じように自己犠牲心のある人材アリスを《叡智の結晶ベスト・ワン》として用意したのだろう。

　そういう意味では、アリスは有斗と似た者同士なのかもしれない。

（…………いや。むしろ、この子のほうが純じゆん粋すい──だな）

　有斗が自己犠牲を選んだのは、自分が誰だれかにとっての主人公になりたいと考えたからで、その感情は、本質的には自己中心的だ。だがアリスは、あくまで最初から素す直なおに、他者を中心に考えている。誰かを守るための盾たてとして自分を設定している。

　劉がいつだったか言っていたとおり。

　アリスは優やさしすぎる──そして有斗なんかよりも、遥はるかに美しいのだ。

　かつてエイブラハム・リンカーンは「大統領にしても、靴くつ磨みがきにしても、世のため人のために働く公僕だ」と言ったという。まさに今のアリスは、その理念と重なるのではないか？　あるいは現代のマザー・テレサのようにも見える。

（なら……）

　と、有斗は思う。

（この子みたいな女の子こそ、守られるべき存在なんだろうな）

　でないと、自ら破は滅めつの道へと進んでしまう彼女の人生に、救いがなくなってしまうから。そんなのはあまりに悲しい。

　アリスの周りにはちゃんと、彼女を守ってくれる仲間はいるのだろうか？　と考える。

　有斗にカノンという頼たよれる仲間がいるように、彼女にもそんな存在がいるだろうか？

　少なくとも学園内では孤こ立りつしているみたいだが……

（ひょっとすると、親代わりの魔術師会が、その役目を担になっているのかもしれないな）

　なら、それはそれで有斗が口出しをして壊こわすべきものではないだろう。

　だから有斗は、魔術師会の暗部についてはアリスには黙だまっておこうと思った。

　彼女と心からわかりあいたい気持ちはあるが、立場が違う。

　対話は、ここまでが限界のようだ。

　有斗は彼女の善意を少しでも疑った自分を恥じるとともに、ただ彼女が孤こ独どくでないことを──魔術師会が彼女の純心を裏切っていないことを、ひそかに願う。




　有斗とアリスは並んで歩き出す。

　入口の、いかにも浮うわついたカラフルなゲートは、これから激しい戦せん闘とうが待っているかもしれないという予感とは裏腹にふたりを歓かん迎げいしているようでさえある。

　有斗はゲート横の看板に差してあったパンフレットを摘つまみとり、さっと目を通す。

「さて、菌使いフアンガスとやらはどこにいそうかな？　指名手配中の思想犯がわざわざショッピングモールに顔を出すのなら、やっぱり人の多いエリアでテロでも計画してるのか……」

　資料越ごしでしか知らない容疑者の思おも惑わくを素人しろうとなりに予想しながら、マップの各店をチェックしてゆく。その目は真しん剣けんだ。

　と、その過程でアリスが不満げに言った。

「チシオユウト」

「ん？」

「そんな、力の入った表情をしていたら、怪あやしまれる」

「…………」

　有斗は近くの雑貨屋のショーウィンドウに映っているアリスと、自分に目をやった。

「──た、確かに……」

　アリスほどの美少女とデートに来ていて、こんな、めでたさのかけらもない顔をする男なんて、この世にはいていいはずがない。

「だから、表情筋は、こう」

　アリスが有斗にお手本を示すように、指先で自分の頰を持ち上げて無理やりに、にっこりと笑ってみせる。その笑みは有斗よりも全然ぎこちなくて、おかしくて。

　でもだからこそ、おかげで、

「…………ぷはっ」

　と、有斗は自然に笑えたのだった。




　有斗は気持ちを入れ替かえ、できるだけプライベートっぽく振ふる舞まおうと心がける。ゲートをくぐったばかりの有斗たちを待ち受けていたのは、うさぎの着ぐるみだった。

　パンフレットによれば、ウサギの名はウサモルで、このツクバモールのマスコットキャラクターらしい。

『　　　　！』

　ウサモルは──マスコットキャラとしては当たり前かもしれないが──喋しやべらない。なにひとつ表情筋の動かない、ある意味不気味な笑顔のまま、有斗たちを手招きしていた。

　しかし、そんなウサモルを見てアリスが、

「……かわいい」

　と漏もらした。

「えっ」

　と有斗も思わず驚おどろきの声を上げる。

「な……なに？　おかしい？」

「いや、おかしくはないけど」

　むしろ普ふ通つうの女の子の反応に近いけれど。でも、だからこそ驚いたのだった。

「君がそういうこと言うの、意外だよね？　こういうキャラクターには興味がないと思ってたんだけど」

「そう？　でも、かわいい…………というか、すごいと思う」

「すごい？」

「うん、あんなふうに、ずっと笑ってるの。わたしにはできない」

「いや、そりゃ着ぐるみだから当たり前だけど。怒おこった顔のマスコットのほうが珍しいだろ？」

「そうなの？　こういうのを見るのは初めてだから知らなかった」

「初めてって」言われて、遅おくれて有斗はハッとする。「ああ……そういうことか」

　よくよく考えれば、アリスは幼くして両親を殺されている。となると、こんなショッピングモールに来たことも、着ぐるみを見た経験も、ほとんどなくて新しん鮮せんなのだろう。

「…………あれが、マスコット。あれが、ウサモル。かわいい」

　なんていうアリスがこちらを窺うかがうように見ていることに、有斗は気づく。そわそわしている様から、彼女の気持ちはなんとなくわかる。

「アリス、もしかして、あいつに近づいてみたいの？」

　アリスはぴくっと、本心がバレたことに驚いたのか、身体からだを震ふるわせてから頷うなずく。

「う、うんっ……そのほうが、その……し、自然なデートっぽいと、思い……ます！」

「なんで急に敬語なんだよ」その可愛かわいらしさに、有斗は思わず噴ふき出す。

　それから、ふたりはウサモルの前まで歩み寄った。

『　　　　　　　　　　？』

　するとウサモルがボディランゲージだけで尋たずねてきた。その意味はすぐにわかった。

　ウサモルの手にはポラロイドカメラがあり、その首からは「記念撮さつ影えい１枚５００円」と書かれたプラカードが下げられている。「記念に写真を撮とる？」と訊いているのだろう。

「せ、せっかく来たのなら、撮っておくべき……任務のためにも」

　と、なぜかアリスが興奮しつつ、また有斗の意見をうかがうように見てきたので、

「うん、そうだね。任務のためにね」

　有斗は微笑ほほえましく思いながら返した。

　一応有斗は、カノンから財さい布ふと最低限の小こ遣づかいは常備させてもらっている。ほんの数千円だけだが、それでも写真代など一日の交際費くらいは払はらっても、まだ少しは残るはずだ。

　アリスの表情が、さっきまでよりももっと自然に、楽しそうな笑顔に変わる。

　そんな彼女の反応が有斗にとっても、なんだか妙みように嬉しい。

　ふたりでウサモルを挟はさむように立つ。ウサモルがカメラを自分たちの方へ向けて、毛むくじゃらの指で３、２、１と合図をして写真に撮った。

　ウサモルが出来上がった写真をこちらにくれる。こうして改めて見るとアリスは、やっぱり絶世の美少女だ。笑顔もいくらか自然になっているので、いっそう可愛らしい。こんな笑顔を今まで隠かくしていたなんて、人類にとっての損害じゃなかろうか？　できるだけ多くの人にむけて披ひ露ろうされるべきだ、なんてすら思う。

「お金はわたしが出す」と、アリスが言った。

「え、いいよ。俺も持ちあわせはあるし」と有斗は返す。

「だめ」

「いいって」

「だめ」

「…………っ」

　かたくなな拒きよ否ひだった。もちろん、この経費はあとから学校に申しん請せいすれば落ちるものなので、どちらが払っても変わりはないはずなのだが……。有斗は頭をかきながら返す。

「わかった。じゃあ、お金を出してもらう代わりに、その一枚はアリスのものだ」

　ウサモルから渡わたされた写真は一枚だけだった。たぶんカップルと思われたからだろう。

　有斗の言葉に、アリスは目を少しだけ見開いた。

「えっ、いいの？」

「もちろん」

「…………あ、あり、がとう……」

「いやいや、俺がお礼を言われることじゃないよ」

　笑う有斗に、しかしアリスは礼れい儀ぎ正ただしくぺこりと頭を下げて、写真を繊せん細さいな手つきで手さげ鞄にしまった。表情に乏とぼしいはずの彼女の顔が、やはりまた少し綻ほころんだ。
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　一方、ツクバモールの入口にあるゲート。その陰かげから内部を覗のぞく者があった。

「なんだかすごく楽しそうにしているけれど……ずるくない？」

　カノンである。

　とはいえ、なにも好んでストーキングをしているわけではない。今回の任務は、ふたりが十中八九襲おそわれることになる、危険な囮おとり捜そう査さだ。心配でならない。ゆえの監かん視しである。

　カノンが追つい跡せきしているのは有斗も知らないというのが、少し後ろめたくはあるが──

（でも、私は私で動くと言ったし、そこに噓うそはないから許されるわよね……？）

　そんな風に、自分に言い訳をしておくカノンだった。

　さらに言えば、罪つみ滅ほろぼしと言ってはなんだが、一応カノンは有斗から頼たのまれていた調べ物をちゃんと済ませている。そして、その調査を有斗がカノンに託たくした意味もカノンは理解できている。こうして張り付いているのは、だからこその結果とも言えるのだ。

　事態は、人々が思っているよりもずっと深刻だから──

（まったく、本当に救われない時代よね……せめて今回の件が無事に収まったら、私も息いき抜ぬきに付き合ってもらおっと……）

　なんて考えながら、カノンは少し遠い場所にいるふたりを見守るのだった。
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　毛むくじゃらの手を振るウサモルと別れ、有斗はしばらく、なんでもない平へい凡ぼんな「デートモドキ」をおこなった。それは仮かり初そめとはいえ、平和な時間だった。

　まずはゲームセンターでガンゲームを一プレイ、それからＵＦＯキャッチャーへと巡めぐる。初心者のデートにしては、なかなか王道に近いコースと言えるのではないだろうか。

　ウサモルぬいぐるみを確保するために五〇〇円を浪ろう費ひして、なお上う手まくいかないアリスに、有斗はつい笑ってしまう。

「シューティングは上手かったのに、こういうのは驚くほどセンスがないんだね」

「…………狙ねらえば狙うほど取れない。奥が深い」

「それは業ごうが深いって言うんだよ。物欲センサーってやつだ。貸してみ？」

　操作を有斗に代わると、ぬいぐるみは実にあっけなくコテン、と取り出し口へ続く穴に落ちる。

「なっ、なぜッ──!?」

「こういうのは、コツがあるんだ。この機種の場合は、持ち上げようとするんじゃなくてアームの片方で引き寄せて落とした方が取りやすい」

　有斗は意外と手先が器用なのだった。大たい概がいのゲームは上手い。

　ぼふんっ、とぬいぐるみが着地する音がする。

　アリスがそれを見下ろして呟つぶやく。

「くっ…………チシオユウトに、負けた……」

　有斗は苦く笑しようしつつ、「いや、こんなゲームでまで張り合おうとしなくてもいいって」と、取り出し口から持ち上げたぬいぐるみをアリスに渡す。

「えっ、くれるの？　あなたの手て柄がらなのに……」

「手柄って。そんな大げさなもんじゃないよ。お金は君が入れたものだし」

　彼女は「ありがとう……」とまた言って、それを大事そうに抱だきしめた。

　そんな愛くるしい姿で歩き回っているアリスが目を惹ひいたのだろうか、ゲームセンターから出ると、すれ違ちがうカップルが有斗とアリスのほうを二度見して、なんだかこそばゆかった。まぁ本来、有斗ごときが吊つり合うような美少女ではないのだから当然だ。

　なんとも妙な心地ここちである。

　うっかりすると、これは本当のデートなのでは？　と勘かん違ちがいしそうになる。

　そう思っていると、アリスが言った。

「……はじめて来たけれど、こういうの、なかなかに楽しい」

　口角がほんの少しだけ上がっているその表情は、もはや最初のぎこちない笑みではない。有斗まで嬉うれしくなったが、しかし返事をするよりも早くアリスが、

「──任務じゃなければ、よかったのに」

　と、続けて、その笑顔に少しだけ影を落とすので、有斗も複雑な心境になる。

「…………」

　きっとアリスは、これまでストイックに自分を娯ご楽らくから隔かく離りしていたからこそ、こういう体験を楽しく感じすぎてしまうのだろう。そのぶん、任務であることに寂さびしさを覚えたのかもしれない。

　だが、それは何も悪いことではないはずだ。

　有斗は彼女を優やさしく見つめて言う。

「そう思えたなら、今回の事件が片付いたあとに、今度はちゃんとプライベートでくればいいだけだよ。なにも今日で、世界が終わるわけでもないんだから」

　そう。《天使》を捕つかまえれば、また明日以降も世界は続いていく。絶対に、そうなるように努力する。そのために、有斗たちは今ここにいるのだ。

　アリスは、有斗の言葉に驚おどろいた様子で目を丸くして、それから恐おそる恐おそる呟く。

「で、でも……わたしには、そんな権利は──」

　公僕としての言葉だ。しかし有斗はそれに、

「権利なんて必要ないよ。もし理由が必要だっていうなら作ればいいんだ」

　そう返す。

「君は樂らく園えんを攻こう略りやくした後に劉学園長から、もっと仲間を頼たよるように言われたはずだろう？　なら、そういう『友達』を作ることも任務のために必要なステップじゃないか」

「っ、でも……わたしに付き合ってくれるような人なんて、誰だれも──」

「ばかだな。俺がいるだろう」

「えっ……？」

「俺がいる。何時間でも付き合うからさ。また一いつ緒しよに来よう。必ず」

　有斗は、アリスからできるだけ優しく見えるように努めて微笑んで、手を差し出す。

　その手を、アリスは丸い瞳ひとみで、じっと見つめる。

「っ…………で、でも錬れん金きん術じゆつ師しと、魔ま術じゆつ師しなのに……？」

「関係ない」

「…………」

「だめかな？」

「！　い、いえっ、だめじゃない！」

「なら決まりだ」

「………………っ」

　有斗の微笑に、アリスはやがて顎あごを引いて頷く。

「う、うん……決まり」

「約束な？」

「うん。約、束…………」

　ぬいぐるみに顔を埋うずめて頷くアリスの目は、気のせいだろうか？　少し潤うるんで見えた。

　有斗は愛らしい彼女の頭を、できることなら撫なでてあげたい気持ちになった。

　でも、それはさすがにやりすぎだ。自分を戒いましめる。

　するとそんな有斗に、アリスが上目づかいで言った。

「あ……その、ユウトは？」

「うん？」

「ユウトはこれ……楽しく、ない？」

「ん、いや、もちろん楽しいよ。こう言うのもなんだけど思ってたよりも、ずっと」

　アリスとの会話で気づかされた。

　思えば有斗も、妹が亡なくなってからは、自分の娯楽に制限を無意識にかけていたのだろうか、子供らしい遊びをしてこなかった。

　当然、恋こい人びとなんてものもできたことがないので、ショッピングモールにわざわざ足を運ぼうともしない。家族で行った経験はゼロではないが、家族で行くのと、それ以外の人と行くのとではまた違うから。

　本当に、これが任務じゃなければ良かったのだが、なんて思ってしまう。

（もし《天使》がこの場に現れなかったら、このまま普ふ通つうのデートで終われるのにな）

　でも、それはまずもって、有り得ない可能性だろうことも知っている。

　だからアリスとの約束を果たすためにも、今は《天使》を捕まえることを考える。

　そのために、有斗たちは今ここにいる。




　ゲームを中心にしたアクティブなデートを済ませたところで、アリスが切りだした。

「そろそろ歩き疲つかれたころ」

「ああ、そうかもね。どこかで休む？」

「甘いものは苦手？」

「え？」また唐とう突とつだな、と思いつつ返す。「──いや、むしろ大好きだけど」

　有斗は無類の甘党である。もともと好きな上に《小規模な奇跡ワンハンド・マテリアル》のコストとして大量のカロリーを消費するので、今では拍はく車しやがかかっている。

「そう。なら、行きたい店がある」

　アリスは言いながら、持っていた小ぶりなバッグからパンフレットを取り出す。入口のゲートあたりに置いてあったものと同じだ。しかし、アリスのそれには付ふ箋せんがいっぱい貼はってある。

　行きたい店？　と有斗は内心で彼女の言葉を反はん芻すうする。

「もしかして、ここに来る前から、チェックを付けてくれてたの？」

「そう」と、あっさり彼女は答える。

　やはり昨日の段階から、有斗がこのショッピングモールにアリスとふたりで来る計画は進んでいたのだろう。ただ、それにしてもアリスが自分でマップを手に入れて、行きたい店にチェックを入れているのは健けな気げだなと思った。もちろん、健気なのは任務だからだろうけれど、それでも素直に嬉しい。

「ついてきて」

　アリスは、ごく自然に、有斗の手を握にぎって引いた。その不意打ちは、ずるい。




　アリスに連れられて入ったのは、スウィーツ専門店だった。

　テーブル席に着いてから、慣れない手つきでアリスはメニューを開けて目を通す。

「情報によると、ここのパフェがツクバの中でもレビューが非常に高い商品となっている……えーっと」

　ぱらぱらとパフェを探す彼女の顔は真しん剣けんそのもので、有斗はつい微笑ほほえんでしまう。

　気づいたアリスが怪け訝げんそうに首を傾げる。

「なに？」

「や、何でもないよ。ごめんごめん」

「？　──あ、あった、これ。フルーツパフェ。絶品とのこと」

　こちらにメニューを見せてくるアリスは、心なしか少し自じ慢まんげに胸を張っているようにも見えた。ウェイターが注文を取りに来てアリスがフルーツパフェをひとつだけ頼たのむ。

「メガサイズがウリなので、ひとつで充じゆう分ぶん。わけっこをすればいい」

　アリスは初心者へのアドバイスみたいに人差し指を立てて言う。

　数分後にパフェが届けられた。

　メニューの写真から受ける印象よりも、さらにひとまわり大きいサイズで驚く。

　二枚の受け皿に、それぞれスプーンが置かれている。有斗がその受け皿とスプーンを手元に引き寄せようとすると、しかしアリスが手首を摑つかんで拒こばむ。

「え？」

「忘れてはならない。わたしたちはカップル」

「……え？」

　と、有斗はわけがわからず、もう一度繰くり返す。

　アリスがちらりと周囲へ、目だけを向ける。

　有斗も倣ならうと、そこらじゅうでカップルっぽい男女が仲なか睦むつまじく、当たり前のようにひとつのスプーンで食べ合っていた。当然、分け皿など使っていない。

　アリスが念を押す。

「よそよそしくすれば、どこから見ているともわからない菌使いフアンガスに疑われかねない」

「…………」

　いや、まぁ……それは確かにそのとおりかもしれないが。でも。

「どうするつもり？」

「心配ない。こういうときの、カップルの行動パターンも、すでに勉強済み」

「勉強って──」

　アリスはスプーンのひとつを摘つまむと、それでてっぺんのアイスを掬すくい、有斗の口元に向けた。

「あーん」

「…………ッ、はっ!?」

　有斗は硬こう直ちよくした。

「あ、アリス、いったいなにを？」

「あーん」

「いや、その──」

「？　イチゴは苦手？」

「じゃなくて、イチゴは好物だけど……っ」

「なら問題ない。つべこべ言わずに食べるべき。人類を守るために」

「っっっ………………」

　アリスが、だんっと机に手をついて身を乗り出す。

　音に反応して、周囲の客が不思議そうに視線を二人に向ける。

　有斗は人目に怯おびえるように、気け圧おされて頷うなずく。

「……は、はい」

　アリスがスプーンを有斗の口へと運ぶ。クリームが唇くちびるにぺちょりと付着しながらも、有斗はその先っちょを咥くわえる。舌の上にクリームとイチゴが輸送される。

「どう？」

「お、美お味いしいね」

　クリームの甘味が口こう腔こう全体に広がり、かつイチゴの酸味と混ざってなんとも上級な風味を生んでいる。そりゃそうだ。どんなに面食らう状じよう況きようでもスウィーツは人に優しい。

「それでいい」

　アリスは満足げに、ふんすと鼻を鳴らした。そして今度は、有斗が咥えたばかりのスプーンで新たにクリームを掬い上げ、ぱくっと、そのまま彼女の小さな口へと運ぶ。

「っ!?　なんで──！」

「ん、なにが？」

「いや、なにがじゃなくて……！　それ、同じスプーンを使ったら、間接キ……」

「？　カップルとは、こういうものではない？　わたしの勉強不足？」

「いや、合ってるとは、思うけど──！」

　どうにも……アリスの真しん摯しな瞳に見つめられると、もはや何も言えなかった。

　有斗は緊きん張ちように汗あせを滲にじませつつも、アリスの言うとおり、仲良くパフェを分けあった。
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　そんなふたりを見て唇を引き結んでいるのはカノンだった。

「あいつぅ……」

　小さな手で拳こぶしを作って、むずがゆそうにそわそわしている。

「遅おそいわよ、菌使いフアンガス……！」

　なぜだか凶悪犯の登場をちょっと待ちわびてしまう少女が、そこにいた。
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　そんな風にデートをしながらも、アリスは、パフェのグラス越ごしに有斗を真剣に見つめていた。

　自分の感情を著いちじるしく揺ゆり動かす少年を、見定めていた。

　彼について深く知ることは、自分が自分であるために必要だろうと思ったからだ。

　じゃないと、アリスはいつか、有斗のことを考えるせいで、冷静でなくなってしまうかもしれない。そうなれば公僕としての機能を果たせない。

　アリスが「青峰アリス」でなくなってしまう、そんな自分には価値がない。だから──




　なんてアリスが思いを巡めぐらせているとき。

　有斗はジャンボパフェを残り二割まで食べ進めていた。そこで一度、手を止めた。

「思ったよりも量があるな……これは、ホムンクルスの俺でも結構キツいぞ」

　その言葉に、アリスも持っていたスプーンを止めて、ちらりと有斗を見る。

「ホムンクルス……」

　彼女は恐おそる恐おそるといった様子で、確かく認にんするように言った。

「あなたの中身は、普通の人間の魂たましいだと聞いたけど？」

「ん？」

　と、有斗は突とつ然ぜんの話題転てん換かんに不意を打たれながらも返す。

「ああ、まあ。中身というか人格データだね」

「人格データとは、なに？」

　アリスは錬れん金きん術じゆつの理り屈くつについて深くは把は握あくしていないようだ。有斗はアリスに、ホムンクルスとはどういう存在なのか、最初にカノンから聞いたのと同じように説明した。

「なるほど……では、あなたにとっては二度目の人生というわけ？」

「そういうことになるね」

「そっか。それは羨うらやましい……わたしには、この人生しかないから」

　アリスは小さく漏もらす。その様子は別に同情を誘さそうつもりではなく、ただの事実を確かめているようだった。

　だが、だからこそ有斗は哀あい愁しゆうを覚える。

　アリスのこれまでの人生は、一いつ般ぱん的には幸福と呼ばれるものではないだろう。

「──君は」

　有斗は尋たずね返す。

「君は、どうしてこんなことをしようと決めたんだ？」

「こんなことって？」

「みんなのために、そこまでして戦う理由」

「噂うわさで聞いていない？　わたしはエメラルド事件ケース・エメラルドで、幼い頃ころに両親を亡なくした」

「ああ……うん。それは知ってる。でも、そうじゃなくて」

「ん？」

「どうして、魔術師会の直下で命令に従うことにしたのかって」

　アリスが有斗を知りたいと思うのと同じように、有斗もアリスのことを深く知りたいと思っていた──その思いは、この「デートモドキ」を通じて、なおさら強くなってもいた。

　魔術師会に関する対話は無理でも、アリスに関する話は、まだ掘ほり下げてもいいだろう。

　劉から聞いた情報によると魔術師会での訓練は非常に厳しく、拷ごう問もんのようだ、とも表現されていたが、ではなぜそんな場所にアリスが身を委ゆだねることになったのかが気になった。

　アリスは言った。

「うーん、その話をするには、初めから順番に説明しないといけない。長くなる」

「いいよ。長話をしているうちに、菌使いフアンガスに気づいてもらえるかもしれないし」

「…………」アリスは少し悩なやんだようだが、やがて──「わかった」

　と頷いて、語り出す。

　──四歳のとき、だったという。

　アリスは魔術師と錬金術の仲たがいに巻き込まれ、家を燃やされ、両親を殺された。

　そのあとに待っていたのは孤こ独どくだった。

　自分を育ててくれる者がいない。親しん戚せきもいない。

　本当にひとりきりになる寸前で。

　そこに声をかけたのが、魔術師会だった。

　魔術師会が身寄りのない子供を預かるようなことは本来ない。ただ、アリスには、当時彼女自身がまだ自覚もしていないような魔術師としての優ゆう秀しゆうな血統と才能があった。

　だから魔術師会はその力に目をつけて、もったいないと思ったのだろう。アリスという可か哀わい想そうな少女に声をかけた。

『力が欲ほしいか？』

　そう問われて頷いた覚えが、アリスには漠ばく然ぜんとあったという。だが詳しくは記き憶おくに靄もやがかかったようになっていて覚えていない。悲しみと怒いかりで、頭が揺れていたからだ。

　怒りの矛ほこ先さきは、半分は犯人に対してだったが、あと半分は自分へ向いていた。

　家族を守れなかった自分が許せなかった。だから、もう二度と誰だれにも、自分と同じような思いをさせないと誓ちかった。

　それからのアリスはずっと、魔術師会の言うことを聞いてきた。

　ただ純じゆん朴ぼくに。盲もう目もく的に。

　わずか四歳で親代わりの組織を得たのなら、その言葉を鵜う吞のみにして信じてもおかしくはない。それまで手厚く育てられてきた純じゆん粋すいな子ほどそうなるはずだ。

　そうしてアリスは、まだ幼いうちから感情のコントロールと、魔術での戦せん闘とう法を学び、一二歳の春には実際に凶きよう悪あく犯と戦闘をおこなった。そのとき脹ふくら脛はぎについた長さ一二cmに及およぶ切り傷は今でも消えずに残っている。

　そして魔術師会から言われる命令の中には、身体からだが悲鳴を上げるような実験もあった。

「──────実験？」

　と、有斗はそこで首を傾かしげた。

　しかしアリスはすぐに思い出したように続ける。

「あ、いえ。これは言ってはならないルールだった」

「え？」

「あなたはなぜか話しやすいから、つい口が滑すべる。よくない。忘れて」

「っ…………………………」

　そう言ったアリスは再び、溶とけだしたパフェにスプーンを運ぶ。

　有斗は眉み間けんに皺しわを寄せて、アリスと、その口に運ばれるパフェを見つめる。

（訓練だけじゃ、ないのか……？）

　白いバニラアイスと黒いチョコレートソース。混じり合うその色は濁にごっている。

　もとは純粋で綺き麗れいなふたつの色なのに、掛かけ合わせると汚きたなくなるのは不思議だ。
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　有斗とアリスは、パフェを食べ終えて会計を済ませ、店の出口に向かった。

　ドアを押して外に出た──はずだった。

　直後、違い和わ感に気づいた。

「アリス」

「なに？」

「なんか、変な臭においが──」

　と、言いきる前に事態が動いた。

　もわっと、視界いっぱいに広がったのは、紫むらさき色いろの煙けむりだった。

　それはまるで意思があるかのように、指向性をもって有斗たちの顔面へと迫せまってくる。後ろを振ふり返ったユウトよりもアリスの反応がわずかに早かった。右手の指先を翳かざした。彼女の足元で青の魔ま法ほう陣じん。

「っ──《幕ばく風ふう》！」

　風が渦うず巻まいて、大気の層を作る。それが紫色のガスの進行を食い止める。

　有斗は微び量りようながらガスを吸ってしまい、立ちくらみに襲おそわれる。堪こらえるようにしながら、アリスに言う。

「くっ……助かった、ありがとう」

　それにアリスは手のひらを向けて、

「気にしない。むしろ樂園で助けてもらったお礼。これで貸し借りなし」

　なんて言うので、有斗は苦く笑しようする。

「律りち儀ぎだね。別に貸しだなんて、俺は思ってないけど」

「来る」

　それで会話は終わりだった。アリスが視線を淀よどんだ空気の向こうに向けると、そいつはいた。三〇代ほどの女性。だが緑色の毒々しいベリーショート。

　菌使いフアンガスだ。

　しかしその表情には違和感がある。目が据すわっていて、焦しよう点てんが合っていない。

　猫ねこ背ぜの前ぜん傾けい姿勢で、両手をゾンビのようにこちらに向けている。唇くちびるの端はしからは、よだれがだらりと垂れている。そして、その口から洩もらすように彼女は言う。

「あa………uHmlomhhjm,l……」

　その奇き妙みような発音に有斗は首を傾げる。

「……英語？」

「違ちがう。おそらくどこの言語でもない。脳が正常に機能していない可能性がある」

　アリスが答え、目を細めて警けい戒かいする。

「jbvy0907659999999」

　菌使いフアンガスが足元に展開した魔法陣。それは橙だいだい色いろだった。有斗はぴくり、と眉まゆを動かす。嫌いやな予感がした。直後、菌使いフアンガスが枯かれ木のように伸のばしていた細ほそ腕うでの先で、指先をこちらにむけてパチンと鳴らした。放ったのは──

　アリスが動どう揺ようから瞳どう孔こうを開く。

「な、炎ほのおっ!?　情報にはなかった……！」

　彼女は魔術師会から得た情報になんの疑問も持っていない。親代わりなのだから当然だろう。しかし有斗には、多少のアクシデントは予想の範はん囲い内だ。炎の前に飛び出し、うねる炎の龍りゆうのようなそれを右手で搔かき消す。【gear：Gold黄金】万ばん象しよう分解。

「く、また、借りひとつ……！」

「言ってる場合か！」

　有斗は目を細め、確信する。炎の顕けん現げん。

（これは……この能力を、俺は知っている）

　病院の襲しゆう撃げきをした犯人の魔術。そのままだった。通常なら有り得ない。

　魔術にはＲＭＩ、固有魔術紋もんというルールが存在する。ひとりとして、まったく同じ魔術を使う人間は存在しない。はずなのに──

「ユウト！」

　態勢を整えたアリスが突とつ風ぷうを纏まとう。炎は酸素を餌えさにして強大化する、その酸素をアリスは牛ぎゆう耳じっている。さらに、炎と菌は本来、共存できない。熱が菌を殺してしまうからだ──相いれない二つの魔術を扱あつかえるとしても、それは必ずしも強化には繫つながらない。逆に個性を潰つぶす弱体化に繫がる場合もある。それを敵は知らないようで、だから助かった。

「gvtct……！」と、菌使いフアンガスが呻うめき、動きが鈍にぶる。

　その隙すきに有斗は踏ふみ出している。

　右の拳こぶしを菌使いフアンガスの鳩みぞ尾おちに打ち込むと、「がふっ!?」と空気の漏れる音がした。




　頽くずおれ、床ゆかに座り込み、柱にもたれかかって両りよう腕うでをぐでんと放ほうり出している菌使いフアンガス。

　騒さわぎを見ていた誰かが連れん絡らくしたのだろう、いかにも契けい約やく社員然とした警備員のおじさんがやってきていた。有斗たちが錬れん魔ま学園の生徒だと伝えると、いくらか安心したようだった。学園に事情を通達してくださいと伝えると、彼は頷うなずいてその場から去った。

　それから有斗は、菌使いフアンガスを見下ろしながら嘆たん息そくする。

「この調子だと、事情を聞いても……意味はないよな」

　無理やりに起こしたところで、頭がどうにかなってしまっている。再び暴れ出す危険性の方が大きかった。

「この人が《天使》？」

　アリスが訝いぶかしむように首を傾げる。

「……いや」

　と、有斗は神しん妙みように眉まゆ根ねを寄せる。

「きっと違う。ある程度予想はしていたけど──事態は、考え得る中で最悪のケースなのかもしれないな」

　そう呟つぶやくと、アリスは驚おどろいた様子で有斗を見つめる。

「え？　真犯人が誰か知っているの？」

「…………」

　それに有斗は答えない。答えたくない。

　いや。正確には、自分の憶測が正しかったということを認めたくないというのが正直なところだった。

「もし俺の予想通りだとしたら……大事なのは《天使》が誰かじゃない。本当に捕つかまえるべき悪は、もっと別のところにいる」

「？」

　アリスは、わからない、という風に首を傾げたけれど、でもこれ以上の説明をこの場でする必要を有斗は感じない。

　有斗はひとまずカノンから借りていたＰＤＡを取り出し、菌使いフアンガスを確保してくれるように、学園へ連絡を入れようとする──と、そのときだった。

「あば、あばばばヴふうも、おうbyvttvtt……っ！」

　菌使いフアンガスの様子が一層おかしくなった。白目をむき、奇き声せいを発し始める。身体は、ぶる、ぶるぶるっと痙けい攣れんしている。

「な？　こいつ……意識を失ってるはずじゃ──」

　有斗は警戒態勢に入る。しかし、それにアリスが、

「ッ、ユウトだめ！」

　──そう叫さけんだ。

　同時に、菌使いフアンガスの皮ひ膚ふがめこめこと、まるで内部で何かが暴れているみたいに、膨ふくれ上がる。そして光を帯びると──直後、爆ばく発はつ。

「ッ!?」

　気づけばアリスが前に出ていた。有斗の見ている前で、アリスが爆発に巻き込まれた。
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　大戦末期に中国が開発し、現在では国際法で使用が禁止されている生物兵器に「魂こん珠じゆ炸さく弾だん」というものがある。早い話が、魔術の呪いを施ほどこした人間爆ばく弾だんだ。

　アリスは、菌使いフアンガスの異変がそれの症しよう状じようだということを、一目見て理解できていた。

　その爆発の威い力りよく自体は低い。殺傷が目的ではないから。

　元来炸さく裂れつ弾だんというのは、殺すのでなく負傷者を出して部隊に足手まといを生み、その動きを鈍どん化かさせることが目的である場合も多かった。

　これは、そのさらに先を目指し作られた。爆発時の閃せん光こうを目にした者は視神経から混入した魔ま術じゆつ光によって脳を揺ゆさぶられ「思考を混乱させられる」という。

　要するに、薬物依存症のように暴走する。

　仲間同士の殺し合いを狙ねらった最低最悪の兵器。「感情」の操作に長たけた魔術師が、錬れん金きん術じゆつ師しとの終わらぬ仲なか違たがいの歴史上で生んだ、非人道的兵器だった。

　そんなものに、有斗を巻き込んではいけないと、アリスは反射的に思った。

　ただし公僕としてじゃない。

　もっと、心の深いところに芽め吹ぶいた、アリス個人としての感情から思った。

　その原動力となる感情の名前を、アリスはまだ知らない。

　けれど、それでも、アリスは彼を守るために飛び出した。
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　血液。肉にく片へん。骨。その他もろもろ。

　菌使いフアンガスは、体内に有するモノのおよそすべてをぶちまけて飛び散った。

　そんな爆発に、目の前でアリスが巻き込まれた。有斗を守る壁かべとなったのだ。

　アリスは爆発による延焼を全身に受け、かつ光線で視界がやられてしまい、その場にふらっと倒たおれた。

「ッ……」

「アリス!?」

　有斗はすぐにアリスに駆かけ寄る。

「なんで……アリス、なんでこんな──！」

　アリスは体重を有斗に預ける。有斗の腕うでの中で、力のない笑えみを浮うかべて、呟く。

「チシオ・ユウト……あなたは、わたしより、弱い」

「っ……？　こんなときに、なんでまだそんなことを言って──」

「わたしより弱いユウトは、わたしが、守らなきゃならない……」

「な……!?」

　有斗は、つい言葉に詰つまる。

「…………君は、どこまで善人なんだ」

「いえ……違うの……これは、公僕としてじゃない。わたし個人の身勝手……」

「え？」

「だって、約束したから……」

「約束？」

「また一いつ緒しよに、ここに来る……今度は任務なんかじゃなく」

　それはつい数十分前に、有斗がアリスと交かわした言葉だった。

　アリスは、もう目がまともに見えないのだろう。空中を探さぐるように腕を上げて、有斗の頰ほおに指先で触ふれた。優やさしく、大切なものを確かめるように。

「だから、それまでは、わたしが守ってあげる」

「………………」

　有斗が抱だいているアリスの身体からだは柔やわらかい。汚よごれたワンピース。露ろ出しゆつの多いその服からは肩かたが出ていて、その皮膚は温かい。《叡智の結晶ベスト・ワン》なんて呼ばれている超ちよう常じよう能力者。学園最強の魔術師と言われているエリート。

　でも、そんな少女はこの瞬しゆん間かん、ただの傷ついた、優しい女の子だった。

　その姿は、まるで物語のヒロインみたいで。

　救われるべきヒロインみたいで。

　彼女を摑つかんでいる有斗の手に、無意識に力が入る。柔らかい肌はだに指先が食い込む。

　と、そこに有斗を背後から呼ぶ声。

「有斗！」

　振ふり返れば、飛びだしてきたのはカノンだった。

「な、カノン……なんでここに」

「そんなことはどうでもいい！　アリスから離はなれて！」

「は？　なにを言ってるんだ。それより早く、救護班を──」

　しかしそれを遮さえぎって、カノンは切り捨てるような、苦しそうな表情で告げた。

「違ちがう！　いま爆発したのは脳にダメージを与あたえる戦争用の魔ま術じゆつ弾だんよ！　その子の暴走は……もう止められないのよ！」

　言われて、有斗は再び腕の中のアリスに視線を落とした。

　アリスは、中空を見つめている。そこで有斗も気づいた──様子がおかしい。

　いつだったか病院の襲撃者が変異したときの挙動と似ていた。

　定まらない視点のまま、薄うすい唇くちびるをぱくぱくと動かすと、




「あ、来る」




　とだけ、呟いた。







[image: 第六章　主人公の血潮]
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　アリスを中心として黒い球体が広がってゆく。

　四方八方、死角なく伸のびる「黒」は、まるで水の上に垂らした一いつ滴てきの墨すみのように綺き麗れいな弧こを描えがいて景色を侵しん食しよくする。その規模は五日前の比ではない。実に──直径二八〇〇ｍ。ビルやタワーどころか、巨きよ大だいなショッピングモールのほぼすべてを覆おおい尽つくす勢いだ。そして吞のまれたものは、万ばん事じ一いつ切さいが形を分解されて消失する。

　超常的に、

　暴力的に、

　弾だん圧あつ的に、

　無に帰きす。

　破は滅めつ。

　壊かい滅めつ。

　殲せん滅めつ。

『ツクバモールにて《天使》の出現を観測！　ツクバモールにて《天使》の出現を観測！　周囲の皆みなさんは至急、避ひ難なんしてください。繰くり返します、ツクバモールにて《天使》の出現を観測──』

　数分前から継けい続ぞく的に聞こえているのはモールの内外で響ひびいている放送だ。黒い球体の確かく認にんが済んだため、錬れん魔ま学園が正式に避ひ難なん勧かん告こくを出したのだろう。

　一階には錬魔学園の対超常犯罪部隊が確認できる。有ゆう斗との上級生にあたる者たちが何人も球体の周囲で駆けている。三年生の中には、こういう非常時に出動を要よう請せいされる特とく殊しゆ部隊が存在する。

「モール内にいる人たちの避難を最優先に！　反対の北側出口へ誘ゆう導どうしろ！」

　市民の避難を担当している生徒たちが大声を上げる。

　加えて《天使の繭シエルター》に攻こう撃げき呪じゆ文もんを放つ生徒たちもいる。そのすべてが学園の中でも選えりすぐりの戦せん闘とう特化系魔術師および錬金術師だ。魔法陣を展開。手を黒い球体へと翳かざす。あるいは錬器による攻こう撃げきを開始する。青、黄、緑──色とりどりで美しい超常が暗黒へと打だ倒とうを試みるが──

「ッ、くそ！　まったく通らない！　次元が……違うッ」

「それでも手を止めるわけにはいかないだろう！　ひるむなァ！」

　その慟どう哭こくも虚むなしく、誰だれひとり、何ひとつとして、暗黒を傷つけることはできない。

　有斗はカノンに腕を引かれて、少しでも被ひ害がいから遠のくように二階に上がっていた。廊ろう下かの手すりに寄りかかって階下を見下ろせば、上級生の悉ことごとくを圧倒する球体が見える。

「カノン、あれは──」

「そう……残念なことに、あなたの推測は当たっていたのよ」

　アリスの力は、有斗と同等かそれ以上だとされていた。

　だが、そもそもそれがおかしいのではないか、と有斗は気づいた。

　有斗は錬金術と魔術の掛かけ合わせによって生まれた奇き跡せきの存在だという。その有斗と同じレベルの戦闘力を、いくら才能に溢あふれているとはいえ、ただの人間が有しているはずがない。そこには何か常識外の力が働いている。

　わかりやすく考えれば、答えはひとつだ。

　有斗と同じような、魔術と錬金術のハイブリッド。

　カノンが言った。

「アリスの力の根本には、魔術師会の、反へ吐どが出るほど汚きたない思おも惑わくがあったの」

　錬金術師会と魔術師会は常にいがみあい、利権を奪うばい合おうとしている。激化が頂点に達したとき、魔術師会は恐おそるべき決断を下した。

　魔術と錬金術の融ゆう合ごう──大いなる業アルスマグナ。

　カノンとその両親は二超常を掛け合わせてホムンクルスを作った。魔術師会が似た方向性を目指し、さらに先の「融合」を叶かなえようとしても、何も不思議なことではない。

　そして実際に試みたのだ。禁断の手法を。

「あなたに言われて調べてみると、魔術師会絡がらみで明らかにおかしな痕こん跡せきが出てきたわ。これまでに錬魔学園が捕ほ獲かくして魔術師会に渡わたした犯人たち……その三割が、それぞれなんらかの理由で一年以内に精神異常をきたすか、死んでいる」

「実験か」

「ええ。さっき、あなたたちを襲おそった菌使いフアンガスも──」

　魔術において重要なのは「精神」つまりは「人格」だ。これまで優ゆう秀しゆうな魔術師たちは皆、心が挫くじけ、人格が壊こわれそうになる訓練をいくつも越こえたからこそ強力な魔術を身につけられた──が、それにも限界はあったのだろう。

　プライドにより成果を求めた魔術師会は、さらに優秀な魔術師を人工的に作る手段を模も索さくした。結果、目をつけたのが錬金術による生物改変。脳の移植だった。

　それはひとつの肉体に複数の「人格」を入れてしまうという、狂きよう気きの研究だった。

　同じ魔術を使える人間は、ふたりといないとされてきたが逆に言えば同一の人格を持ちさえすれば、同じ魔術を使えるということでもある。人工的に人格を繫つなぎ合わせれば、いくつもの魔術を扱あつかう強力な魔術師を作ることは不可能ではなくなる。

　魔術師会は菌使いフアンガスを一度捕つかまえている。そして病院で捕獲した炎ほのおの魔術師を連行したのも魔術師会。つまり菌使いフアンガスには、炎使いの精神が移植されていた。

　ただし本来、人間の身体は複数の人格が共存するようにできていない。俗ぞくにいう多重人格者は、ストレスなど何かからの逃とう避ひとして『自ら』それを生み出すらしいが、求めてもいない他者の人格を『無理やりに』詰め込まれたなら、その者の内部では人格同士の拒きよ否ひ反応が起こり、感情が不安定になるのは当然だ。

　菌使いフアンガスの人格が壊れているように見えたのは、そのせいと見て間違いないだろう。

「けれど問題は、その菌使いフアンガスでさえ魔術師会にとっては壊れてもいい捨て駒ごまのひとつに過ぎなかったということ。なぜなら魔術師会は既すでに、菌使いフアンガスを逃にがす前にその人格の一部も他の実験台に移植していたから。その移植先は──」

「《天使》だな？」

「……ええ」

　樂らく園えんから採取されたＲＭＩの診しん断だん結果は、トリックだ。

　菌使いフアンガスが《天使》だったのではない。《天使》が、菌使いフアンガスの人格をも内包していただけなのだから。

《天使》について、有斗が初めて違い和わ感を覚えたのは、樂園攻こう略りやく中だった。

　入ってすぐに、巨大な錬れん成せい管が置いてあった。カノンはそれを、生物改変系の錬成に使うものだと言った。さらに、樂園内部には他にも違和感のあるオブジェクトがいくつもあった。子供のおもちゃ、学生が使うような勉強の参考書──それらはすべて、特定の人間の部屋にしかないような、至ってプライベートなものだ。「超常的な化物」の記き憶おくに、あるべき情報じゃない。そして、それぞれが「別人」に由来しているだろう情報でもあった。

　これの意味するところはひとつ。

「《天使》は、確かに学園の調査結果どおり人間だったのね……ただし、実験によって複数の人格を内包させられた生物兵器。そして──」

　有斗が続きを呟つぶやく。

「その名は、青あお峰みねアリス」

　魔術師会が数いる生徒の中からアリスを選んだ理由は、もちろん純血の魔術師だったからというのがひとつ。もうひとつは、エメラルド事件ケース・エメラルドの被ひ害がい者しやであり、正義感に燃える極きよく端たんにまっすぐな性格が被ひ検けん体たいとして扱いやすかったからだろう。

　自分が『最強の公僕』になれると聞かされればアリスはきっと拒こばまない。人々を守るために喜んで自己犠ぎ牲せいに走り、被検体だって受け入れる。

　しかし、その実験は《叡智の結晶ベスト・ワン》と呼ばれるにふさわしいような、安定したものでは決してなかった。菌使いフアンガスの暴走は、あの程度で済んだが、アリスほどの器うつわとなると暴走のケタが違う。その証しよう拠ことして生まれてしまったのが、あの黒い球体《天使の繭シエルター》だ。

　カノンが歯は嚙がみする。

「……まさか、あれほど錬金術を嫌きらっていた魔術師会が錬金術に手をだすなんて。それだけ追い詰つめられていたということでしょうね、魔術師会の、ちんけなプライドが」

　プライド。選民思想。

「だから魔術師会にとっては絶対に、誰にも知られてはならない事実でもあったのでしょう──五日前、アリスが暴走させてしまった《天使の繭シエルター》の発現を受けて、魔術師会がまず気にかけたのは目もく撃げき者しや。おそらく暴走はアリス自身にも自覚はないから、《天使》の正体を見ている人物がいるかどうかだけが気がかりだった。そして当然、あの黒い球体の中なんて普通の人には視認することができないし、球体発現時には、近きん距きよ離りにいる者は巻き込まれて一いつ瞬しゆんで消失するから問題ないはずだった……ただ、この瞬間に唯ゆい一いつ、姿を見てしまった特殊な人物がいることが後でわかってしまった。その目撃者が──」

　カノンは、目の前にある胸に、指を突つきつける。

「有斗。あなただったのよ」

「…………」

　ホムンクルスの有斗は肉体強度が常人とは違ちがう。黒い球体の中でも生存でき、アリスの容姿をかろうじてだが確認した。それを知った魔術師会は、有斗を消そうと考えた。隠いん蔽ぺいのために。菌使いフアンガスという、デコイの犯人までをも仕立てあげて。

「あなたとアリスを組ませた本当の意図も、今になって考えれば、そのためだったのでしょう。そして、ふたりで行動させ、そこを菌使いフアンガスを操あやつって襲しゆう撃げきさせた。ただし有斗を殺すための本当の使者は菌使いフアンガスなんかじゃなくて、隣となりにいたアリス。菌使いフアンガスは所しよ詮せん、彼女の暴走を起動するための、人間爆ばく弾だんにすぎなかった」

「………………っ」

　有斗は、ふう、と重く長い息を吐はく。負の感情を必死で押し込めるように。

「そこまではわかった。けど、ひとつ疑問が残る。魔術師会は俺を殺させたあと、アリスをどうするつもりなんだ？　どちらにしろ《天使》になってしまったアリスは、七日目になる明日には世界を滅ほろぼすかもしれないのに」

「それは──」

　と、そこにカツカツと、革かわ靴ぐつの足音が聞こえた。




「おお、なんと。青峰アリスが《天使》だったのですか！　これは困りましたねぇ」




　ぴく、と有斗は振ふり返る。

「っ、あんたは、魔術師会の……」

　ペラダン常任理事。

　その顔に張はりついている笑えみは以前と変わらない。糸のように細めた目と、無理やりに吊つり上げたみたいな口角。有斗よりもアリスよりも、よほど人工的で不気味な微び笑しよう。

「──聞いてたのか」

「はは。何をおっしゃいますか、偶ぐう然ぜん通りかかっただけですよ。ウィンドウショッピングは好きな方でして」

　などと見え透すいた噓うそを吐ついて、ペラダンは続ける。

「さて、こうなってしまったら人類がすべきことはひとつですね。さあ、あなたたち、アレを殺してください」

「なっ……？」有斗は耳を疑い、息を吞のむ。「殺す、だと？」

　ペラダンが微笑む。

「ええ。もとよりその方針をお伝えしてあるでしょう？　ホムンクルスが《天使》を殺す。それが当初どおりのプランですよ──あ、もしも無理でも安心してくださいね？　どうせ勝てる可能性なんてほとんど期待していませんから、最後はどちらが生き残っても、私がなんとか処理しますから。だから、あなたは安心して散っていただいて結構です」

　ふふ、と空気を震ふるわす下げ卑びた笑いに、有斗は思わず目を見開く。

「処理って、なんだよそれ……あんたたちはアリスの親代わりじゃないのか？」

「ん。ああ、まあ確かに。書類上はそうなりますね」

「ならどうして……！」有斗は無意識のうちに、拳こぶしを強く握にぎりこんでいる。爪つめが食い込んで血が滲にじむ。自分は、きっと酷ひどく怒おこっているのだとわかった。「──アリスは、《叡智の結晶ベスト・ワン》とまで言われてる大切な子なんだろう!?」

「それは問題を起こさない場合の話ですよ。いくら強大な力を持っていても、それを操れないのであれば我々を脅おびやかす危険因子でしかない、失敗作です」

「っ……！」そこでようやく、有斗は、このデートモドキの思惑を悟さとる。

　魔術師会は、有斗を殺そうとしているだけじゃない。

　アリスさえもまとめて殺し、今回の不ふ祥しよう事じを無責任に、闇やみに葬ほうむろうとしている──

　理解した瞬間、有斗は、

「お前ッ……！」

　床を踏ふみつけ、ペラダンのもとまで全力で走っていた。

　しかし固く握った拳を叩たたきこもうとした直前に、

「有斗だめ！」

　と、カノンの引き止める声が聞こえた。

「──実験の物的証拠がまだない以上、魔術師会の常任理事に危害を加えたら罪を問われるのはあなたよ……！　それに今はそんなゲスの相手をしている時間も惜おしいわ。あの子を、一刻も早くなんとかしてあげないと……！」

「っ……くッ」

　言われて有斗は拳を引っ込める。

　そして階下の、黒い球体を一いち瞥べつした。

　上級生の特殊部隊は間違いなくこの街で最強の一角だが、それでも手に負えず、撤てつ退たいを始めていた。黒い球体は彼らをじりじりと追うように拡大している。

　ペラダンが微笑ほほえむ。

「そうですよ。早くしなければ被ひ害がいが広がってしまいます。今こそ錬魔学園の優ゆう秀しゆうな切り札くんのお力を見せてください」

　などと言う下げ衆すを、冷静さを取り戻もどした有斗は睨にらみつけて、気づく。

　ペラダンの足元には黒い魔ま法ほう陣じんが展開されている。戦せん闘とう用の魔術だろう。あのまま危害を加えていたら有斗のほうが返り討うちにあっていたかもしれない。

　カノンに救われたようだった。

　いつだったか劉りゆうから聞かされた言葉を思い出す。

『親代わりである魔術師会に惨むごい訓練をさせられても、アリスはその仕打ちに耐たえた──あの子にとっては、この街の人間すべてが守る対象なのだよ。それは子供たちだけじゃなく、きっと私たち大人や、親代わりの魔術師会でさえもな』

　そんなにも優やさしい彼女が今、苦しんでいる。

　確かに、こんな下衆の相手に時間を割さかれている場合じゃない。

　有斗はペラダンを睨み、吐き捨てる。

「子供を泣かせる親がいていいわけがない。お前は、いつか必ずぶん殴なぐる」

　ペラダンは心底不思議そうに見ている。

「なぜ、そこまでしますか？　あなたには関係ないでしょう」

「そんな単純なこともわからないのか。アリスに悲しい顔をしてほしくないからだ」

　有斗は、これ以上目の前の男に言っても理解してもらえるとは思えなかった。

　だから、きっとこんな下衆に対してではなく、もっと大切な人へ向けて無意識に言葉を溢していた。

「──それに、約束したからな……また一いつ緒しよに、ここに来るって」

　一三年前、《天使》が姿を消したとき、そいつは飛び立って姿をくらましたという。それから六日間は消息が摑つかめず、七日目に再び現れたときに巨きよ大だいな爆ばく発はつを起こして消しよう滅めつしたという。消滅とは、間違いなく死を指すはずだ。

　こんな悲しい結末のままに、アリスの人生を終わらせてはならない。あんな暗い闇の中なかで、誰だれにも救われず、孤こ独どくに消えてしまっていい理由なんてあるわけがない。だから──

「ペラダン。最後にひとつ、訊きかせろ」

　有斗は喪も服ふくの男に言った。

「なんです？」

「一三年も前の話なら、当時の《天使》はアリスとは別人のはずだ。その《天使》とは誰だ？　もしかしてそれも、あんたらが別の子に同じ実験をした結果生まれたのか？」

「……、いい質問ですねぇ」

　そこでペラダンは初めて、その糸のような目から、うっすらと眼球を覗のぞかせる。

「安心してください、違いますよ。むしろ順序が逆です。我々は《天使》のことなど考えもせず、ただ大いなる業アルスマグナの研究をしていただけです。しかしその結果、一三年前の《天使》の模造品を生むに至ったのです……これは面おも白しろい事実ですよね」

「なにも笑えねーよ」

「あは」

「でも、そうか。なら、まだしもアリスを救う方法は見つけられるかもしれないんだな」

　魔ま術じゆつ師し会が一三年前の《天使》にも関かん与よしていた場合、魔術師会はそれから一三年もの時間をかけてなお《天使》の制せい御ぎよ法を見つけられないまま同じ過あやまちを犯おかした、ということになる。だとしたら有斗が今からわずかな時間でその制御法を見つけるのは困難だろう。

　でも、そうでないならまだ希望を持てる。

（──今、アリスは間違いなく、この物語のヒロインだ）

　救われるべき……救われなければならない存在だ。

　なら、それをできる主人公は誰か？

　この場には、ひとりしかいなかった。

「遅おそくなって、ごめんな」

　有斗は言って、二階の手すりを握ると、躊躇ためらわず床ゆかを蹴けり、柵さくを跳とび越こえる。

　その下に拡大している黒い球体の中へと──一直線に突っ込んだ。
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　全身が焼ける、煉れん獄ごくのような痛みが有斗を襲おそう。球体の中では服が袖そでの先せん端たんから破け、肉体も皮ひ膚ふからみるみる分解される。有斗はその傍そばから肉体を再生する。終わらない苦痛の中を、有斗は落下する。初めに突とつ入にゆうした、あの日よりも長い時間。

　最中さなか、情報の奔ほん流りゆうが流れ込んできた。

　それは脳内に自動再生される、いくつもの記き憶おくだ。

　まずはアリスとは異なる──アリスに人格を吸収された子供たちの思い出。樂園で見たのと同じおもちゃ、それを買ってもらって嬉うれしい感情。試験勉強の参考書。苦く悩のうと努力と達成感が入り混じった感情。他にも、いくつも。それら情報の渦うずを抜ぬけて、最後に到とう達たつしたのが、暗部の奥底で星のように煌きらめいていたアリスの記憶だった。

　映画のロールテープをくるくると回すように、古いものから新しいものへと映像が流れてゆく。

　生まれて間もない頃ころのアリスの視点。両親の顔が見えた。父はアリスとよく似た銀色の髪かみを短くそろえた清潔感のある人で、母はアリスとよく似た美しい薄紫ライラツクの瞳ひとみで愛いとしげにこちらを見つめていた。優しそうな両親だった。

　いくつかの、数えるほどしかない楽しそうな光景。そのあとにやってきたのが、目を瞑つぶりたくなるようなフラッシュバック。

　燃え上がる家。崩くずれる天てん井じよう。下した敷じきになる両親。エメラルド事件ケース・エメラルド、その日の記憶だろう。

　苦痛と後こう悔かいと怨えん恨こん、ひと言では到とう底てい表しきれない複雑で暗い感情が一気に有斗の心臓と脳へ注ぎ込まれる。

　こんな感情をずっと胸に秘ひめていたのか、と有斗は自分でも気づかぬうちに歯は嚙がみしている。

　そして共感する。彼女の思いのいくらかは犯人たちへ向けられているが、同時に、なによりももっとも自分自身へと矛ほこ先さきが当てられている。妹を失った有斗に近い自責の念。自己犠ぎ牲せいの念。──いや、もっと尊く純じゆん粋すいだ。その優しすぎる優しさに胸が焦こがれた。

　苦しいだろう。

　寂さびしいだろう。

　辛つらいだろう。

　そう思っていると、最後に視界を明るくしたのは、小さく揺ゆれる灯ともしびに似た光。そこにある熱は煉獄の苦しみではなかった。もっと幸福で、体温に包まれているかのような温ぬくもりだった。

　温もりの源が何なのかを有斗は視し認にんする。見えた光景は、有斗の知るものだった。

　樂園の森、そこで窮きゆう地ちに陥おちいって悲観に拳を握りしめているところへ現れた少年がいた。

　有斗だ。

　救われた不ふ甲が斐いない青峰アリス自分を戒いましめる気持ち。と同時に、命が助かったことへの純粋な安あん堵ども、否定できず存在している。

　次に見えたのは演習。拳を交かわす中で生まれた、有斗を認める気持ち。有斗に勝利した瞬しゆん間かんの嬉しさ。

　有斗と一緒に回ったツクバモールの記憶もある。一緒に写真を撮とった。初めての『普ふ通つう』の思い出。ＵＦＯキャッチャーは有斗に負けた。悔くやしかった。ふたりでパフェを食べた。美お味いしかった。また来ると約束した。絶対に叶かなえたい、そのために、もっと頑がん張ばろうと誓ちかった。そういった温かな感情が有斗のもとへ流れ込んでくる。そして最後にスウィーツ店を出る。菌使いフアンガスの肉体に異変が起きて、閃せん光こうが走って、有斗を守らないと、と考えて動いて、なんとか有斗を守れて安心して──しかし、暗転。

　そこでアリスの記憶は──感情は、止まった。

　今、有斗の目の前にある景色は、果てのわからない闇に戻っていた。

　それは世界の色すべてが混じってできる黒。純粋とも混濁とも言える。有斗には理解できる──ここはアリスの深層意識そのものだ。思春期の不安定な少女に、複数の人格を無理やりに混合させられた彼女は、自分の心がわからず、制御できず、路頭に迷っている。

　実際、闇の中にぽつんと、迷える子羊のように立っているその姿を、有斗は落下中の眼下に発見した。最初に彼女を見つけたあのときと同じように、見つめた。

　振ふり向いた彼女は、やはりあのときと同じ、寂しそうな目をしていた。




　有斗は闇に蝕むしばまれる苦痛に耐えながらも、アリスに届くように、しがらみを振り切るように先へ、闇を搔かいて黒の中を泳いだ。ある位置まで来ると黒の侵しん食しよくを受けなくなった。周囲は変わらず闇に包まれたままだが、アリスを中心にして半径数十ｍだけは球状に不可侵領域がある。床が見えていた。ショッピングモールのフロアだった。

　有斗はそこへ、膝ひざのクッションを使って着地。

　上体を起こし、姿勢を正し、まっすぐに彼女を見み据すえて尋たずねる。

「その目……どうしたんだ？」

　力の強い魔術師が、瞳など身体からだの一部に魔法陣を浮うかべることは知っている。ただ、それだけじゃない。アリスの綺き麗れいな薄紫ライラツクの瞳は今、有斗がかつて黒い球体の中で見たのと同じ、血のような赤色に変わっていた。

「わからない」

　とアリスは答えた。

　会話はできるようだ。

　彼女の身体には傷もない。ひとまず微かすかな安堵を得る。

　しかし、かといって根本的な問題が解決したわけではない。

　彼女の目つきは、有斗が知るアリスのものとは微び妙みように異なる。あのクールな強さがなくなり、なんだかとろんと、眠ねむたいときの子供みたいな雰ふん囲い気きを帯びている。

「この黒い球体を生み出しているのは、君だね？　解除してほしいんだ」

「できないの」

「どうして？」

「今のわたしは青峰アリスであって、青峰アリスじゃない。複数の人格が混乱状態に陥ったせいで、表に出る人格が定まらなくて、その席を一時的に埋うめるために設けられた中ちゆう継けい人格」

　そう、アリス──孤独な少女は言った。

「あなたに見えるこの黒い混沌も、その象しよう徴ちよう。入り乱れて淀よどんだ感情の力が行き場を失って、そのまま顕けん現げんされている状態。だから何を生み出すでもなく、ただ触ふれたものすべてを原点へと帰してゆくだけ。そして止まることなく、拡大してゆくだけ」

「……つまり？」

　有斗は目を細め、慎しん重ちように尋ねた。

「わたしに、この身体の支配権はない。止めたいなら他の、支配権を持つ人格に話をつけてもらう必要がある」

「なら、アリスを出してくれ」

「それは無理。さっきも言ったように現状は混乱を来たしている。デリケートな状態にある。この子は、もう、辛い思いを充分にしてきた。しばらくは外に出たがらず、自分を守るためだけに力を使う──不用意に近づこうとするなら、自動的に攻こう撃げき態勢に入る」

　彼女は眠そうな目のまま、淡たん々たんと言う。

　ちっと有斗は思わず舌打ちする。どうせ簡単にはいかないことはわかっていたが。

「……結局、そうなるのか。それでも俺は、アリスをこの闇やみから救い出させてもらうよ」

　有斗は言って一歩を踏ふみ出し、近づこうとした。

　瞬間、目の前の『空間』がバチンッ！　と破は裂れつした。

「──ッ!?」

　打だ撃げきとも斬ざん撃げきとも爆ばく破はとも違ちがった。いわば『衝しよう撃げきそのもの』が突とつ然ぜん目の前に現れたかのような痛み。

「忘れてはいけない。わたしは『大気』を操あやつる。その力も、感情が暴走した今となっては増している」

「っ…………」

　出会った頃と同じように、彼女は言った。

「チシオ・ユウト。わたしは、あなたには負けない」
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　問題は、アリスに近づかせてさえ、もらえないことだった。

　人間が普通に生活する限り、その身体はどこかしら大気に触れている。

　つまり大気を操作する彼女に行動を制御されているということだ。

　そして人間は呼吸をする生き物だ。酸素を吸い、二酸化炭素を吐はく。その過程をも御ぎよされたとしたら、人にできることなど皆かい無むだろう。

　五分間。

　有斗は彼女に呼吸を封ふうじられ、運動を支配され、一いつ切さい触れられないでいた。

「この時間、無呼吸でいてまだ動けるなんて。これがホムンクルス。驚きよう愕がくに値あたいする」

　そう言いながらも、彼女の口調には負ける気など一切感じられなかった。

　有斗はその絶望的な実力差に苦く笑しようする。

「……まあ、生あい憎にく、ただの人間じゃないんでね」

　呼吸を封じられているから当然、声は出せない。ただ、この空間では脳に言葉を浮かべて口を動かせば、相手には届くようだ。きっと感情そのものでできた《天使の繭シエルター》の作用だろう。会話を一応できることが、せめてもの救いだった。

「ただ、あなたがいくら耐えても、わたしの風はあなたの『万ばん象しよう分解』すらも攻こう略りやくした」

「はは、ずるいな……自分だけ」

　アリスの言うとおりだった。いくら火をも分解する有斗の右手と言えど、それは構成要素を科学的に分解するだけだ。いつかの演習のような突とつ風ぷうならば、運動エネルギーを分解できるが、今アリスが操あやつっている能力のひとつ『真空』は、そもそも空気も運動も存在していない虚きよ無むの状態。分解のしようがない。

　そして【gear:Mercury水銀】の光学迷めい彩さいも、演習で同じ技わざを使ってみせた彼女を騙だますことはできなかった。

　有斗は彼女に近づけないのに、対する彼女は空気を急速に膨ぼう張ちようさせて破裂を起こし、空気の刃やいばで有斗を攻撃できる。有斗は、せめてそれらくらいは万象分解で受けようとするが、しかしすべてをいなせるわけでもない。四し肢しを裂さかれ、傷つけられる。

　延々と、ホムンクルスを切り刻み続けるその間も、彼女の表情は変わらなかった。初めて会ったあのときのような、機械的な無の表情だ。それに有斗は悲しくなる。

　再生する有斗の肉体を一いち瞥べつして、彼女が言った。

「あなたは人間じゃないと言ったけれど、それはわたしも同じ。あなたは肉体が人工。わたしは精神が人工。作られた者同士、もはや人間なんか名乗れない」

「……それは、どうだろうね」

　と、苦笑を返す。

「俺を悪く言われるのはいいけど、君にアリス自身を人間じゃないと言われるのは気持ちがよくはないな」

　有斗にとって、アリスはあくまで人間だ。

　ただの優しくて──優しすぎて自分を犠牲にしてしまうような、健けな気げな被害者ヒロインだ。

「アリス。俺の声が聞こえるか」

　と、問いかける。この五分間に、もう何度も繰くり返している呼びかけだ。

「無む駄だ。青峰アリスは深層意識の根底にいる」

「アリス。すぐに、君を助け出してやるからな」

「無駄だと言っている」

　そう彼女は言い捨てるが、しかしそれに有斗は、

「君には言ってないよ」

　と返す。

「アリスに伝えてほしいだけだ。もうすぐ、話をするための酸素さえ尽つきそうだしね」

「………………」

　アリスが、冷たい表情の温度をさらに一段落としたのがわかった。

　赤い、しかし凍こごえるような瞳ひとみで有斗を見つめた。

「あなたは分ぶをわきまえるべき。超ちよう再生の能力を持っているからといって、いつまでも余よ裕ゆうではいさせない。真空以外にも、わたしには手立てがある」

「へえ。じゃあどうしてくれるのかな？」

　有斗は余裕ぶった表情を見せておきながら、もう本当に呼吸の限界が迫せまりつつあった。

　そこに追いうちをかけるようにアリスが言う。

「同じ。『万象分解』を攻略したのと同じように、あなたの一番の機能も封じてあげる」

　そしてアリスが仕し掛かけたのは、肉にく弾だん戦だった。

　風の加護を受けた高速の回し蹴げり。ただ、普ふ通つうではない。有斗は腕うでを上げて受けようとするが身体が重くて反応が遅おくれる。横よこっ面つらに衝撃を受けて有斗は吹ふっ飛とび、床ゆかに転がる。

「なっ、どうして──」

「酸素の差」

　と、アリスは指し摘てきする。

「脳には一〇〇〇億から二〇〇〇億の神経細さい胞ぼうが張り巡めぐらされている。そこに酸素をいきわたらせることのできないあなたはパフォーマンスが落ち続ける。しかし、わたしの『大気』は、その脳に必要最高値の酸素を完全にいきわたらせる。あなたの反応速度がたとえ早くても、わたしはそれに勝まさる脳の処理速度で追い詰つめることができる」

　さらにアリスは脳の処理速度だけでなく、すべての体術の運動エネルギーさえも、風の加護によって強化できる。強打は一ｔを超こえ、防ぼう御ぎよは大気の膜まくによって鉄てつ壁ぺき。

　有斗は腕を、脚あしを、胸を、脇わき腹ばらを、太ふと腿ももと脹ふくら脛はぎの筋を、切られて血を噴ふき出す。

　その攻撃速度には、確かに今の有斗では対応しきれない。どうしようもない。

　そして、やがて気づいた──自分の身体からだの異変に。

「ッ……傷が、再生していない……？」

「言ったはず。あなたの一番の機能も封じると」

　こめかみから血を流した有斗が、視線をアリスに向けると、彼女は対照的に傷ひとつない澄すました顔で言った。

「壊え死し──人間の肉体は再生の際にも酸素を必要とする。その欠けつ乏ぼうで細胞が壊こわれる」

「…………！」

　敗北の絶望が、いよいよ形を成してきていた。
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　アリスは、もはや確信していた。

　この戦せん闘とうで自分が負けることはない、と。

　彼がわたしを──青峰アリスを救うことはできない、と。

　なにせホムンクルスが持つ三つの機能すべてを封じたのだ。彼はもう終わりだ。

　だからアリスは、これが最後の忠告とばかりに言う。

「さあ、互たがいにすべての力は出し終えた。そして、こうして生まれた現在の状じよう況きようがその結果。あなたに勝ち目はない。もう諦あきらめて帰ればいい。この闇の外へ。わたしとは違う、待っている人のいる世界へ」

　と、しかし、そこで有斗は、あろうことか──

「…………くく、くくく」

　──なぜだろう？　不敵に笑い始めた。
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「…………くく、くくく」

　なぜか笑い始めた有斗に、アリスは驚おどろいて眉まゆ根ねを寄せる。

「な……なにが、おかしい……？」

「ああ、いや。君が、すべての力を出し終えたなんて言うから。やっとか、長かったなぁと思って」

「長い？」

「奥の手が互いにあるなら、相手にそのすべてを出させてからじゃないと、不安だよね」

　有斗は自じ嘲ちよう的に、唇の端を片方だけ微かすかに上げた。

「……それは、どういう意味……」

「そのまんまの意味さ。俺にはまだひとつだけ、使っていない機能があるんだ」

「な──？」

　ぴくり、とアリスが眉み間けんを狭せばめて不快そうにする。

「ばかな。そんなの、有り得るわけがない。ただのはったり」

「どうしてそう思う？」

「そんな能力があるなら、ここまで引っ張る意味がない。あなたはもう傷つきすぎた。ここからの挽ばん回かいはない」

「ああ。遅おそすぎると感じるのは、もっともだ。でも、それへの回答はふたつある。ひとつに、このモードは主人公っていうより悪役みたいな怖こわい見た目だから、できれば君には見せたくなかった」

　有斗は利己的に主人公に憧あこがれた人間だ。ヒロインの前では極力、格好よくいたかった。

「っ…………、もうひとつは？」

「このモードは、俺が死ぬほどに傷ついてからこそ意味がある」

　──途と端たん、有斗の肉体に『紅色の光』が、這はうように走った。
















　その直後、有斗の足元に溜たまっていた血液が、こぽっと音を立てる。

　血は、ずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずるずる、と蛇へびのように蠢うごめきだし、アリスを囲む。

　その円形は、あたかも血文字で作った魔法陣のようで──

「ッ！　これは……!?」

　くく、と有斗は、血だらけの頰を上げて笑う。

　魔ま術じゆつ師し会が、魔術に錬れん金きん術じゆつを融ゆう合ごうさせて最強を作ったのなら、その逆もまたしかり。

「奇き才さいカノン・フラメルが作ったホムンクルスは『最強の肉体』と『最強の精神』を持つ。肉体は錬金術でできている──が、それだけで完成じゃない。そこに人格を植え付けて初めて『最強』となる。そう、君が魔術のために植え付けられたのと同じように、俺にもひとつだけだが千潮有斗という人格がある。なら……」

　と、有斗は血が滴したたる指先でアリスを差して告げる。

「俺の人格が、魔術を使える可能性が、どうしてないと思った？」

　ホムンクルスは、錬金術に魔術を掛かけ合わせて作られた。

　ならば錬金術と魔術の『両方』を有することくらい、容易たやすい。

　ゆえに、カノンは言ったのだ。

　最高傑作と。

「【gear:Blood血潮】──俺の血液は俺の肉体と繫つながっている限り、自由に操作できる。『血の海』という箱庭内において、君が俺に勝てる要素は、ひとつもない」

　言った直後、有斗の血液が床からズォオオオ！　と聳そびえ立ち、まるで意思を持った悍おぞましい不定形の化物のように──それはあたかも禁きん忌きの魔物のように──アリスの四肢へと勢いよく伸びた。
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「なっ──!?」と、アリスが血液の奔ほん流りゆうに動きをとられ、もがく。

　風で吹き飛ばそうとするが、血液は凝ぎよう固こしてそれを許さない。ならばと逆に真空によって凝固を止めようとするが、それも叶かなわない。有斗の肉体と繫がっている限り、その血液中には有斗自身の酸素を加えることも可能。先の有斗の言葉どおり、自己の血液という領域内においては、アリスの魔術よりも有斗の能力の支配権が勝まさる。

　まさに圧あつ倒とう的な優位性の逆転。

　──とはいえ、当人である有斗は、内心でこうも考えていた。

（さて、ひとまずは危機を脱だつしたけど……でも、ここからどうしたもんかな）

　まだ困っていたのは有斗の方だった。

　肝かん心じんの、アリス本来の『人格』の呼び戻もどし方がわからないのだ。なので、

「ねえ、偽にせアリス。もう俺の勝ちは決まったんだから、アリスを出してよ？」

　と試ためしに持ちかけてみる。

「に、偽って……」

　とアリスは、もがきながら返す。

「無理。そんな約束はしていない。あなたが勝手に挑いどんできただけっ……」

「そんな。ケチだな」

「知らないっ……！」

　アリスの、絞り出すような大声。たったそれだけの振しん動どうにさえも有斗はふら、とおぼつかない足取りでよろめいた。そろそろ本当に酸素が足りないようだ。今のアリスは窮きゆう地ちだが、それと同等か、それ以上に有斗もピンチだった。

（困った……マジで困った。もちろん死んでも諦めたくはないけど……）

　ただ、かといって精神論だけで勝てるほど甘い相手でもない。

　このままだと、大口に反して有斗が犬死にするだけで、アリスを救えない可能性も出てきた。どうする？　打開策はあるか？　そう考えるが今のところ妙みよう案あんは思いつかない。というか、思考に必要なだけの酸素すら、もう脳には行き届いていないのだ。

（──いやあ……やっぱり、俺が主人公なんて、さすがにでしゃばりすぎたかな？）

　そう有斗が苦く笑しようし、弱気になりかけていたときだった。不意に、




『有斗、聞こえる？』




　──と、声が耳元で鳴った。

　その懐なつかしく温かい心地ここちの響ひびきに、有斗はぞわっと鳥とり肌はだが立つ。

「ッ、カノン？　どこから……」

　有斗は焦あせって振ふり返るが、そこにカノンの姿は見えない。黒い領域が広がっているだけだ。外部の景色とは、いまだに断絶されている。

　でも、それも当然だった。カノンは声だけを届けているから。

　奇才カノン・フラメルに倫りん理り的な躊ちゆう躇ちよなどない。こんなこともあろうかと仕込んでいた。内蔵型の通信チップを──有斗の体内に。いざというときに有斗はカノンが持っている携けい帯たい端たん末まつからの声を受信でき、カノンも有斗の声を受け取ることができる。

『そんなことは気にしなくていいの』

　とカノンはそっけなく返す。

『それよりも、その子を助けたいんでしょう』

「っ、ああ……！　でも、まさか……方法を知ってるのか？」

『知ってるっていうか、あくまで今までの理り屈くつに基もとづいた仮説でしかないのだけれど』

「教えてくれっ」

　そこでカノンは、さも当然という風に言ってのけた。

『今こそ、幻まぼろしと言われた本当の大いなる業アルスマグナを開発するのよ。あなたがね』

「………………………………は？」

『要するに、相反している錬金術と魔術のバランスを、外部からの干かん渉しようによって取るのよ。今のアリスは錬金術によって他人の人格情報を同一体内に混入させられてしまったことで、拒きよ絶ぜつ反応が起こっている状態でしょ？　それを落ち着けるには、彼女の体内に渦うず巻まいている、いくつもの魔力──精神エネルギーの中から主人格を決定する必要があるわけ』

「っ、主人格って……似たようなことはアリスも言ってたな。でも、全然意味がわからないんだけど……つまり、どうすればいいんだ？」

『簡単に言えば、あなたが呼び出したい青峰アリスの人格を、頭に思い描えがきながら』

「ながら？」

　と有斗は唾つばを吞む。

　カノンは言う。

『キスをする』

「…………………………………………………………………………………………へ？」




　いわく。

　口づけは、古今東西どんな術においても神聖な儀ぎ式しきであるという。

　それは、他者に「あなたが必要だ」と伝える行こう為いだから。

　人と人を繫ぐ好意だから。

　だから有斗がこの世に呼ばれたときのキスにも、カノンが大気中にデータとして漂ただよっている有象無象たる混こん沌とんの中から「この人格を呼び出したい」と願った『人格固定』の意味合いがあった。

　それのさらなる応用を、アリスの内部に対しておこなえばいい──

　という事情を、カノンから説明された。

『私だって、こんなことをあなたにさせたくはないわよ……でも、その子を助けたいんでしょう？』

「っ…………」

　魔術と錬金術の詳くわしいメカニズムまでは、有斗には理解できない。でも具体的な打開策を説明された以上、もう悩なやんでいる時間的余よ裕ゆうもなかった。

「？　チシオ・ユウト、何をひとりでぶつぶつ言っている？」

　血に縛しばられたアリスが、訝いぶかしむように有斗を窺うかがっている。

　有斗は酸素不足によるせいなのか──いや、それ以外の感情的な躊躇のせいかもしれないが──冷ひや汗あせをつーっと喉のど元もとに伝わせながら、ヤケクソ気味に叫さけぶ。

「くッ……あーちくしょう！　もう、どうにでもなれッ！」

　そして、血液によって身動きを封ふうじられているアリスに、自分の血をびちゃっびちゃっと力強く踏みしめながら歩み寄ると、

「なっ、なにを──？」

「うるさい。ちょっと黙だまっててくれ、これでも真しん剣けんなんだ！」

　彼女の顎あごをくいっと持ち上げ、有う無むを言わさずに、

「っ!?　っっ!?」



















　口づけを──した。




「ぁっ………………!?」

　と、アリスが微かすかに、こそばゆそうに喘あえぐ。

　そして、次の瞬しゆん間かんに彼女の全身を包んだのは──真っ青な光だった。

　まるでこれまで緊きん張ちようし続けていた力が解ほぐれるように、人工物から人間に戻るかのように、その美少女の瞳ひとみは赤から薄紫ライラツクに戻り──

　そしてアリスは有斗の腕うでの中へ、ぽふん、と誘いざなわれるように倒たおれ込んだ。




　同時に、黒い球体が、パキンッ！　と音を立てる。

　球体に罅ひびが入り、割れる。

　ぼろぼろぼろと砕くだけ散って、舞まい落ちる。

　視界がカッ！　と明るくなるのを、有斗は感じる。




　世界を包んでいた闇やみが────　　　　晴れてゆく──────────







[image: 終章]

　ショッピングモールの騒そう動どうが終わってから三日間は、怒ど濤とうの勢いで過ぎた。




　有ゆう斗とは、いつだったか任務で訪おとずれたことのある場所にやってきていた。

　病院。

　かつて火災に見み舞まわれたそこは、すっかり焦こげ跡あとが修復されて、営業を再開している。

　受付のお姉さんに面会の旨むねを伝えて病室を訪ねる。

　錬れん魔ま学園の生徒さんですよね？　と、お礼を言われて話が長くなりそうなのを、作り笑え顔がおで上う手まくスルーしてから、部屋番号を教えてもらう。

　三〇一号の個室を、ノックすると、「どうぞ」と声が返ってきた。

　有斗は中に入り、

「おつかれ」

　と、室内の患かん者じや──青あお峰みねアリスに手を振った。

「チシオ・ユウト……」

　アリスはベッドで上体を起こしていた。

「身体からだの調子はどう？」

「問題ない」

「ならよかった」

「いや、それより、わたしは一体どうなって……？」

「まあまあ、そう焦らずに。傷に響くよ」

　有斗は近づき、果物の入ったビニール袋ぶくろをベッド脇わきの机に置いて、丸椅い子すに座る。

「これ、お見舞いの品ね」

「あ……ありがとう」

「ミカンは好き？」

「え？　あ、好き、だけど……」

「よかった。りんごと迷ったけど、食べやすいのはこっちかなと思って」

「うん……いや、じゃなくて。《天使》は、その……わたしが？」

　──アリスが目覚めたのは、つい数時間前のことだった。

　アリスは起きてすぐ、事件当日の記き憶おくを思い返し、自分のした過あやまちを把握した。

　それはアリスにとって、なによりの悲劇でしかなかった。

　体内に人格を複数持たせる魔ま術じゆつ師し会の実験はアリスも合意のもとだったが、その実験のせいで自分が《天使》となったという結果については、菌使いフアンガスの自じ爆ばくに巻き込まれて起きた暴走──あの瞬間まで、アリスは自覚していなかったから。

　ただ、有斗がこうして病室に遣つかわされた理由こそ、そんなアリスの気持ちを落ち着かせるための説明役である。なにせアリスを救った本人で、アリスにとっても心を許せるだろう唯ゆい一いつの相手だから。

　有斗は微笑ほほえむと、

「うん、その話をしにきたんだ」

　言って、あのあとの顚てん末まつについて回想しはじめる。




《天使の繭シエルター》が解除された後、倒れ込む有斗とアリスのもとへ真っ先に駆かけつけたのは、もちろんカノンで、彼女からはキスについて小言を言われるかと思ったけれど、その場では心配の方が気持ちの上で勝まさっていたみたいで、有斗はカノンに思い切り抱だきしめられた。

　その次にやってきたのは意外な人物、劉りゆう学園長だった。

　劉はなによりも先に、有斗とカノンへ深々と頭を下げた。

　彼女のそんな腰こしの低い態度を見たことのない有斗は、え、なに？　と面食らったが、

『肝かん心じんな時にいなくてすまなかった』

　とのことだった。

　劉はペラダンに、生徒の身を、暗に人質に取られていたという。

　だから身動きを封じられていた。

　それが今になってやっと、いろいろと根回しをして動けるようになった──

　そう教えられて、ふと思い出して周囲を見み渡わたすと、すでにペラダンの姿はなかった。

　アリスいわく、しばらくは《天使の繭シエルター》の様子を薄うすい笑みで見下ろしていたらしいが、アリスが有斗との通信に必死になっている間に消えたらしい。事情が芳かんばしくないことを悟さとって逃にげたのだろうとのことだった。

　それに対して、錬魔学園の部隊は追つい跡せきよりも、ひとまず事態の収拾のほうを優先した。

　保護した市民への事情説明、ショッピングモールの修復、その他もろもろ……




　有斗はアリスに言う。

「あ、安心して。今回の犯人について、具体的な人名は出さないことに決定したから」

「え？」

「《叡智の結晶ベスト・ワン》が《天使》だったなんて、公おおやけになると街が大混乱に陥おちいっちゃうから。君は自分で思っている以上に、一いつ般ぱんの人たちにとっては救済の希望なんだ」

「っ……でも、実際はわたしが……わたしが、みんなを──」

　ぐっ、とシーツを握にぎりこむアリス。

　それに有斗は、はっきりと告げる。

「うん。だけど、それでも君は被ひ害がい者しやだよ。悪いのは君の心を利用した、魔術師会なんだから」

「っ……」

「もちろん、君に責任がないとは言わないけど、そのぶんはこれから、ひっそりと償つぐなっていけばいい。幸い、君の手による死者はひとりも出ていないわけだしね」

「…………」




　発表の上では、具体的な個人が犯人ではなく、魔術師会がおこなった『禁きん忌きの実験』による事故が《天使》と同じ現象を発生させた、という形になった。魔術師会は隠かくそうとしたようだが、とある人物による物的証しよう拠このリークがあって隠しきれなかったのだ。

　だから、事件後に一番大きく、変革を余よ儀ぎなくされたのは魔術師会の内部構造だ。

　普ふ段だんはほとんど表おもて舞ぶ台たいに出てこない魔術師会が、今回の《天使》についてマスメディアから批判的に煽あおられ糾きゆう弾だんを受けた結果、責任問題に発展し、多数の理事が自主退席という処置をとって、そのニュースがこの三日間は世論を騒さわがせている。

　当然、魔術師会はマスメディアにもパイプがある機関なので、その癒ゆ着ちやくをねじ伏ふせてでも彼らを追い詰つめた今回のリークは衝しよう撃げき的だった。『腐くさっても天下の魔術師会』を相手に、どこの誰だれが動いたのか、巷ちまたでは様々な憶おく測そくが飛び交かっていたようだが──実は、有斗はその張本人を知っていた。なにせ事件直後、学園長との別れぎわに、怖こわい顔をした彼女が、

『……さて、これから奴やつらには、私の首に輪っかを着けてくれたお礼をせんとな』

　と、ひとり言を呟つぶやいていたからだ。

　大人とは、時に無む慈じ悲ひで冷れい酷こくだが、その強大な力は味方につけると頼たよれる。




「だから、今の君の立場は『あの事件を解決した優秀な一生徒』でしかない。そういうつもりで、退院まで安静にしておくといいよ」

「…………でも」

「安静にしておくといいよ」

　と、有斗はアリスの言葉を遮さえぎって、強く念を押す。

「っ…………え、えっと……はい。わかりました……」

　と、アリスは気け圧おされて頷うなずく。

「うん。それでいい」

　有斗は満足し、微笑む。

「じゃ、今日の用事は、それだけだから」

「うん……ありがとう」

　有斗は立ち上がり、病室を後にする。

　部屋の扉とびらから出るところで、振ふり返ると、アリスはまだこちらを見つめていた。

　そこで有斗は最後に言った。

「ああ、そうだ。ひとつ、大事なことを伝え忘れてたな」

「？」

「ショッピングモールが営業を再開したら、あの約束を果たそう」

　そう言って有斗は笑った。

　すると、それにアリスは、

「…………………………………………うんっ」

　答えて、目元を微かすかに潤うるませた。




　有斗の超ちよう再生は、過度に使いすぎると、その機能自体を回復するのに時間を要する。

　だから安静にしておかないといけないのは有斗も同じで、アリスへの報告を終えた後は授業にも出席せず好きに過ごしていいとの劉学園長からのお達しだった。

　有斗は、近場の公園に来ていた。

　そこはいつも、近くのおじいちゃんが散歩にくる程度しか人ひと気けのない静かな、でもわりと整備されて綺き麗れいな場所だった。東西に長く伸のびていて遊具はなく、子供が遊ぶような公園というよりは、植物が歩道に沿ってならべられた遊歩道のイメージに近い。

　たんぽぽの黄色い花か壇だんが両サイドにある道で、待っていた少女が言った。

「骨折り損のくたびれ儲もうけだったわね」

　カノンだ。有斗と同じく、学園からは休暇を与えられている。

　彼女は、歩いてきた有斗の背中を優やさしくぽんと叩たたく。

　有斗は苦く笑しようまじりに返す。

「まさにね。いや、それどころかって感じだな。あの酸欠と出血は本当にヤバかった。笑いごとじゃないよ」

「あなたはよくやったわ」

「最後はカノンに助けられたけどね」

「あなたじゃないと、あの黒い球体の中には入れなかった」

「ありがとう」

「こちらこそ」

　そんな風に言って、久々の休日をゆっくりと過ごそうと再び歩き出したときだった。

　道の向かいから歩いてくる男がいた。

　真っ黒な、喪も服ふくのようなスーツ。

　気づいたのは有斗とカノン、同時だった。

「っ…………あんたは」

　ユウトが苦い顔で声を漏もらすと、男は、なんとも気の抜ぬけた微び笑しようで返した。

「やあどうも。先日は、無事にアレを捕とらえたようで、お手て柄がらでしたね」

「……平気なのか、こんなところにいて」

　と、有斗は冷たい声で返す。

　ペラダン元常任理事──この男は現在、錬魔学園が指名手配中のはずだ。

　なのに何食わぬ細目で彼は言う。

「まあね。所しよ詮せんは、一都市の一学園に追われているだけだし、なんとでもなるよ。なんなら、ここで君たちが僕を捕つかまえてみるかい？」

「…………いえ」

　ここまでして目の前に現れるということは、捕まらないだけの準備をしてきているのだろう。それが彼自身の能力なのか、それとも別の何かなのかはわからないけれど。

　となれば、この場で血気盛んに殴なぐりかかっても意味がない。

「今回の件、一番の黒幕はあんたか」

「あはは。根こん拠きよのない嫌けん疑ぎだね」

「でも、あのとき、あの場に現れたのは、あんただった」

「ただのウィンドウショッピングと言ったろう？」

「…………」

「大体、僕が糸を引いていたとして、そこまでする理由は何だい？　魔ま術じゆつの復権？　にしては随ずい分ぶんとリスキーじゃないか。実際、魔術師会の権けん威いはこうして失しつ墜ついしちゃったわけだし」

「そこまでは、わからない」

　そう、わからない。わからないし、教えてもらえるわけもない。

　だから今交かわしている、あらゆる会話に意味はなかった。

　強しいて言うならばこれは、ただほんの少しの抵てい抗こう心しんを、目の前の敵である彼に──あるいはその後ろにもっといるかもしれない『誰か』に──示す意味合いしかない。

　いつか、その狙ねらいを解き明かして、止めてやるという意思表明──

　ペラダンは、そういった有斗の心情もすべてわかっているのだろう、有斗を小こ馬ば鹿かにしたような蔑さげすみを帯びた口調で言った。

「君はホムンクルスだろう？　なら、余計な詮せん索さくはしなくていいんだよ」

　微笑を浮うかべたその顔は、筋肉が凝こり固まってしまったかのように表情を変えない。それが余計に不気味だった。

「──所詮、ホムンクルスなど人工物に過ぎない。人工物に意思は要いらない。我々人間の指示に従っていればいいのさ、量産品脇役のロボットのように」

　有斗とカノンは今回の活かつ躍やくで、学園内で多少なりとも認められたようだった。友達として声をかけてくれる同級生も、少しはできた。とはいえ、それでもまだ街全体で依い然ぜんとして、偏へん見けんは残ってもいる。

　特に魔術師の中には『精神』を至上とする者がいて、彼らにとって『物質』を研究する錬れん金きん術じゆつ師しは格下の存在だ。さらにその錬金術が生み出した人工物ホムンクルスに至っては、所詮、不出来な工作品程度にしか思われていないのだろう。

　だからこその、ペラダンからの酷ひどい言われようだった。

　これには有斗も多少、不快には思った。が、かといって反論はしなかった。

　彼とこの場で一言二言だけの言い合いをしても、根本は解決しそうにないから。

　アリスとは有効だった『対話』も、彼にはきっと響ひびかない。

「……失礼する」

　とだけ返して、彼の脇わきを通り抜ける。

　振り返りはしなかった。今日は休日だ。天気もいい。景色もいい。

　こんな気持ちのいい日に、あんな下げ衆すの相手をするなんて、隣となりを歩くカノンに失礼だ。




　しばらく行って、彼に声が聞こえなくなっただろうところで、有斗はカノンに言った。

「ありがとう、カノン」

「は？　なんで、ここでまた私にお礼なのよ」

「怒おこってくれたから」

　カノンの拳こぶしは強く握にぎられ、震ふるえている。耳も少し赤い。カノンは有斗を普段、冗じよう談だんとしてモノ扱あつかいすることもあるが（そもそも学生寮りようの申しん請せいが武器扱いだし）、ただ他人から有斗をモノ扱いされるのは許しがたかったのだろう。

「──自分の代わりに怒ってくれる人がいると、同じ『言い返さない』でも、気持ちの救われ方が違ちがうよね」

「……目ざとい男はモテないわよ」

　と、カノンが気き恥はずかしそうに、唇くちびるを尖とがらせてそっぽを向いた。

　その可愛かわいらしさに、有斗は微笑ほほえむ。

　ペラダンの言葉は、ある意味で真理をついているのかもしれない。死んだ人間が蘇よみがえったとして、それは多くの人にとって、禁忌として扱われるべき悪いモノなのかもしれない。

　だが、それでも有斗が蘇れたのは、ひとりの少女が必要としてくれたからだ。

　そして少なくとも、その有斗は、ひとりの少女と、世界が壊れるのを食い止めた。

　この結果までもを「悪」だと切って捨てることは、誰にもできやしないだろう。

　まだまだ理解者は少なく、敵はどうやら有斗なんかよりも強大な力を持っていそうだが、自分を求めてくれる声がたったひとつでもある限り、有斗はそれに応えつづけたい。

（それに……）

　と有斗は空を見上げる。

（敵である彼らにだって、まだわからないこともあるようだ）

　たとえば、結局《天使》と《堕だ天てん病》と大いなる業アルスマグナについては、不可解な点が解決していないままだった。

　一三年前の《天使》は、何者だったのか？　なぜ生まれたのか？

《天使》の力は、魔術と関係があるのかと最初は思った。でもアリスの暴走の理由には魔術だけじゃなく錬金術も含ふくまれていた。なら、魔術と錬金術のどちらが《天使》と関係があるのか？　あるいは両方とも……つまり大いなる業アルスマグナが？

　アルスマグナは大いなる業わざと言われるが、その正体は善にも悪にも染まる、大いなる業ごうなのかもしれない。救済のために生まれた力が絶望の象しよう徴ちようを生み出してしまうのであれば、こんなにも救いのない話はないが──

　一三年前の、始まりの《天使》。その発生には有斗たちが知らない、そして大人たちだってまだ知らない事実が隠かくれているようで。

　この世界には、謎なぞがまだまだあるようで──

　だから有斗はその真実を知るためにも、主人公として、この世界でまだ生きたいと素す直なおに思った。

「今日は本当に、天気がいいなあ」

　そう、有斗は呟つぶやく。

　横でカノンが、不思議そうにその顔を見つめている。







[image: Ｒｅ：ＡＣＴ]

　事件から一週間後だ。

　ツクバの某ぼう所しよ。山のふもとに建つ廃はいビル。その周囲に、超ちよう常じよう犯罪者の怒ど声せいと、それに応戦する錬れん魔ま学園の生徒たちの声がこだましている。

　そして、そんな生徒たちの中でも一ひと際きわ、自己の犠ぎ牲せいをいとうことなく最前線で戦う集団がいる。

『ユウト、聞こえるか。ポイントＢ２から奇き襲しゆうをかけろ』

　通信を与あたえているのは劉りゆう学園長だ。任務内容は事前に言われていた通り、連続氷結犯の、被害を極力最小限に抑おさえたうえでの迅じん速そくな確保だ。

「了りよう解かい」

　連れん絡らくを受けているのは千ち潮しお有ゆう斗と。それまではカノンが受け持っていたリーダーのポジションだが、今では、有斗がデフォルトとなっている。

　理由は単純明快。あの、我がが強いふたりを含む三人体制をまとめ上げることができる人材が他にいなかったからだ。

　有斗は両サイドに控ひかえる女子生徒たちに呼びかける。

「カノン」

「いつでもいけるわ」

「アリス」

「問題ない」

　有斗が右手の拳を上げる。それから、人差し指と中指を立てて、進行方向へと向ける。それを合図に、ふたりは走り出す。有斗もその後を追う。

　青あお峰みねアリス。魔術師会が生み出した不完全な人型兵器。感情によっては暴走してしまう可能性のあった、危あやうい女の子。

　しかし彼女の精神は、錬金術師会の総力を挙げた解かい析せきと修正によって、かなりの安定度を担保できるレベルにまで落ち着いた。そのトップで指揮を執とったのは、奇き才さいカノン・フラメルだ。

　カノンはなんだかんだアリスに対たい抗こう心しんを燃やしてはいたが、そうは言ってもアリスのために、耳に装着するイヤフォン型の脳波安定装置を開発してみせたのだ。

　おかげで精神は落ち着き、かわりに魔術師としての力量も前よりはちょっと落ち着いてしまったようだけれど、それでも錬魔学園の二年生では他者を寄せつけないほどに輝かがやく才能は健在だったため、ならばその力を腐くさらせるよりは活用することで罪つみ滅ほろぼしとしようということで、対超常犯罪部隊には引き続き配属されたままの形となった。

　廃はい墟きよ内に横並びで突とつ入にゆうする二人の背中を見ながら、有斗は思う。

　有斗は昔、妹の死をもって自分の無力を知った。その罪悪感がゼロになることは決してないが、ならばいっそ、この自責を背負ったまま、これからの行動で少しでもゼロに近づけられるように──自分を自分で許せるように、誰だれかを救うしかないのだろう。

　もちろん、こんな決意は自己満足でしかなくて、それで過去が変わりはしないけれど。

　ただそれが、人生をやり直すチャンスを与えられた有斗の、せめてもの償つぐないだ。

　そして、その償いはどうやら、もはやいつかのように、軽けい率そつに命を投げ出せば叶かなうというわけではないらしい。

「有斗」

　と、カノンが振ふり返る。

「ユウト」

　と、アリスも見つめてくる。

　今、有斗が守るべき少女はふたりに増えている。

　鉄骨の下した敷じきになりそうだった女の子を助けるのでさえ、命ひとつを消費してやっとだったのに──

　主人公とは、こうも大変なものなんだな、と有斗は自じ嘲ちよう的に笑って頭をかく。

　だって、このヒロインたちの笑え顔がおを守り続けるためには、死んでも死にきれない。












































あとがき






　はじめまして、あるいはお久しぶりです、河かわ端ばたジュン一いちです。よくジュンーと間ま違ちがわれます。ちなみに宅配屋のお兄さんには河端ジョニーだと思われてます。国際派作家です。

『終末の再生者リアクターⅠ．ワンハンド・マテリアル』は、じっくりと力を注いで磨みがき上げた二年ぶりの新作。まだ読んでいない方のために、あらすじをざっくり言うと、


・死んだはずの少年が未来に蘇よみがえってみると、退たい廃はいした日本の復興都市だった

・そこに『超ちよう常じよう災害指定』された少女が登場。脅きよう威いの戦せん闘とう力

・少女を捕ほ獲かくして世界を救えるのは、肉体に『三つの機能』を与あたえられた主人公だけ



　というストーリー。要するに、少女と世界をまとめて救うお話です。

　この本を作るにあたって協力してくださった皆みな様さまに心からの感謝を。特に原げん稿こうに絵という生命力を与えてくださった、むつみまさとさん。そして「河端さんの本当に書きたいものを形にしましょう」と猶ゆう予よをくださった担当編集さん、ありがとうございます。

　そして最後に、この本を手に取ってくださっているあなたに一番の感謝を。楽しんでもらえてこそ作家。あなたの応おう援えんが力になります。これからもよろしくお願いします。


河端ジュン一　










河端ジュン一

●かわばたじゅんいち



愛媛県出身、兵庫県在住。グループＳＮＥ所属。

９月は英語でSeptemberだけど、その意味はラテン語で「７番目の月」。旧暦の関係でズレたんですね。じゃあ７月は？って見てみるとJulyで、これは英雄ジュリアス・シーザーを讃えるために付けられたとか。ちなみに８月Augustはローマ皇帝アウグストゥスから。このように未来とは、過去の文脈にそって作られるものです。そんな大きなテーマがあるかはさておき、デビュー５周年の思いを込めて作った拙著をお楽しみください。
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